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序

こ
こ
に
報
告
す
る
片
桐
古
墳
は
、
牧
ケ
原
台
地
の
西
隅
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
上
伊
那
地
域
に
あ
る
古
墳
と
目
さ
れ
る
も
の
の
中
で
一

番
大
き
く
、
六
万
部
古
墳
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
近
年
石
室
の
石
積
み
に
崩
れ
が
生
じ
、
一
九
七
七
（
昭
和
五

二
）
年
、
修
理
保
存
の
た
め
の
調
査
に
ふ
み
切
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

諏
訪
湖
に
源
を
発
し
た
天
竜
川
が
約
五
八
キ
ロ
程
流
れ
た
伊
那
谷
の
ほ
ぼ
中
央
に
中
川
村
片
桐
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
よ
う
に
極
め
て
、
学
術
的
・
教
育
的
価
値
の
高
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。
金
銅
装
柄
頭
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
副
葬
品
か
ら

古
墳
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
ま
す
こ
の
片
桐
古
墳
の
調
査
結
果
も
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

調
査
団
長
と
し
て
指
導
戴
き
ま
し
た
上
川
名
昭
氏
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
団
各
位
の
ご
苦
労
に
は
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

片
桐
古
墳
の
調
査
に
売
っ
て
伊
那
谷
の
古
墳
文
化
の
一
端
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
五
年
四
月

中
川
村
長
　
　
宮
崎
昌
直





例
　
言

一
本
書
は
昭
和
五
二
年
三
月
か
ら
九
月
ま
で
の
四
次
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村
片
桐
古
墳
発
掘
調

査
の
報
告
書
で
あ
る
。

二
　
本
調
査
は
中
川
村
教
育
委
員
会
か
ら
上
川
名
昭
が
委
嘱
を
受
け
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
墳
丘
の
測
量
に
つ
い
て
は
、
小
野
征
之
、
山
本
信
夫
、
上
川
名
玲
子
が
、
玄
室
内
の
測
量
は
、
上
川
名
昭
、
小
野
征

之
、
佐
々
木
蔵
之
助
、
本
田
秀
明
、
中
塚
和
司
、
宮
崎
千
里
、
桃
沢
貴
美
、
斎
藤
五
月
が
担
当
し
た
た
も
の
で
あ
る
。

四
　
遺
構
・
遺
物
の
実
測
は
主
と
し
て
上
川
名
昭
が
あ
た
り
、
遺
物
の
一
部
は
三
浦
和
信
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
写
真
撮
影
は
主
と
し
て
佐
々
木
蔵
之
助
、
上
川
名
昭
が
あ
た
り
、
原
色
写
真
、
遺
物
写
真
に
つ
い
て
は
北
洋
庸
氏
の

協
力
を
得
た
。

六
　
本
報
告
書
の
執
筆
は
全
て
上
川
名
昭
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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ま

　

え

　

が

　

き

長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村
で
古
墳
を
保
存
し
た
い
が
そ
の
前
に
学
術
的
な
調
査
を
し
て
記
録
を
残
し
た
い
、
と
依
頼
を
受
け
て
今
回

の
尭
掘
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

早
く
か
ら
六
万
部
古
墳
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
片
桐
の
地
名
は
、
倭
名
類
東
砂
に
堅
錐
、
延
喜
式
で
は
賢
錐
と
し
て
東
山
道
の

主
要
な
駅
と
し
て
知
ら
れ
、
堅
錐
・
賢
錐
か
ら
変
化
し
て
今
日
の
片
桐
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
古
代
史
を
解

明
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
地
名
に
も
と
づ
き
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

片
桐
地
域
に
は
二
基
の
円
墳
が
存
在
し
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
の
は
比
較
的
大
き
い
片
桐
一
号
境
で
あ
る
。

古
墳
は
盗
掘
が
頻
繁
に
な
さ
れ
、
直
刀
二
振
、
金
環
一
個
、
人
骨
等
も
す
で
に
出
土
し
て
い
た
の
で
、
測
量
と
実
測
図
に
重
点
を
お

い
て
調
査
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
思
わ
ぬ
多
量
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
。

片
桐
古
墳
は
長
野
県
で
も
貴
重
な
古
墳
で
あ
り
、
や
っ
と
こ
こ
に
報
告
出
来
る
こ
と
は
、
研
究
者
と
し
て
責
任
を
果
し
、
感
慨
無
量

な
心
境
で
あ
る
。





I3　第一章　調査契機とその経過

第
一
t
章
　
調
査
契
機
と
そ
の
経
過

第
一
節
　
調
査
契
機

昭
和
五
一
年
七
月
に
伊
那
市
教
育
委
員
会
の
依
頼
で
第
三
次
月
見
松
遺
跡
の
遣
物
整
理
中
に
、
月
見
松
遺
跡
調
査
の
責
任
者
で
あ
っ

た
林
茂
樹
氏
よ
り
、
中
川
村
で
古
墳
を
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
精
密
な
測
量
と
石
室
内
の
清
掃
を
し
て
く
れ
な

い
か
ヒ
話
が
あ
っ
た
。
伊
那
谷
の
考
古
学
の
調
査
に
参
加
し
た
の
は
、
き
だ
こ
の
地
方
で
も
考
古
学
的
な
、
調
査
の
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
昭
和
二
五
年
、
筆
者
が
大
学
院
の
時
代
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
伊
那
谷
に
は
早
く
か
ら
深
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ま
し
て
や
古
墳

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
依
頼
は
古
代
史
の
研
究
に
こ
の
上
も
な
い
機
会
と
考
え
て
い
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
古
墳
の
石
室
の
入
口
は
開
口
し
て
い
て
、
大
人
一
人
が
く
ぐ
っ
て
入
れ
る
と
の
こ
と
で
近
所
の
子
供
達
が

出
入
り
し
て
危
険
で
あ
り
、
調
査
後
は
石
室
の
入
口
を
閉
鎖
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
石
室
内
か
ら
は
直
刀
二
振
、
金
環
一

個
と
人
骨
の
出
土
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
ど
ん
な
小
さ
な
古
墳
で
も
実
測
す
る
と
な
る
と
時
間
も
か
か
り
、
費
用
も
か
さ
む
こ
と

を
伝
え
、
一
度
見
学
に
行
き
自
分
の
眼
で
た
し
か
め
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
中
川
村
の
古
墳
の
こ
と
を
忘
れ
か
け

て
い
た
昭
和
五
二
年
二
月
一
四
日
に
突
然
林
氏
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
中
川
村
の
古
墳
を
是
非
一
度
見
学
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
前
か
ら
の
約
束
も
あ
っ
た
の
で
、
三
月
五
日
田
に
見
学
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

三
月
五
日
午
前
六
時
五
〇
分
新
宿
発
の
第
一
駒
ヶ
根
行
に
乗
車
し
、
伊
那
市
近
く
で
林
茂
樹
氏
と
車
中
で
一
緒
に
な
り
飯
島
駅
で
下
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車
。
中
川
村
の
西
公
民
館
で
教
育
長
・
支
所
長
・
公
民
館
長
と
相
談
の
後
、
古
墳
の
見
学
に
い
く
。
公
民
館
か
ら
南
に
一
〇
分
ほ
ど
の

扇
状
地
の
エ
プ
ロ
ン
状
に
張
り
出
し
た
梨
畑
と
墓
地
に
か
こ
ま
れ
た
箇
所
に
あ
り
、
古
墳
の
裾
部
は
果
樹
園
と
墓
に
よ
っ
て
削
り
と
ら

れ
て
l
方
形
を
な
し
て
い
た
。
石
室
の
天
井
部
は
く
ず
れ
落
ち
て
ず
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
大
人
が
一
人
く
ぐ
っ
て
入
れ
る
ほ
ど
に
口
が
開

い
て
い
た
。
中
に
入
っ
て
石
室
内
の
調
査
を
す
る
。

以
前
に
聞
い
て
い
た
よ
り
も
石
室
は
大
き
く
、
石
室
の
底
部
に
は
多
量
の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
た
。
ま
た
墳
丘
も
相
当
く
ず
れ
て
お

り
、
墳
丘
の
裾
に
は
河
原
石
の
茸
石
が
見
ら
れ
る
が
こ
れ
も
く
ず
れ
て
し
ま
っ
て
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
か
っ
た
。
墳
頂
部
に
は
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
乗
妙
典
供
養
塔
が
あ
る
。
古
墳
見
学
後
再
び
公
民
館
に
も
ど
り
、
墳
丘
の
実
測
に
何
日
で
何
人
必

要
等
調
査
日
数
と
費
用
の
打
合
せ
を
す
る
。

五
人
で
一
週
間
あ
れ
ば
地
形
測
量
と
墳
丘
の
測
量
は
完
成
す
る
だ
ろ
、
丁
が
、
提
起
さ
れ
た
予
算
で
は
と
て
も
石
室
内
の
清
掃
は
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
し
か
も
天
候
に
よ
っ
て
は
、
七
日
で
は
終
了
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
も
説
明
す
る
。
三
時
三
〇
分
の

飯
島
発
の
列
車
で
帰
京
す
る
。
そ
の
後
三
月
二
日
に
再
び
林
茂
樹
氏
よ
り
連
絡
あ
り
、
予
算
が
な
い
の
で
調
査
は
不
可
能
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
く
る
。
私
も
無
理
な
調
査
は
し
た
く
な
い
の
で
了
承
す
る
。
と
こ
ろ
が
三
月
一
四
日
に
ま
た
林
茂
樹
氏
よ
り
連
絡
あ
り
、

と
に
か
く
当
初
の
予
算
内
で
測
量
を
で
き
る
だ
け
や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
の
こ
と
、
一
週
間
好
天
候
が
つ
づ
け
ば
な
ん
と
か
出
来
る
が
、

雨
に
会
え
ば
無
理
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
ま
た
石
室
内
の
調
査
は
補
正
予
算
を
計
上
し
て
進
め
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
、
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
無
理
な
調
査
で
あ
る
と
思
っ
た
が
、
村
で
古
墳
を
保
存
す
る
と
い
う
熱
意
に
、
応
急
処
置
と
し
て
墳
丘
の
測
量
だ
け
を

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
期
日
は
三
月
二
七
日
よ
り
一
週
間
と
し
た
。
一
度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
村
の

情
熱
に
動
か
さ
れ
て
受
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節
　
片
桐
古
墳
の
地
理
的
・
歴
史
的
環
境

地
理
的
環
境

伊
那
盆
地
は
北
は
辰
野
町
か
ら
南
は
飯
田
市
天
竜
狭
ま
で
長
さ
約
八
〇
キ
ロ
に
わ
た
り
、
幅
は
最
も
広
い
と
こ
ろ
で
二
〇
キ
ロ
と
、

ま
こ
と
に
狭
長
な
盆
地
で
あ
る
。

東
に
は
赤
石
山
脈
．
（
南
ア
ル
プ
ス
）
と
そ
の
前
山
で
あ
る
伊
那
山
脈
、
西
に
は
木
曽
山
脈
（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
が
犀
風
の
ご
と
く
立

ち
つ
ら
な
り
、
そ
の
中
央
を
美
し
く
蛇
行
し
な
が
ら
南
流
す
る
天
竜
川
は
、
流
域
に
地
質
学
的
に
貴
重
な
段
丘
を
と
ど
め
、
考
古
学
的

に
も
宝
庫
と
も
い
う
べ
き
谷
底
盆
地
を
形
成
し
、
伊
那
市
、
飯
田
市
の
邑
街
を
発
達
さ
せ
な
が
ら
静
岡
県
浜
松
市
の
東
側
で
太
平
洋
に

注
い
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

こ
の
伊
那
盆
地
の
中
央
よ
り
や
や
南
下
し
た
上
伊
那
郡
の
最
南
端
部
に
中
川
村
は
位
置
し
て
い
る
。
中
川
村
の
中
央
は
天
竜
川
に
よ

っ
て
竜
東
（
東
側
）
と
竜
西
（
西
側
）
に
二
分
さ
れ
、
蛇
行
が
美
し
い
谷
間
を
つ
く
っ
て
い
る
。
竜
東
は
せ
ま
く
、
竜
西
は
広
い
段
丘

ヽ

を
つ
く
り
、
国
鉄
飯
田
線
も
竜
西
の
一
部
を
通
過
し
、
地
形
の
開
折
が
激
し
い
た
め
段
丘
上
段
部
を
走
り
、
村
内
に
は
伊
那
田
島
駅
を

有
す
る
が
、
交
通
状
況
は
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
最
近
中
央
道
が
名
古
屋
ま
で
開
通
し
、
自
動
車
、
バ
ス
の
便
が
良

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

片
桐
古
墳
は
こ
の
竜
西
の
中
川
村
片
桐
六
万
部
（
四
一
八
五
番
地
）
扇
状
地
先
端
部
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。

古
墳
は
一
号
境
と
二
号
墳
が
あ
り
、
調
査
を
実
施
し
た
の
は
一
号
墳
で
あ
る
。
古
墳
冊
近
は
、
扇
状
地
で
、
そ
の
中
央
部
に
幅
五
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
農
道
が
南
北
に
走
り
、
一
号
墳
は
農
道
の
東
側
、
そ
こ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
農
道
の
西
側
に
接
し
て
二
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29　大林遺跡（縄）
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号
墳
が
あ
る
。
こ
の
扇
状
地
の
北
側
を
流
れ
る
矢
村
沢
川
は
浸
蝕
が
激
し
く
、
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
は
深
い
谷
を
つ
く
っ
て
い
る
。

中
川
村
の
竜
西
は
段
丘
の
集
合
地
帯
で
、
扇
状
地
的
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
段
丘
を
東
流
す
る
数
条
の
小
川
も
急
な
段
丘
崖
を

流
れ
落
ち
る
と
き
急
流
と
な
っ
て
段
丘
崖
を
は
げ
し
く
き
ざ
み
、
い
く
つ
か
の
沢
が
つ
く
ら
れ
段
丘
崖
を
複
雑
な
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
前
沢
川
の
つ
く
る
谷
は
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
田
切
地
形
を
形
成
し
、
地
質
学
的
に
も
地
理
学

的
に
も
研
究
の
課
題
を
多
く
有
し
て
い
る
。

歴
史
的
環
境

信
濃
国
が
文
献
に
登
場
し
て
く
る
の
は
、
大
和
朝
廷
が
東
国
開
拓
し
て
か
ら
で
あ
る
。

垂
仁
朝
（
古
事
記
）
　
に
朝
廷
の
使
い
が
尾
張
か
ら
科
野
国
（
信
濃
）
に
入
り
、
高
志
国
（
越
後
）
　
に
至
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
中

で
も
最
も
顕
著
な
の
は
、
関
東
と
同
じ
く
日
本
武
尊
の
東
征
で
あ
る
。
尊
は
帰
途
、
常
陸
国
よ
り
甲
斐
国
に
入
り
、
武
蔵
、
上
野
を
巡

り
、
碓
日
嶺
を
越
え
て
信
濃
に
至
り
、
諏
訪
か
ら
天
竜
川
に
沿
っ
て
南
下
し
、
伊
那
谷
を
通
過
し
、
神
坂
峠
を
越
え
て
美
濃
国
に
出
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

国
造
本
記
に
は
「
科
野
国
造
・
瑞
垣
朝
御
世
、
神
八
井
命
孫
建
五
百
建
命
定
賜
国
造
」
と
見
え
、
崇
神
朝
に
神
八
井
命
の
孫
で
あ
る

二

　

　

一

建
五
百
建
命
を
科
野
国
造
に
定
め
た
と
あ
る
。
そ
の
命
の
子
孫
は
多
臣
族
で
、
信
濃
国
造
と
し
て
栄
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
九
月
の
条
に
は
「
信
濃
国
諏
訪
人
右
近
東
将
監
正
六
位
上
金
刺
舎
人
貞
長
賜
姓
大
朝
臣
並

二

　

　

　

一

是
神
八
井
耳
命
之
首
裔
也
」
と
あ
り
、
の
ち
に
諏
訪
郡
に
栄
え
た
金
刺
一
家
が
神
八
井
耳
命
の
後
喬
と
し
て
大
朝
臣
の
姓
を
賜
わ
っ
た

お

さ

だ

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
刺
氏
と
同
族
で
国
造
の
一
族
に
他
田
舎
人
が
伊
那
郡
に
い
た
こ
と
が
、
続
日
本
紀
、
神
護
景
雲
二
年

六
月
の
条
に
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
信
濃
国
伊
那
郡
人
他
田
舎
人
干
せ
売
」
な
る
も
の
が
貞
節
の
故
を
も
っ
て
爵
二
級
を
賜
わ
っ
た
と
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い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
国
造
家
の
一
族
で
あ
る
多
臣
族
は
、
大
和
中
央
政
権
の
東
国
進
出
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
そ
の
勢
力
範
囲
は
伊

勢
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
か
ら
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
・
磐
城
・
陸
奥
地
方
ま
で
及
び
中
部
山
岳

地
帯
で
は
信
濃
・
美
濃
に
及
ん
で
お
り
、
日
本
武
尊
東
征
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
伊
那
谷
は
信
濃
国
に
お
い
て
、
中
央
文
化
を

亨
受
す
る
に
最
も
有
利
な
地
域
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
古
事
記
に
出
て
い
る
信
濃
坂
、
す
な
わ
ち
神
坂
峠
の
古
道
が
東
西
交
通

の
要
路
と
し
て
、
古
代
よ
り
文
化
流
通
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

古
代
信
濃
国
へ
の
交
通
路
と
し
て
の
東
山
道
は
、
ま
た
中
央
と
東
国
を
結
ぶ
内
陸
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
東
山
道
の
役
割

が
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
は
、
駅
の
設
置
状
況
に
お
い
て
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
倭
名
類
衆
砂
に
「
阿
知
」
「
育
良
」
「
堅
錐
」

「
宮
田
」
　
「
深
沢
」
　
「
覚
志
」
　
「
錦
織
」
　
「
浦
野
」
　
「
日
理
」
　
「
清
水
」
　
「
長
倉
」
　
「
麻
続
」
　
「
目
黒
」
　
「
多
古
」
　
「
沼
辺
」
　
の
諸
駅
が
あ
げ
ら
れ
、

以
上
信
乃
と
註
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
阿
知
」
よ
り
「
深
沢
」
ま
で
の
五
駅
が
伊
那
谷
に
お
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
各
駅
の
所
在
地
を

現
在
の
地
籍
に
あ
て
は
め
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
ま
で
明
確
な
場
所
は
判
明
し
て
い
な
い
。

美
濃
国
よ
り
信
濃
国
へ
の
交
通
の
要
衝
地
点
と
し
て
、
神
坂
峠
も
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
木
曽
川
づ
た
い
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

ノ
／

現
在
の
中
津
川
市
あ
た
り
か
ら
木
曽
山
脈
を
縦
断
し
神
坂
峠
を
越
え
、
阿
智
駅
を
経
て
育
良
駅
（
今
の
伊
賀
良
）
賢
錐
・
宮
田
・
深
沢

と
伊
那
谷
を
天
竜
川
沿
い
に
北
上
し
、
塩
尻
峠
を
越
え
松
本
平
に
出
て
錦
織
よ
り
、
東
に
向
い
日
理
か
ら
国
府
に
至
る
。
さ
ら
に
東
に

の
び
て
上
野
の
国
府
に
入
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
東
に
の
び
上
野
の
国
府
か
ら
下
野
の
国
府
へ
と
続
い
て
い
る
。
東
山
道
が
東
国
開
拓
に

重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
は
東
海
道
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
・

延
喜
式
二
八
年
兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
の
条
に
信
濃
国
駅
馬
（
阿
知
升
疋
・
育
良
・
賢
錐
・
宮
田
・
深
沢
・
覚
志
各
十
疋
・
錦
織
・
浦

野
各
十
五
疋
・
日
里
・
清
水
各
十
疋
・
長
倉
十
五
疋
・
多
古
・
沼
辺
各
五
疋
）
伝
馬
（
伊
那
郡
十
疋
・
諏
訪
・
筑
摩
・
小
県
・
佐
久
郡

各
五
疋
）
な
ど
と
見
え
て
い
る
。
高
山
寺
本
倭
名
類
東
砂
に
は
「
堅
錐
」
　
の
文
字
が
見
え
、
「
賢
錐
」
と
の
差
異
が
あ
り
、
さ
ら
に
下
っ

て
片
切
と
な
り
片
桐
に
至
っ
て
い
る
。
東
山
道
の
賢
錐
駅
が
信
濃
国
の
阿
智
・
育
良
に
つ
づ
く
第
三
の
駅
と
し
て
育
良
駅
よ
り
北
方
四
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里
ほ
ど
の
所
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
駅
跡
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
諸
説
あ
っ
て
決
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
片
桐
の
部
落

に
は
牧
ケ
原
な
る
地
名
も
残
っ
て
お
り
、
駅
馬
育
成
の
牧
場
と
も
考
え
ら
れ
、
賢
錐
駅
も
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
の
で
は
と
推
定
し
た
い
。

伊
那
谷
中
部
の
竜
西
地
域
は
前
節
で
も
述
べ
た
通
り
田
切
地
形
が
顕
著
で
、
し
た
が
っ
て
河
川
、
地
名
等
に
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
い

る
場
合
が
少
く
な
く
な
い
。
例
え
ば
片
切
・
与
田
切
・
田
切
・
中
田
切
・
大
田
切
・
小
田
切
・
大
田
切
等
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
古
代
社
会
に
お
い
て
堅
錐
あ
る
い
は
賢
錐
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
も
後
の
時
代
に
田
切
地
形
に
よ
っ
て
片
切
と
な
り
、
さ
ら
に
片

桐
と
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

古
代
東
山
道
の
要
路
で
あ
っ
た
神
坂
峠
は
現
阿
智
村
智
里
に
あ
り
、
こ
の
路
が
古
代
人
の
通
路
と
な
っ
た
の
は
相
当
に
古
い
こ
と
で
、

か
な
り
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
奈
良
時
代
に
至
る
と
中
央
政
府
の
機
構
整
備
と
相
ま
っ
て
一
層
官
人
の
往
来
が
多

く
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
も
な
事
こ
と
で
、
古
代
東
山
道
が
東
西
日
本
の
連
絡
上
主
要
幹
線
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。

そ
の
路
上
及
び
附
近
で
発
見
さ
れ
る
考
古
学
的
な
資
料
に
よ
っ
て
も
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
神
坂
峠
か
ら
は
祭
祀
遺
跡
と

し
て
多
量
な
石
製
模
造
品
、
あ
る
い
は
須
恵
器
類
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
根
拠
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
中
川
村
竜
西
地
域
に
お
け
る
古
墳
の
存
在
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
片
桐
一
号
・
二
号
墳
が
一
番
北
側
に
あ
り
、
二
号
境

は
小
規
模
な
円
墳
で
未
調
査
の
た
め
正
確
に
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
石
室
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
川
村
中
央
に
、
昭
和

五
二
年
三
月
の
第
一
次
調
査
の
と
き
に
古
墳
と
確
認
出
来
た
天
伯
古
墳
が
あ
り
、
相
当
く
ず
れ
て
い
る
が
径
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円

墳
と
思
わ
れ
、
現
状
は
大
き
な
天
井
石
が
露
出
し
て
い
る
。
現
在
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
南
田
島
の
片
桐
康
男
氏
の
屋
敷
内
に
円

墳
が
あ
り
、
直
刀
・
玉
類
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
実
見
出
来
な
か
っ
た
。
以
上
の
古
墳
四
基
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
松
川
町
と
の
境
に
通
称
富
士
塚
と
呼
ば
れ
る
円
墳
が
あ
り
、
北
側
は
畑
に
よ
っ
て
相
当
削
り
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
東
側

か
ら
南
側
に
は
周
注
の
跡
が
歴
然
と
残
っ
て
お
り
、
比
較
的
大
形
の
円
墳
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
古
墳
は

松
川
町
所
在
で
あ
っ
て
中
川
村
に
所
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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附図　東山道とその周辺
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伊
那
谷
の
古
墳
文
化
は
、
南
の
下
伊
那
古
墳
文
化
と
北
の
上
伊
那
古
墳
文
化
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
下
伊
那
古
墳
文
化
は
、
中
央
文

化
を
い
ち
早
く
摂
取
し
、
古
式
古
墳
も
見
ら
れ
、
前
方
後
円
墳
等
量
的
に
も
上
伊
那
古
墳
文
化
を
し
の
い
で
い
る
。
今
日
に
お
い
て
中

川
村
は
上
伊
那
郡
の
黄
南
端
に
位
置
し
て
い
る
が
、
古
代
社
会
に
お
い
て
は
、
古
墳
の
分
布
状
態
か
ら
見
て
下
伊
那
古
墳
文
化
の
最
北

端
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
伊
那
古
墳
と
の
間
に
も
相
当
な
間
隔
も
あ
り
、
下
伊
那
古
墳
文
化
圏
の
一
つ
と
考

え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

第
三
節
　
調
査
日
誌

第
一
次
調
査

昭
和
五
二
年
三
月
二
七
日
㈲
晴

先
発
隊
と
し
て
亜
細
亜
大
学
四
年
山
本
信
夫
、
成
徳
女
子
高
等
学
校
二
年
上

川
名
玲
子
と
責
任
者
の
私
の
三
名
と
中
川
村
教
育
委
員
会
関
係
者
と
午
後
古
墳

前
で
簡
単
な
霊
魂
祭
を
と
り
行
う
。
そ
の
後
調
査
員
で
地
形
測
量
の
た
め
三
角

点
の
確
認
。
牧
ケ
原
の
三
角
点
は
地
図
に
の
っ
て
い
る
の
と
大
分
位
置
が
異
っ

て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
三
角
点
は
相
当
距
離
が
あ
り
時
間
が
か
か
り
そ
う
。
た

ま
た
ま
片
桐
小
学
校
の
校
門
の
前
に
標
高
を
と
っ
て
あ
る
と
い
う
の
で
見
学
に

い
く
。
し
っ
か
り
し
た
石
柱
で
あ
る
の
で
こ
れ
か
ら
標
高
移
動
す
る
こ
と
に
決

め
た
。
標
高
五
四
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
本
日
は
明
日
か
ら
の
器
材
の
整
備
に

あ
た
る
。
明
日
か
ら
は
小
野
征
之
、
早
川
敏
男
も
調
査
員
と
し
て
参
加
す
る
が

国
鉄
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
心
配
で
あ
る
。

三
月
二
八
日
㈲

九
時
作
業
開
始
。
午
前
中
三
名
で
標
高
移
動
に
か
か
る
。
古
墳
裾
部
ま
で
一

〇
ヶ
所
に
標
高
移
動
し
て
、
五
四
七
・
四
九
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
あ
ま
り
移

動
地
点
が
多
い
の
で
も
う
一
度
移
動
し
な
お
す
こ
と
に
す
る
。

ス
ト
で
心
配
し
て
い
た
後
続
の
小
野
、
早
川
の
両
名
到
着
。
午
後
か
ら
は
手

が
そ
ろ
う
の
で
古
墳
の
マ
ウ
ン
ド
の
測
量
開
始
す
る
。

作
業
分
担
　
測
量
姓
　
小
野
　
上
川
名
玲
子
と
私
の
三
名
。
標
高
移
動
班

早
川
　
山
本
の
二
名
。

測
量
班
は
小
野
が
平
板
係
、
上
川
名
玲
子
が
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
で
コ
ン
タ
ー
よ

み
、
私
が
ス
タ
ッ
フ
持
ち
、
標
高
移
動
が
完
了
し
た
後
は
早
川
・
山
本
の
両
名

メ
ジ
ャ
ー
係
、
午
後
か
ら
は
中
川
村
片
桐
中
学
校
教
諭
本
田
秀
明
も
手
伝
い
に

参
加
。マ

ウ
ン
ド
の
測
量
は
わ
り
と
早
く
八
分
通
り
完
成
、
作
業
修
了
は
五
時
三
〇

分
。作

業
終
了
後
公
民
館
で
作
業
の
打
ち
合
せ
、
調
査
員
と
林
支
所
長
、
文
化
財

係
の
新
井
氏
、
本
田
秀
明
。
マ
ウ
ン
ド
に
露
出
し
て
く
ず
れ
て
い
る
巨
大
な
天

井
石
を
と
り
は
ず
す
に
は
調
査
員
で
は
不
可
能
な
の
で
専
門
の
石
屋
に
た
の
む
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こ
と
と
し
、
す
ぐ
に
石
屋
に
連
絡
。
巨
石
の
と
り
は
ず
し
が
出
来
る
こ
と
に
な

っ
た
。明

日
の
作
業
は
墳
丘
の
測
量
が
終
了
後
、
出
来
る
だ
け
地
形
測
量
を
す
る
こ

と
に
す
る
。
午
後
か
ら
は
巨
石
の
と
り
は
ず
し
作
業
を
予
定
。

三
月
二
九
日
㈹
晴

七
時
三
〇
分
起
床
、
八
時
三
〇
分
作
業
開
始

本
日
の
作
業
午
前
中
よ
り
宮
下
建
設
会
社
に
よ
っ
て
天
井
石
の
く
ず
れ
て
い

る
の
を
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
と
り
除
く
作
業
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
古
墳

の
測
量
作
業
を
中
止
し
、
標
高
移
動
を
往
復
す
る
作
業
を
し
、
往
復
の
誤
差
二

セ
ン
チ
、
三
セ
ン
チ
以
内
で
あ
る
た
め
、
標
高
か
ら
移
動
し
た
も
の
が
五
四
七
・

三
一
メ
ー
ト
ル
、
古
墳
の
裾
部
か
ら
標
高
ま
で
五
四
七
二
二
三
メ
ー
ト
ル
と
な

り
、
前
者
を
と
っ
て
古
墳
の
東
側
裾
部
に
杭
を
打
ち
標
高
と
す
る
、

古
墳
の
周
淫
を
見
る
た
め
、
東
西
南
北
に
幅
一
×
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
発
掘
を
開
始
。
東
側
の
ト
レ
ン
チ
は
果
樹
園
の
た
め
相
当
掘
り

か
え
さ
れ
周
漣
の
確
認
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

南
側
の
ト
レ
ン
チ
は
墳
丘
裾
部
に
か
か
っ
て
お
り
、
葺
石
が
し
か
れ
、
そ
の

先
端
部
に
は
落
ち
込
み
が
あ
る
よ
う
だ
。
明
日
以
後
先
端
部
の
調
査
を
す
る
予

定
。
午
後
か
ら
羨
道
部
の
巨
石
が
と
り
の
ぞ
か
れ
た
の
で
羨
道
部
の
調
査
、
天

井
石
が
墳
丘
の
ゆ
る
み
で
大
き
く
傾
斜
し
、
保
存
す
る
に
は
側
石
の
修
理
も
必

要
で
あ
ろ
う
。
羨
道
部
前
方
の
土
砂
を
排
土
し
、
石
室
内
の
調
査
を
し
や
す
く

す
る
。
羨
道
部
天
井
石
の
封
土
中
よ
り
大
形
の
常
滑
の
破
片
出
土
、
直
接
古
墳

に
関
係
あ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。
作
業
終
了
後
は
開
放
さ
れ
た
羨
道
部
を
シ

ー
ト
で
ふ
さ
ぐ
。
本
日
城
北
高
校
教
諭
今
井
正
司
到
着
。

三
月
三
〇
日
㈹
雨

つ
い
に
心
配
し
て
い
た
雨
に
な
っ
て
、
古
墳
の
測
量
は
不
可
能
な
状
態
と
な

っ
た
。以

前
に
古
墳
か
ら
出
土
し
た
直
刀
二
振
、
金
環
、
ま
た
公
民
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
土
器
、
土
偶
の
実
測
図
作
製
に
か
か
る
。
本
日
で
早
川
帰
京
、
実
測
に

六
時
ま
で
か
か
る
。

明
日
は
少
し
ぐ
ら
い
の
雨
で
も
測
量
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
月
三
一
日
㈹
雨

午
前
中
雨
の
中
を
現
場
に
い
き
、
平
板
ポ
イ
ン
ト
を
墳
頂
部
よ
り
梨
畑
に
お

ろ
し
、
古
墳
附
近
の
地
形
測
量
に
か
か
る
。
ず
ぶ
ぬ
れ
で
午
前
中
三
本
の
コ
ン

タ
ー
を
と
る
。
本
日
で
小
野
・
今
井
の
二
名
帰
京
、
明
日
よ
り
貴
初
の
先
発
隊

の
三
名
に
な
る
。

明
日
の
作
業
、
墳
丘
裾
部
に
入
れ
た
ト
レ
ン
チ
内
の
葺
石
の
実
測
を
す
る
予

定
。四

月
一
日
幽
晴
天
な
れ
ど
風
強
し

作
業
開
始
九
時
、
古
墳
の
西
南
側
の
墓
地
附
近
の
と
り
の
こ
し
た
箇
所
の
測

量
。
南
ト
レ
ン
チ
の
延
長
し
た
箇
所
、
す
な
わ
ち
墓
地
の
東
側
に
い
く
ら
か
空

地
が
あ
る
の
で
第
二
次
調
査
の
と
き
に
ト
レ
ン
チ
を
の
ば
し
て
こ
の
箇
所
で
周

淫
の
確
認
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
地
主
と
も
了
解
ず
み
。

午
後
一
時
、
教
育
長
・
教
育
委
員
長
・
支
所
長
、
古
墳
に
集
会
。
今
後
の
処

置
に
つ
い
て
現
状
を
見
な
が
ら
相
談
会
を
開
く
。

く
ず
れ
か
か
っ
て
い
る
天
井
石
を
修
複
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ

の
手
で
は
出
来
ず
専
門
家
に
た
の
む
。
ま
た
マ
ウ
ン
幸
が
大
変
い
た
ん
で
い
る

の
で
土
盛
を
す
る
こ
と
も
必
要
、
ま
た
石
室
内
の
土
砂
排
土
作
業
と
実
測
に
相

当
費
用
の
か
か
る
こ
と
も
説
明
す
る
。
県
の
文
化
財
係
に
連
絡
し
て
一
度
見
て
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も
ら
う
こ
と
を
す
す
め
た
。

午
後
の
作
業
、
墳
丘
裾
部
の
葺
石
の
測
量
、
三
時
頃
、
中
川
村
の
女
子
高
校

生
数
人
見
学
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
中
学
時
代
時
々
玄
室
内
に
入
っ
て
掘
り

か
え
し
た
と
の
こ
と
。

作
業
終
了
三
時
三
〇
分
、
明
日
の
作
業
、
葺
石
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
墳
丘
と
石

室
内
の
撮
影
に
か
か
る
予
定
。

四
月
二
日
田
晴

六
時
三
〇
分
起
床
、
七
時
朝
食
、
作
業
開
始
八
時
。
雨
と
天
井
石
と
り
は
ず

し
の
作
業
の
た
め
、
作
業
が
三
日
ほ
ど
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
少
し
無
理
す
る

こ
と
に
し
た
。
玄
室
内
の
写
真
撮
影
の
た
め
、
近
く
の
．
茶
和
屋
商
店
か
ら
電
源

を
と
り
古
墳
ま
で
コ
ー
ド
を
引
き
電
燈
を
つ
け
る
。
一
〇
時
頃
、
助
役
・
議
日
月

の
見
学
あ
り
。
畳
頃
伊
那
市
の
小
池
・
田
畑
の
両
君
見
学
。
議
員
の
松
田
氏
の

家
の
近
く
に
石
を
積
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
是
非
一
度
見
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
中
食
前
に
い
く
。
場
所
は
片
桐
中
央
に
あ
り
、
以
前
に
尼
寺
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
墳
丘
は
殆
ん
ど
切
り
く
ず
さ
れ
、
天
井
石
が
露
出
し
て
い
た
。

古
墳
の
石
室
に
間
違
い
な
く
天
井
石
の
規
模
か
ら
片
桐
一
号
墳
ぐ
ら
い
の
円
墳

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
天
井
石
の
周
囲
に
は
石
仏
が
並
ん
で
い
る
。
片
桐

天
伯
古
墳
と
命
名
。

午
後
作
業
開
始
一
時
。
三
時
三
〇
分
頃
中
川
村
の
古
墳
の
紹
介
者
で
あ
る
林

茂
樹
見
学
。
宮
田
小
学
校
に
転
任
で
多
忙
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
午
後
か
ら
人

夫
が
二
名
出
て
く
れ
た
の
で
、
東
ト
レ
ン
チ
、
南
ト
レ
ン
チ
と
羨
道
部
を
一
時

埋
め
る
こ
と
に
し
た
。

作
業
終
了
五
時
。

四
月
三
日
㈲
晴
風
が
強
い
が
春
風

午
前
中
古
墳
の
北
東
部
の
梨
畑
の
測
量
。
本
日
本
田
秀
明
手
伝
い
に
来
て
く

れ
た
。
二
時
頃
ま
で
に
殆
ん
ど
測
量
完
了
。
一
二
時
に
公
民
館
に
も
ど
り
器

材
の
清
掃
。
本
日
で
第
一
次
調
査
を
終
了
。
上
川
名
玲
子
帰
京
。
村
の
大
島
智

久
治
氏
昭
和
三
五
年
二
月
に
牧
ケ
原
の
開
拓
の
時
出
土
し
た
土
師
器
の
杯
を
持

っ
て
来
て
く
れ
た
。
後
期
の
土
師
器
で
、
個
人
で
持
っ
て
い
て
も
し
か
た
が
な

い
の
で
公
民
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

四
月
四
日
㈹
晴

午
前
一
〇
時
に
中
川
村
の
議
員
の
見
学
、
一
応
古
墳
に
つ
い
て
の
説
明
を
す

る
。
夕
方
帰
京
。

第
二
次
調
査
（
内
部
構
造
の
調
査
）

七
月
一
九
日
㈹
晴

新
宿
駅
に
亜
細
亜
大
学
の
室
伏
輝
男
、
小
杉
秀
一
、
角
伸
二
の
三
名
と
中
川

村
へ
。五

時
頃
西
公
民
館
で
教
育
委
員
長
、
支
所
長
と
片
桐
古
墳
の
調
査
の
手
順
に

つ
い
て
ミ
ー
テ
ン
グ
。

七
月
二
〇
日
㈹
晴
非
常
に
暑
し

七
時
起
床
、
八
時
三
〇
分
作
業
開
始
、
朝
か
ら
非
常
に
暑
い
。
古
墳
に
器
材

を
運
ぶ
、
学
生
三
名
は
じ
め
て
片
桐
古
墳
に
来
た
の
で
説
明
を
す
る
。

本
日
の
作
業
、
夏
草
が
墳
丘
上
を
覆
っ
て
い
る
の
で
草
刈
作
業
を
す
る
。
午

前
中
か
か
っ
て
墳
丘
上
の
草
刈
終
了
。

二
時
三
〇
分
午
前
中
の
作
業
終
了
。
本
古
墳
は
朝
か
ら
太
陽
を
ま
と
も
に

受
け
、
灼
熱
の
暑
さ
。
三
月
の
第
一
次
調
査
と
は
異
な
り
、
朝
早
く
か
ら
作
業
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を
開
始
し
て
日
中
休
ま
ぬ
と
調
査
員
が
た
お
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

午
後
の
作
業
二
時
に
開
始
、
第
一
次
調
査
の
時
と
同
じ
く
宿
舎
は
西
公
民
館

で
、
昼
食
は
一
度
公
民
館
に
も
ど
っ
て
と
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

午
前
中
刈
り
と
っ
た
夏
草
を
果
樹
園
に
敷
き
つ
め
、
三
時
頃
よ
り
い
よ
い
よ

玄
室
内
の
清
掃
に
か
か
る
。
第
一
次
調
査
の
と
き
と
同
様
、
茶
和
屋
商
店
よ
．
り

電
源
を
と
り
、
玄
室
内
に
工
事
用
の
電
燈
を
つ
け
て
の
作
業
で
あ
る
。

本
来
な
ら
ば
、
天
井
石
を
す
べ
て
と
り
は
ず
し
て
調
査
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

予
算
の
関
係
で
そ
れ
も
で
き
ず
、
苦
し
い
調
査
で
あ
っ
た
。

玄
室
内
を
奥
壁
の
西
側
か
ら
一
区
か
ら
六
区
と
し
、
一
区
は
南
北
九
五
・
東

西
八
一
セ
ン
チ
・
二
区
は
南
北
九
一
・
東
西
九
〇
セ
ン
チ
、
三
区
は
南
北
九
〇
・

東
西
八
五
セ
ン
チ
、
四
区
は
南
北
九
〇
・
東
西
九
〇
セ
ン
チ
、
五
区
は
北
南
九

一
・
東
西
九
〇
セ
ン
チ
、
六
区
は
九
一
・
東
西
七
五
セ
ン
チ
で
玄
室
の
側
石
に

凹
凸
が
あ
る
の
で
不
規
則
な
方
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
区
と
二
区
は
室
伏
、

三
区
と
四
区
を
角
、
五
区
と
六
区
を
小
杉
が
担
当
し
て
、
丁
寧
に
堆
積
土
の
排

土
作
業
に
か
か
る
。
排
土
さ
れ
た
土
砂
は
す
べ
て
薬
袋
に
入
れ
て
、
公
民
館
ま

で
運
び
、
後
で
水
洗
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
排
土
作
業
を
し
た
と
き
玄
室
の
三
区
の
西
側
よ
り
人
骨
片

が
出
土
、
床
よ
り
四
〇
セ
ン
チ
も
上
部
で
あ
る
。
写
真
撮
影
し
て
と
り
あ
げ
る
。

何
度
も
玄
室
内
堆
積
土
は
掘
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
で
人
骨
の
小
破
片
が
玄
室

内
に
散
乱
し
て
い
る
よ
う
だ
。
と
に
か
く
玉
類
や
金
環
等
の
小
さ
な
も
の
は
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
作
業
を
す
る
こ
と
に

し
た
。
工
事
用
電
燈
一
個
を
つ
け
て
の
作
業
で
あ
り
、
玄
室
内
は
非
常
に
暗
く
、

作
業
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
な
い
。
排
土
し
た
堆
積
土
は
薬
袋
三
一
個
に
な

っ
た
。
本
古
墳
の
玄
室
内
よ
り
出
土
し
た
人
骨
は
墳
頂
部
に
建
て
ら
れ
て
い
る

「
大
乗
妙
典
供
養
塔
」
と
の
関
係
も
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
被
葬
者
の
人
骨
か
ど
う

か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

六
時
作
業
終
了
。
九
時
よ
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
明
日
の
作
業
、
玄
室
内
の
床

に
近
い
直
接
古
墳
に
関
係
の
あ
る
人
骨
や
、
副
葬
品
を
確
認
す
る
こ
と
。
暗
い

所
で
の
作
業
で
あ
る
か
ら
一
層
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
調
査
を
す
る
こ
と
を

調
査
員
に
徹
底
さ
せ
る
。
八
時
三
〇
分
頃
八
王
子
市
の
佐
々
木
蔵
之
助
よ
り
電

話
あ
り
、
二
三
日
の
朝
八
時
三
〇
分
に
飯
島
駅
に
つ
く
と
の
こ
と
、
応
援
が
で

き
て
心
強
い
。

七
月
二
一
日
㈹
晴
今
日
も
暑
し

八
時
三
〇
分
作
業
開
始
、
昨
日
あ
ま
り
暑
く
作
業
が
き
つ
か
っ
た
の
で
調
査

口
月
少
し
っ
か
れ
ぎ
み
。
本
日
は
小
休
止
を
多
く
と
る
こ
と
に
す
る
。
玄
室
内
に

虫
類
が
多
い
の
で
本
日
は
作
業
前
に
キ
ン
チ
ョ
ー
ル
で
虫
を
追
い
出
す
こ
と
に

し
た
。
玄
室
内
が
、
少
し
お
さ
ま
っ
て
か
ら
作
業
を
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
前

に
農
道
よ
り
古
墳
に
入
る
通
路
が
せ
ま
い
の
で
両
サ
イ
ド
の
薮
を
切
り
払
う
作

業
を
す
る
。
午
前
中
の
作
業
一
一
時
三
〇
分
終
了
。

午
後
か
ら
昨
日
に
つ
づ
き
玄
室
内
の
排
土
作
業
、
区
画
し
た
一
区
～
六
区
を

同
一
レ
ベ
ル
で
排
土
作
業
を
す
る
。
玄
室
の
奥
壁
よ
り
玄
室
内
を
東
西
に
二
分

し
、
羨
道
部
に
む
か
っ
て
水
糸
を
張
る
。
人
骨
が
出
土
し
て
い
る
の
で
警
察
に

と
ど
け
る
。
四
名
ほ
ど
の
警
察
官
が
来
て
事
件
に
関
係
の
な
い
人
骨
で
あ
る
こ

と
を
た
し
か
め
る
。
本
日
の
作
業
分
担
、
一
区
・
二
区
は
小
杉
、
三
区
・
四
区

角
、
五
区
・
六
区
は
室
伏
、
一
区
の
排
土
作
業
は
上
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
完

了
し
た
が
、
ま
だ
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
。
中
央
近
く
人
頭

大
の
石
が
床
に
密
着
し
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
石
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
排
土

作
業
を
す
る
。
土
砂
は
わ
り
と
や
わ
ら
か
い
。
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Fig．2　横穴式石室区分図
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二
区
か
ら
は
人
頭
大
の
石
が
四
個
、
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
長
方
形
の
石

が
東
壁
に
そ
っ
て
出
土
、
骨
片
が
出
土
し
て
い
る
が
い
ず
れ
も
土
砂
の
中
に
混

在
し
て
い
る
。

一
区
か
ら
三
区
に
か
け
て
長
さ
三
七
セ
ン
チ
の
大
腿
骨
一
検
出
、
堆
積
土
の

上
面
か
ら
二
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
箇
所
で
あ
る
。
早
速
写
真
撮
影
を
す
る
。
石
室

の
床
よ
り
は
大
部
上
部
に
位
置
し
て
い
る
。

四
区
は
中
央
線
近
く
長
軸
三
〇
セ
ン
チ
、
短
軸
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
楕
円
形

の
範
囲
に
骨
片
と
骨
粉
が
集
中
し
て
検
出
さ
れ
る
。
し
か
し
床
よ
り
は
大
分
上

の
方
で
あ
る
。

五
区
は
本
日
は
じ
め
て
排
土
作
業
を
開
始
し
た
区
で
、
上
か
ら
三
〇
セ
ン
チ

ほ
ど
排
土
す
る
。
三
区
と
の
境
い
近
く
歯
が
二
点
検
出
さ
れ
る
。

玄
室
内
の
作
業
も
竹
ベ
ラ
に
よ
る
作
業
で
非
常
に
時
間
を
要
す
る
。
作
業
終

了
六
時
。
八
時
三
〇
分
よ
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
持
ち
場
の
分
担
が
決
ま
っ
た
の

で
分
担
者
が
発
表
す
る
。

七
月
二
二
日
㈲
本
日
も
暑
し

玄
室
内
出
土
の
人
骨
及
び
骨
片
等
は
、
墳
頂
に
建
て
ら
れ
て
い
る
大
乗
妙
典

供
養
塔
の
碑
と
の
関
係
も
あ
り
、
床
の
相
当
上
の
部
分
か
ら
出
土
し
て
い
る
点

か
ら
考
え
て
本
古
墳
と
直
接
関
係
あ
る
人
骨
と
し
て
は
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。

今
日
も
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
が
容
赦
な
く
墳
丘
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
、

作
業
は
午
後
三
時
過
ぎ
な
い
と
日
陰
が
で
き
ず
、
苦
し
い
調
査
で
あ
る
。

午
前
中
宮
崎
村
長
の
見
学
あ
り
。
午
前
二
時
三
〇
分
に
午
前
中
の
作
業
終

了
。一

区
・
二
区
と
も
堆
積
土
を
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
に
排
土
、
あ
と
二
〇

セ
ン
チ
ほ
ど
で
床
に
達
す
る
。
堆
積
土
の
下
の
方
は
少
し
堅
め
ら
れ
て
い
る
様

子
。三

区
・
四
区
と
も
一
区
・
二
区
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
排
土
作
業
が
出
来
た
。

四
区
は
昨
日
ま
で
骨
粉
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
本
日
は
出
土
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
五
区
は
、
中
央
に
比
較
的
大
き
な
石
の
存
在
が
見
ら
れ
、
そ
の
附
近
に
骨

／

粉
の
出
土
が
多
い
。
六
区
は
北
側
に
比
較
的
な
大
き
な
石
と
偏
平
な
石
が
発
見

さ
れ
た
。

明
日
の
作
業
は
床
の
探
査
に
全
力
を
つ
く
す
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

午
後
四
時
過
ぎ
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
委
員
の
見
学
が
あ
っ
た
。
作
業
終
了
五
時

三
〇
分
。

七
月
二
三
日
田
毎
日
猛
暑
が
つ
づ
き
ひ
と
雨
ほ
し
い
。

六
時
起
床
、
九
時
に
佐
々
木
蔵
之
助
到
着
。

八
時
三
〇
分
作
業
開
始
、
本
日
の
作
業
ま
ず
奥
壁
と
東
西
壁
の
実
測
に
か
か

る
。
一
区
と
三
区
に
わ
た
っ
て
発
見
さ
れ
た
人
骨
を
取
り
除
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
大
腿
骨
を
と
り
あ
げ
た
二
〇
セ
ン
チ
下
か
ら
、
色
あ
ざ
や
か
な
緑
青
の
中

に
金
色
に
輝
く
金
銅
装
の
柄
頭
の
一
部
が
検
出
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
金
銅
装
の
全

貌
を
検
出
す
る
。
刀
身
は
途
中
で
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
柄
に
は
唐
草
模
様
の

く
ず
れ
た
も
の
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
此
の
頃
、
城
北
高
校
教
諭

小
野
征
之
到
着
、
佐
々
木
・
小
野
と
調
査
員
の
手
も
出
来
た
の
で
、
調
査
に
も

活
気
が
出
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
盗
掘
の
盛
ん
に
行
わ
れ
た
古
墳
に
し
て

は
よ
く
金
銅
装
の
柄
頭
が
残
存
し
て
い
た
も
の
だ
。
す
ぐ
教
育
長
に
連
絡
す
る
。

午
前
中
の
作
業
終
了
は
二
時
三
〇
分
。

午
後
一
時
よ
り
作
業
開
始
、
小
野
征
之
は
金
銅
装
柄
頭
の
実
測
に
か
か
る
。

こ
の
金
銅
装
の
柄
頭
の
下
部
は
三
セ
ン
チ
程
の
比
較
的
厚
く
堅
め
ら
れ
た
土

が
敷
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
古
墳
と
直
接
関
係
の
あ
る
副
葬
品
と
考
え
て
間
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違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
本
古
墳
の
時
期
を
決
定
す
る
確
実
な
資
料
と
い
う
こ
と

が
出
来
る
。

作
業
終
了
五
時
三
〇
分
、
金
銅
装
の
柄
頭
の
実
測
完
了
。
明
日
は
出
土
状
態

を
撮
影
す
る
た
め
、
柄
頭
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
厳
重
に
か
こ
い
を
し
て
宿
舎
に

も
ど
る
。
夕
食
後
九
時
よ
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
調
査
員
の
手
も
ふ
え
た
こ
と
で

も
あ
り
、
明
日
か
ら
は
さ
ら
に
ど
ん
な
副
装
品
が
発
見
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
調
査
す
る
こ
と
も
一
同
の
一
層
の
奮
起
を
、
丁

な
が
し
た
。
疲
労
の
重
な
っ
た
調
査
で
あ
っ
た
が
思
わ
ぬ
副
葬
品
の
発
見
に
よ

り
調
査
員
に
も
よ
ろ
こ
び
の
色
が
み
え
る
。

七
月
二
四
日
㈲
晴
、
本
日
も
暑
さ
き
び
し
い

中
日
新
聞
に
金
銅
装
の
柄
頭
の
出
土
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
本
日
は
日
曜
日

で
も
あ
り
見
学
者
が
多
勢
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

八
時
三
〇
分
作
業
開
始
、
調
査
員
一
同
心
を
は
ず
ま
せ
て
古
墳
に
い
く
。
本

日
本
田
秀
明
中
学
生
六
名
を
連
れ
て
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。
本
田
に
は
中
学

生
と
一
緒
に
公
民
館
で
玄
室
内
の
堆
積
土
を
フ
ル
イ
に
か
け
水
洗
い
し
て
も
ら
ー

う
こ
と
に
し
た
。

金
銅
装
の
柄
頭
は
小
野
征
之
が
中
心
に
な
っ
て
実
物
大
に
実
測
。

六
区
の
北
側
よ
り
銅
環
一
出
土
、
原
位
置
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
移
動
し
て
い
る

よ
う
だ
。

さ
ら
に
羨
道
に
近
い
玄
門
の
下
近
く
で
、
金
環
一
発
見
、
床
よ
り
六
〇
セ
ン

チ
も
上
部
の
位
置
で
あ
る
。
奥
壁
と
東
西
両
壁
の
実
測
は
一
時
中
止
し
て
、
玄

室
内
の
床
検
出
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

奥
室
の
床
が
顔
を
出
し
た
。
河
原
石
の
平
担
な
面
を
同
一
レ
ベ
ル
に
敷
き
つ

め
て
あ
る
。
堆
積
土
が
つ
ま
っ
て
い
た
時
は
腰
を
か
が
め
な
け
れ
ば
石
室
内
に

は
入
れ
な
か
っ
た
が
、
床
か
ら
天
井
石
ま
で
は
二
七
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

立
っ
て
充
分
に
歩
け
る
状
態
に
な
っ
た
。
柄
頭
・
金
環
・
銅
環
の
写
真
撮
影
、

羨
道
部
か
ら
比
較
的
大
き
な
石
が
顔
を
出
し
、
上
か
ら
落
ち
込
ん
だ
も
の
ら
し

い
。
こ
の
附
近
よ
り
、
須
恵
器
片
と
土
師
器
の
抽
坪
片
が
出
土
し
て
い
る
。

本
田
址
は
堆
積
土
を
フ
ル
イ
に
か
け
て
、
金
環
一
と
多
量
の
人
骨
片
と
銀
類

の
鉄
片
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
盗
掘
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ロ
ー
ソ
ク

ま
で
が
検
出
さ
れ
る
し
ま
つ
で
あ
る
。

午
前
中
の
作
業
二
時
三
〇
分
終
了
。

午
後
の
作
業
は
ま
ず
柄
頭
の
と
り
あ
げ
作
業
。
こ
れ
は
責
任
者
で
あ
る
上
川

名
が
あ
た
る
。
そ
の
た
め
割
切
り
に
し
た
竹
筒
を
用
意
す
る
。
ナ
イ
フ
で
金
銅

装
の
柄
頭
の
下
側
を
切
り
は
な
し
、
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
竹
筒
に
納
め
て
ホ
ッ

ト
一
安
心
。
羨
道
部
近
く
か
ら
銀
片
二
点
、
玄
室
内
の
四
区
の
東
壁
の
下
か
ら

土
師
器
の
埠
一
点
が
検
出
さ
れ
た
。
本
日
の
作
業
終
了
六
時
四
〇
分
、
夕
食
後

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

七
月
二
五
日
㈲
連
日
猛
暑
が
つ
づ
く
山
国
の
中
川
村
で
は
珍
ら
し
い
と
の
こ

と
。作

業
開
始
八
時
三
〇
分
、
本
日
よ
り
地
元
の
高
校
生
中
塚
和
司
、
宮
崎
千
里
、

桃
沢
貴
美
、
斎
藤
五
月
の
四
君
調
査
に
参
加
。

玄
室
奥
よ
り
清
掃
に
か
か
る
。
奥
壁
西
側
隅
部
よ
り
た
ば
ね
ら
れ
た
鉄
鉱
発

見
。
奥
室
に
堆
積
し
て
い
た
土
砂
は
厚
い
所
で
六
〇
セ
ン
チ
、
薄
い
と
こ
ろ
で

も
五
〇
セ
ン
チ
あ
っ
た
。

玄
室
か
ら
羨
道
部
に
か
け
て
清
掃
中
に
須
恵
器
の
小
形
壷
、
ま
た
羨
道
部
に

落
ち
込
ん
だ
石
の
下
か
ら
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
た
が
、
本
日
は
全
貌
を
検
出
す

る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
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天
井
石
の
玄
門
近
く
の
先
端
部
が
く
ず
れ
て
斜
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
専
門
の
石
屋
が
補
修
し
て
く
れ
な
い
と
作
業
が
出
来
な
い
の
で
、
明
日
に

は
必
ず
き
て
く
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
る
。

羨
道
部
前
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
室
伏
・
角
・
中
塚
・
桃
沢
・
斎
藤
の
五

名
で
排
土
作
業
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
金
環
一
が
発
見
さ
れ
た
。
盗
掘
者
が

落
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
時
三
〇
分
本
日
の
作
業
終
了
。
九
時
よ
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
も
金
環
が
発
見
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ト
レ
ン
チ
内
の
調
査
も
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
作
業
を
す
る
こ
と
を

厳
命
。
ま
た
羨
道
部
の
東
壁
よ
り
に
須
恵
器
が
重
さ
な
っ
て
出
土
し
は
じ
め
た

の
で
、
土
器
を
動
か
さ
ず
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と

に
す
る
。

七
月
二
六
日
㈹
晴
夕
方
雷
雨
あ
り

朝
早
く
友
野
良
一
氏
と
伊
那
市
の
飯
塚
君
見
学
に
来
る
。
本
日
よ
り
石
屋
が

来
て
作
業
を
す
る
の
で
、
玄
室
内
の
作
業
は
不
可
能
と
な
る
。
そ
れ
で
も
玄
室

の
奥
壁
よ
り
発
見
さ
れ
た
鉄
鉱
の
実
測
を
天
井
石
の
補
修
の
合
間
を
見
な
が
ら

実
施
す
る
。

午
後
友
野
良
一
氏
現
在
調
査
し
て
い
る
遺
跡
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
を
つ

れ
て
再
度
見
学
に
来
る
。

羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
須
恵
器
片
が
多
量
に
出
土
、
天
井
石
を
補
修
す

る
た
め
天
井
石
の
上
部
の
盛
土
の
一
部
を
排
除
作
業
、
そ
の
結
果
天
井
石
と
天

井
石
の
隙
間
に
は
人
頭
大
の
石
と
そ
の
間
に
拳
大
の
石
で
ふ
さ
い
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
天
井
石
を
と
り
の
ぞ
く
作
業
に
非
常
に
時
間
が
か
か
り

六
時
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
補
修
す
る
に
も
一
度
と
り
は
ず
さ
ね
ば
出
来
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
予
算
が
あ
れ
ば
、
天
井
石
を
全
部
と
り
は
ず
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
が
そ
れ
も
出
来
ず
、
玄
室
内
の
作
業
は
手
さ
ぐ
り
で
や
る
し
ま
つ

で
あ
っ
た
。

七
月
二
七
日
㈹
本
日
も
暑
し

本
日
も
天
井
石
補
修
の
た
め
玄
室
内
の
調
査
は
出
来
ず
、
墳
頂
部
の
一
部
が

天
井
石
に
平
行
し
て
け
ず
ら
れ
て
い
る
の
で
セ
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
。
セ
ク
シ
ョ

ン
は
二
層
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
一
層
は
黒
褐
色
で
木
や
草
の
根
の
多

い
層
で
、
第
二
層
は
茶
褐
色
で
比
較
的
か
た
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
下
に
す
ぐ

天
井
石
が
位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
墳
丘
を
一
部
け
ず
り
と
っ
た
つ
い
で
に
壁

部
に
用
い
ら
れ
た
石
組
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
玄
室
内
に
顔
を
出
し
て
い
る

面
の
石
は
、
非
常
に
長
い
石
で
殆
ん
ど
が
墳
丘
に
さ
し
こ
ま
れ
お
送
り
出
し
に

積
ま
れ
て
い
た
の
を
確
認
し
た
。
数
ト
ン
も
あ
る
天
井
石
を
支
え
る
に
は
な
る

ほ
ど
か
か
る
積
み
方
を
し
た
の
か
と
感
心
し
た
次
第
で
あ
る
。
羨
道
部
の
西
側

に
落
ち
込
ん
で
い
た
長
方
形
の
石
は
、
天
井
石
を
支
え
て
い
た
側
石
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

本
日
午
前
中
県
の
丸
山
指
導
主
事
が
釆
村
し
、
西
公
民
館
で
、
区
画
整
理
を

す
る
西
ヶ
原
遺
跡
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
て
い
た
。
前
か
ら
同
席
し
て

ほ
し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
筆
者
も
会
議
に
参
加
す
る
。

そ
の
つ
い
で
に
中
川
村
と
松
川
町
の
境
い
近
く
に
あ
る
通
称
富
士
塚
を
指
導

主
事
と
一
緒
に
見
学
を
し
、
古
墳
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
も
ら
う
。
そ
の
後

天
伯
古
墳
も
見
学
、
相
当
時
間
を
と
ら
れ
、
い
そ
い
で
古
墳
に
も
ど
る
。
四
時

頃
飯
田
女
子
短
大
教
授
大
沢
和
夫
氏
の
見
学
あ
り
。

羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
、
須
恵
の
高
塀
の
脚
部
と
、
径
一
〇
セ
ン
チ
の
須

恵
器
の
蓋
の
完
形
品
が
出
土
。
し
か
し
羨
道
部
前
の
墳
丘
部
よ
り
、
須
恵
器
の

発
見
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
盗
掘
者
が
落
し
て
い
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
墓
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前
祭
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
井
石
補
修
の
た
め
玄
室
内
が
小
石
や
土
砂
が
落
下
し
、
玄
室
内
の
清
掃
を

ま
た
や
り
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
手
順
が
く
る
っ
て
し
ま
う
と
作
業
の
進
度

が
遅
れ
て
し
ま
う
。

七
月
二
八
日
㈹
晴
、
本
日
も
著
し
。
中
川
村
で
こ
の
暑
さ
、
．
東
京
で
は
さ
ぞ

か
し
む
し
暑
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
〇
時
次
長
が
来
た
の
で
古
墳
の
説
明
後
、
公
民
館
に
て
今
後
の
あ
り
方
、

予
算
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
い
こ
と
な
ど
を
つ
げ
る
。
二
時
三
〇
分
頃
信
毎

の
記
者
記
事
を
と
り
に
く
る
。

四
時
少
し
ま
わ
っ
た
頃
、
宮
崎
村
長
が
見
学
に
来
ら
れ
た
。
古
墳
の
説
明
を

し
、
公
民
館
に
も
ど
り
金
銅
装
の
柄
頭
・
金
環
等
今
回
の
副
葬
品
を
見
て
い
た

だ
き
予
算
が
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
く
。

暑
さ
の
た
め
調
査
員
の
疲
労
も
は
げ
し
い
の
で
本
日
は
五
時
作
業
を
終
了
と

す
る
。
本
日
発
見
さ
れ
た
副
葬
品
、
玄
門
部
近
い
西
壁
近
く
か
ら
轡
。

七
月
二
九
日
蝕
連
日
の
猛
暑
、
筆
者
も
少
し
へ
ば
っ
て
き
た
。

暑
さ
の
た
め
調
査
員
の
疲
れ
が
ひ
ど
い
の
で
起
床
を
三
〇
分
遅
ら
せ
て
、
七

時
三
〇
分
と
す
る
。

本
日
の
作
業
、
西
側
の
壁
を
補
修
が
完
了
し
た
の
で
天
井
石
を
も
と
に
も
ど

す
作
業
。
天
井
石
の
す
き
ま
を
も
と
通
り
に
拳
大
と
人
頭
大
の
石
で
ふ
さ
ぎ
、

墳
丘
の
盛
土
を
も
と
に
も
ど
す
。
午
前
中
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

午
後
は
補
強
し
た
盛
土
を
か
た
め
る
作
業
の
た
め
玄
室
内
で
の
調
査
は
出
来

ず
、
全
員
羨
道
前
の
ト
レ
ン
チ
作
業
に
か
か
る
こ
と
に
し
た
。
幅
二
・
長
さ
五

メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
内
を
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
ま
で
掘
り
下
げ
る
。

本
日
は
さ
ら
に
南
側
に
幅
一
×
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
拡
張
部
を
設
定
し
て
周

迫
を
確
認
す
る
つ
も
り
で
作
業
を
進
め
た
が
出
来
な
か
っ
た
。

昼
食
頃
林
繁
樹
氏
見
学
。

午
後
ト
レ
ン
チ
内
は
深
い
所
で
封
土
よ
り
七
〇
セ
ン
チ
、
浅
い
と
こ
ろ
で
五
〇

セ
ン
チ
ま
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
は
須
恵
器
・
土

師
器
片
の
出
土
が
み
ら
れ
た
。
玄
室
内
の
調
査
は
石
屋
の
作
業
状
態
を
見
て
や

ら
ね
ば
な
ら
ず
相
当
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
六
時
三
〇
分
作
業
終
了
。
夕
食
後
、

金
銅
装
の
柄
頭
の
修
理
に
つ
い
て
、
大
阪
の
末
永
雅
雄
先
生
宅
に
電
話
を
し
て

御
指
導
い
た
だ
く
。
予
算
の
な
い
村
の
こ
と
で
あ
ま
り
費
用
が
つ
く
れ
な
い
こ

と
を
申
し
上
げ
る
と
、
先
生
は
文
化
財
研
究
所
に
連
絡
し
相
談
し
て
み
る
こ
と

が
良
い
で
し
ょ
う
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
当
方
に
持
っ
て
来
て
も
良
い
の
で
す

が
君
が
関
東
の
出
身
だ
か
ら
、
と
気
を
つ
か
っ
て
下
さ
っ
た
。
も
し
そ
れ
で
だ

め
な
ら
ま
た
連
絡
し
な
さ
い
と
適
切
な
御
指
示
を
い
た
だ
い
た
。
早
速
八
王
子

市
の
佐
々
木
蔵
之
助
に
た
の
ん
で
文
化
財
研
究
所
に
連
絡
し
て
も
ら
う
ご
と
に

し
た
。七

月
三
〇
日
田
本
日
も
暑
し

午
前
中
教
育
長
・
教
育
委
員
長
の
見
学
あ
り
。
遺
物
整
理
と
金
銅
装
の
柄
頭

の
修
理
と
保
存
に
つ
い
て
今
後
の
処
理
に
つ
い
て
相
談
。
ま
た
昨
夕
末
永
雅
雄

先
生
の
御
指
示
を
い
た
だ
き
、
見
学
者
が
来
る
た
び
調
査
責
任
者
の
筆
者
が
説

明
し
て
い
た
の
で
は
、
ま
す
ま
す
調
査
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
さ
ら
に
金

銅
裳
の
柄
頭
を
そ
の
つ
ど
取
り
出
し
て
見
せ
て
い
た
の
で
は
破
損
は
ま
ぬ
が
れ

な
い
の
で
、
今
後
は
誰
れ
が
来
て
も
柄
頭
を
見
せ
な
い
こ
と
に
す
る
旨
を
伝
え

る
。
本
日
の
作
業
出
土
し
た
副
葬
品
の
整
理
と
、
古
墳
の
調
査
を
す
る
も
の
と

二
址
に
分
け
る
。

副
昇
品
の
整
理
班
は
、
室
伏
を
、
王
任
に
高
校
生
の
桃
沢
・
斎
藤
・
北
島
・
水
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野
の
四
名
、
土
器
の
水
洗
い
と
遺
物
台
帳
の
整
理
、
遺
物
の
梱
包
を
す
る
。

古
墳
に
は
筆
者
と
小
杉
・
角
の
三
名
が
石
屋
の
手
伝
い
に
い
く
。
午
前
中
で

天
井
石
の
補
修
工
事
も
八
部
通
り
終
了
。
午
後
は
玄
室
内
に
落
ち
込
ん
だ
土
砂

の
排
土
作
業
と
清
掃
、
玄
室
の
西
側
の
袖
の
近
く
か
ら
留
金
具
と
鉄
片
発
見
。

午
後
中
川
村
文
教
委
員
の
見
学
あ
り
、
作
業
終
了
五
時
。
夕
食
後
、
佐
々
木

蔵
之
助
よ
り
連
絡
あ
り
、
金
銅
裳
の
修
理
に
つ
い
て
日
本
文
化
財
研
究
所
江
本

部
長
に
連
絡
し
て
く
れ
た
が
、
非
常
に
仕
事
が
た
ま
っ
て
い
る
の
で
い
つ
で
き

る
か
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

早
速
申
し
訳
け
な
い
が
、
末
永
雅
雄
先
生
に
御
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し

た
。
先
生
は
、
そ
れ
で
は
平
城
京
跡
調
査
部
に
連
絡
し
て
み
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
下
さ
っ
た
。

七
月
三
一
日
㈲
寒
暖
計
は
三
七
度
を
越
え
、
非
常
に
暑
し

本
日
本
田
秀
明
中
学
生
二
名
を
連
れ
て
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。
玄
室
内
の

堆
積
土
を
フ
ル
イ
に
か
け
る
作
業
を
し
て
も
ら
う
。

古
墳
で
は
天
井
石
の
貴
後
的
な
修
複
作
業
、
数
ト
ン
も
あ
る
巨
大
な
石
を
一

度
つ
り
あ
げ
て
固
定
し
た
。
側
石
の
上
に
の
せ
る
作
業
に
一
日
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。ト

レ
ン
チ
内
の
清
掃
、
留
金
具
と
鉄
製
品
の
出
土
状
態
を
写
真
撮
影
、
廟
浬

の
確
認
は
今
回
の
調
査
で
は
無
理
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
玄
門
部
近
く
須
恵
器

の
壷
と
蓋
を
発
見
、
今
日
は
そ
の
ま
ま
に
埋
め
て
、
明
日
写
真
撮
影
と
実
測
図

作
製
に
か
か
る
こ
と
に
す
る
。

明
日
の
作
業
、
天
井
石
の
作
業
が
完
了
し
た
の
で
玄
室
内
の
清
掃
を
再
度
や

る
こ
と
に
し
た
。

八
月
一
日
㈲
猛
暑
が
つ
づ
く

本
日
の
作
業
、
平
板
・
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
据
え
天
井
石
の
実
測
と
写
真
撮
影

と
い
っ
て
も
羨
道
部
に
近
い
天
井
石
だ
け
で
全
部
を
測
量
す
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。

ま
た
玄
室
内
に
と
り
残
し
て
あ
っ
た
副
葬
品
の
写
真
撮
影
。
そ
の
後
玄
室
内

の
清
掃
に
か
か
る
。

午
後
か
ら
桃
沢
・
宮
崎
の
両
君
参
加
。
玄
室
内
の
清
掃
は
奥
室
か
ら
は
じ
ま

っ
て
％
ほ
ど
完
了
、
玄
門
近
く
と
東
壁
近
く
新
ら
し
い
土
器
類
が
発
見
さ
れ
る
。

こ
の
副
葬
品
は
、
本
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
原
位
置
に
お
か
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
全
貌
の
検
出
に
か
か
る
。
羨
道
部
は
人
頭

大
の
石
が
階
段
状
に
つ
ま
れ
て
い
る
が
、
落
ち
込
ん
で
そ
う
な
っ
た
も
の
か
、

意
識
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
日
の
午
後
松
川
町
の
松
下
拡
氏
見
学
。
富
士
塚
が
周
津
を
も
つ
片
桐
古
墳

よ
り
一
ま
わ
り
大
き
い
円
墳
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
こ
れ
以
上
破
壊
さ
れ
ぬ

前
に
墳
丘
の
測
量
を
し
て
お
く
こ
と
を
す
す
め
る
。

八
月
二
首
㈹
連
日
の
暑
さ
で
一
同
疲
れ
は
て
て
き
た
。

羨
道
部
近
い
東
壁
下
に
発
見
さ
れ
た
須
恵
器
は
二
重
・
三
重
に
か
さ
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
、
全
貌
を
明
ら
か
に
し
、
実
測
に
か
か
る
。
ま
た
虜
室
の
西

壁
隅
部
に
発
見
さ
れ
て
い
た
鉄
銀
の
た
ば
ね
ら
れ
て
い
る
の
も
や
っ
と
実
測
に

か
か
る
。

残
っ
て
い
た
羨
道
部
の
排
土
作
業
、
ま
た
天
井
石
の
墳
丘
に
土
を
入
れ
て
整

備
に
か
か
る
。
羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
も
ロ
ー
ム
面
ま
で
掘
り
下
げ
セ
ク
シ
ョ

ン
を
と
る
。
作
業
終
了
六
時
。

夕
食
後
も
地
元
の
高
校
生
の
手
伝
い
で
土
器
の
水
洗
い
と
副
葬
品
の
整
理
に

あ
た
っ
た
。
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八
月
三
日
㈹
今
日
も
相
変
ら
ず
暑
い
一
日
だ
っ
た
。

午
前
中
の
作
業
、
副
葬
品
の
実
測
と
写
真
撮
影
。
羨
道
部
近
く
よ
り
卵
形
の

鍔
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
下
に
直
刀
が
あ
る
よ
う
な
の
で
検
出
に
い
そ
ぐ
。
奥
室

に
発
見
さ
れ
た
鉄
路
の
実
測
完
了
。
写
真
を
と
り
、
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
鉄
銀

は
床
面
上
に
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
に
黒
土
が
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
置
か
れ
て

い
た
、
奥
壁
の
実
測
開
始
。

羨
道
部
の
西
側
袖
近
く
、
人
頭
大
の
石
の
下
か
ら
須
恵
器
の
蓋
が
一
発
見
さ

れ
た
。午

後
は
作
業
を
二
班
に
分
け
る
。

一
斑
は
、
玄
室
内
に
堆
積
し
て
い
た
土
砂
の
フ
ル
イ
作
業
。

二
班
は
古
墳
の
副
葬
品
、
奥
壁
の
実
測
に
か
か
る
。
フ
ル
イ
作
業
で
鍛
お
よ

び
鉄
製
の
破
片
を
多
量
に
発
見
。
羨
道
部
近
く
か
ら
発
見
さ
れ
た
鍔
と
そ
の
下

の
直
刀
を
検
出
し
、
実
測
に
か
か
り
完
成
。
奥
壁
の
実
測
も
あ
と
少
し
、
羨
道

部
近
く
発
見
さ
れ
た
直
刀
の
上
に
人
頭
大
の
石
が
二
個
の
っ
て
い
た
の
で
盗
掘

を
ま
ぬ
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
直
刀
の
埋
置
さ
れ
た
位
置
と
す
れ
ば
大

部
ず
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

八
月
四
日
㈹
連
日
猛
暑
が
続
き
作
業
困
難
。

本
日
の
作
業
分
担
、
玄
室
内
の
実
測
と
フ
ル
イ
作
業
、
ト
レ
ン
チ
の
整
備
、

さ
ら
に
天
井
石
の
補
強
の
た
め
石
屋
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
た
め
、
そ
の
上
に

ロ
ー
ム
を
運
ん
で
土
盛
作
業
を
本
格
的
に
開
始
。

午
後
は
実
測
に
全
力
を
あ
げ
、
七
時
ま
で
か
か
る
。
明
日
か
ら
亜
細
亜
大
学

の
三
名
が
帰
京
す
る
の
で
、
地
元
の
高
校
生
の
力
を
か
り
ね
ば
、
調
査
は
出
来

な
く
な
る
。

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
副
葬
品
は
、
坪
二
・
線
「
小
壷
二
・
錬
・
刀

子
お
よ
び
多
数
の
鉄
製
の
破
片
、
ま
た
フ
ル
イ
作
業
の
後
、
水
洗
い
作
業
を
し

た
結
果
、
ガ
ラ
ス
玉
二
、
鋲
五
が
検
出
さ
れ
た
。

明
日
は
石
室
の
実
測
と
副
葬
品
の
実
測
、
さ
ら
に
直
刀
と
轡
の
写
真
撮
影
。

八
月
五
日
㈲
本
日
も
猛
暑

大
学
生
が
帰
京
し
た
た
め
、
作
業
人
員
手
不
足
。

副
葬
品
は
写
真
撮
影
後
と
り
あ
げ
る
。
羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
を
易
に
測
量

開
始
、
ま
た
夕
食
後
、
本
田
秀
明
が
宮
崎
千
里
・
中
塚
和
司
の
高
校
生
の
援
助

で
玄
室
の
実
測
を
す
る
と
い
う
、
あ
ま
り
無
理
し
な
い
よ
う
に
伝
え
る
。
桃
沢

貴
美
と
私
は
公
民
館
で
土
器
の
水
洗
い
作
業
、
玄
室
内
の
測
量
あ
ま
り
無
理
な

の
で
中
止
す
る
よ
う
伝
え
る
。
夜
一
〇
時
過
ぎ
ま
で
古
墳
の
玄
室
内
の
作
業
は

こ
の
ま
し
く
な
い
。

明
日
の
作
業
、
高
校
生
の
手
伝
い
で
、
玄
室
内
の
測
量
を
午
前
中
で
き
る
だ

け
や
り
、
午
後
は
器
材
の
か
た
ず
け
を
し
て
、
第
三
次
調
査
に
残
っ
た
実
測
を

す
る
こ
と
に
決
定
。
ま
た
墳
丘
の
整
備
も
石
屋
に
や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な

ヽ
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本
目
の
昼
休
み
に
末
永
雅
雄
先
生
の
御
配
慮
で
、
平
城
京
調
査
部
と
電
話
連

絡
が
と
れ
、
森
郁
夫
氏
に
電
話
で
金
銅
装
の
柄
頭
の
修
理
に
つ
い
て
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
、
調
査
終
了
後
持
参
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
で
や
っ
と
ひ
と
安

ヽ

　

0

1
し

ノ

八
月
六
日
田
や
や
暑
さ
が
峠
を
越
し
や
わ
ら
ぐ

本
日
は
本
田
秀
明
が
、
地
元
の
高
校
生
の
手
伝
い
を
得
て
朝
四
時
三
〇
分
か

ら
玄
室
内
の
実
測
を
す
る
と
い
っ
て
公
民
館
に
集
合
。
猛
暑
の
申
達
日
作
業
を

し
て
い
て
補
助
調
査
員
の
高
校
生
も
大
部
疲
労
が
は
げ
し
い
の
で
中
止
す
る
よ

う
伝
え
た
が
、
強
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
玄
室
の
測
量
に
か
か
る
が
、
墳
丘
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部
は
ま
だ
暗
く
測
量
が
不
可
能
な
の
で
明
る
く
な
る
ま
で
出
土
し
た
副
葬
品
の

整
理
に
あ
た
る
。
六
時
三
〇
分
に
古
墳
に
い
き
測
量
開
始
。
七
時
三
〇
分
ま
で

仕
事
を
し
、
全
員
公
民
館
に
も
ど
り
朝
食
。
今
回
の
調
査
で
は
本
当
に
高
校
生

の
補
助
調
査
員
の
尽
力
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
特
に
中
塚
・
宮

崎
・
桃
沢
・
斎
藤
の
四
名
に
は
頭
が
さ
が
る
。
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
朝

食
後
斎
藤
五
月
も
参
加
、
九
時
に
古
墳
に
い
き
残
さ
れ
た
仕
事
を
続
け
る
。
一
二

時
ま
で
作
業
、
本
日
の
午
後
の
作
業
は
疲
労
度
が
は
げ
し
い
の
で
三
時
開
始
に

す
る
。
五
時
ま
で
玄
室
内
の
床
の
測
量
を
や
る
も
完
成
せ
ず
、
一
応
作
業
を
中

止
し
、
入
口
を
ふ
さ
ぎ
器
材
を
か
た
ず
け
る
こ
と
に
し
た
。
補
助
調
査
員
の
諸

君
に
は
ま
だ
フ
ル
イ
作
業
と
水
洗
い
の
残
っ
て
い
る
玄
室
内
の
土
砂
を
休
み
中

に
お
願
い
し
、
厚
く
札
を
述
べ
て
帰
っ
て
も
ら
う
。

第
三
次
調
査

地
元
の
高
校
生
、
中
塚
和
司
・
宮
崎
千
里
・
桃
沢
貴
美
・
斎
藤
五
月
四
名
に

ょ
っ
て
玄
室
内
の
堆
積
土
の
フ
ル
イ
作
業
と
水
洗
い
作
業
で
あ
る
。

八
月
十
日
㈱
晴
後
曇

土
器
片
と
鉄
片
が
多
量
に
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
第
一
次
調
査
の
八
月
四
日
に

採
集
し
た
堆
積
土
の
中
か
ら
ガ
ラ
ス
玉
が
三
発
見
さ
れ
た
の
で
同
じ
日
付
の
袋

か
ら
堆
積
土
を
フ
ル
イ
に
か
け
る
と
青
色
（
コ
バ
ル
ト
）
　
の
ガ
ラ
ス
玉
が
一
、

あ
い
色
の
玉
一
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

八
月
四
日
の
堆
土
採
集
は
羨
道
部
近
く
の
も
の
で
あ
り
、
玉
類
も
相
当
原
位

置
か
ら
離
れ
た
箇
所
の
も
の
で
あ
る
。
本
日
は
ガ
ラ
ス
玉
五
発
見
さ
れ
た
。

参
加
者
、
中
塚
和
司
・
宮
崎
千
里
・
斎
藤
五
月
の
三
名
。

八
月
一
一
日
㈹
朝
の
う
ち
く
も
り
後
小
雨

本
日
三
五
袋
の
土
砂
を
水
洗
い
し
て
コ
バ
ル
ト
の
ガ
ラ
ス
玉
三
、
あ
い
色
の

玉
二
検
出
。
ま
た
金
銅
装
の
小
破
片
と
人
骨
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
あ
い
色

の
玉
は
非
常
に
も
ろ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

参
加
者
、
中
塚
和
司
・
桃
沢
貴
美
・
斎
藤
五
月
。

八
月
一
二
日
㈲
曇
り
時
々
晴

昨
日
と
同
様
、
フ
ル
イ
に
か
け
た
堆
積
土
の
水
洗
い
作
業
、
一
日
か
か
っ
て

五
五
袋
は
完
了
し
た
。

コ
バ
ル
ト
色
の
玉
一
二
と
金
銅
装
の
破
片
検
出
、
玄
室
内
で
の
調
査
は
電
燈

の
あ
か
り
で
あ
っ
た
も
の
で
発
見
出
来
な
か
っ
た
が
、
水
洗
い
作
業
に
よ
っ
て

発
見
出
来
た
こ
と
は
考
え
て
い
た
通
り
で
あ
っ
た
。
補
助
調
査
員
の
高
校
生
も

筆
者
が
い
っ
た
通
り
の
結
果
が
出
た
の
で
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
。
彼
等
も

は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
が
、
い
か
に
古
墳
の
調
査
が
大
変
で
あ
る
か
知
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
塚
和
司
・
桃
沢
貴
美
・
斎
藤
五
月
参
加
。

八
月
一
三
日
田
曇
一
時
雨

本
日
は
残
っ
た
三
九
袋
分
全
部
水
洗
い
完
了
。
検
出
し
た
遺
物
は
土
器
破
片
・

人
骨
片
、
鉄
片
が
あ
り
、
す
べ
て
水
洗
い
作
業
完
了
。

参
加
者
、
中
塚
和
司
・
桃
沢
貴
美
・
斎
藤
五
月
・
池
場
広
明
の
四
名
。

第
四
次
調
査

九
月
二
二
日
㈹
曇

小
野
征
之
と
筆
者
の
二
名
で
中
川
村
に
む
か
う
。
一
休
み
し
た
後
、
古
墳
に

い
き
現
状
を
見
学
す
る
。
ま
た
も
っ
と
能
率
よ
く
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
相
談
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を
す
る
。

九
月
二
三
日
㈲
晴

・
今
回
は
専
門
家
だ
け
の
調
査
で
あ
り
、
夜
も
作
業
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

器
材
を
運
び
、
電
燈
の
配
線
に
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
九
時
に
伊
那
大

島
駅
に
佐
々
木
が
到
着
す
る
の
で
申
し
訳
け
な
い
が
林
支
所
長
に
む
か
え
に
い

っ
て
い
た
だ
く
。

顔
な
じ
み
の
中
塚
和
司
・
桃
沢
貴
美
・
宮
崎
千
里
の
三
名
手
伝
い
に
来
て
く

れ
た
。
夏
休
み
の
作
業
に
よ
っ
て
玉
類
を
検
出
し
て
く
れ
た
礼
受
述
べ
、
今
回

も
ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
そ
の
後
本
田
秀
明

も
参
加
。
午
前
中
の
作
業
、
羨
道
部
分
の
清
掃
と
石
室
の
床
の
平
面
図
の
残
り

の
実
測
を
続
け
る
。
ト
レ
ン
チ
よ
り
留
金
具
出
土
。

本
日
の
作
業
終
了
は
午
後
六
時
、
夏
の
調
査
と
違
っ
て
作
業
が
非
常
に
や
り

や
す
い
。

夕
食
の
後
、
佐
々
木
・
小
野
と
筆
者
の
三
名
で
夜
業
。
玄
室
の
奥
壁
と
西
側

の
袖
部
の
実
測
を
行
う
。
一
〇
時
四
〇
分
頃
作
業
を
や
め
て
公
民
館
に
も
ど
る
。

九
月
二
四
日
田

九
時
作
業
開
始
、
午
前
中
玄
室
の
東
壁
の
実
測
を
す
る
た
め
水
糸
張
り
作
業
、

午
前
中
で
殆
ん
ど
出
来
上
る
。
一
一
時
三
〇
分
に
作
業
終
了
。
畳
頃
、
公
民
館

に
荒
井
教
育
委
員
長
来
ら
れ
る
。
一
時
三
〇
分
頃
宮
崎
村
長
公
民
館
に
来
ら
れ

た
。
今
後
の
仕
事
の
や
り
方
と
、
金
銅
装
の
柄
頭
に
つ
い
て
の
経
過
を
説
明
す

る
。午

後
か
ら
中
塚
和
司
・
宮
崎
千
里
の
両
君
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。
午
後
は

手
が
そ
ろ
っ
た
の
で
ト
レ
ン
チ
の
平
板
測
量
を
す
る
。
五
時
少
し
前
に
玄
室
の

東
壁
の
実
測
完
了
。
五
時
三
〇
分
作
業
終
了
。

六
時
に
夕
食
を
と
り
、
七
時
三
〇
分
に
夜
業
に
入
る
。
西
壁
の
実
測
開
始
二

時
頃
ま
で
に
中
ほ
ど
ま
で
完
成
。
本
日
の
作
業
を
終
了
し
て
公
民
館
に
も
ど
る
。

九
月
二
五
日
㈲
晴
後
小
雨

作
業
開
始
九
時
、
午
前
中
で
玄
室
の
西
壁
の
実
測
完
了
。
日
曜
日
な
の
で
中

塚
・
宮
崎
・
桃
沢
の
三
名
参
加
し
て
く
れ
た
。
小
野
征
之
は
本
日
で
帰
京
。

午
後
小
雨
に
な
っ
た
が
玄
室
内
の
仕
事
な
の
で
、
作
業
を
続
行
す
る
。
羨
道

部
の
西
壁
の
実
測
完
了
。
雨
足
が
は
げ
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
本
日
四
時
に
作

業
を
中
止
し
て
公
民
館
に
も
ど
る
。
夕
食
後
佐
々
木
と
二
人
で
明
日
以
後
の
作

業
の
打
ち
合
せ
。

九
月
二
六
日
㈲
曇
り
後
雨

本
日
は
佐
々
木
と
二
名
で
の
実
測
の
完
成
を
め
ざ
す
。
羨
道
部
前
の
東
壁
の

実
測
、
殆
ん
ど
が
補
修
の
た
め
積
み
重
ね
た
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
基
盤
の
石

は
動
い
て
い
な
い
の
で
、
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
羨
道
部
の
床

も
実
測
を
完
了
。
玄
室
内
の
写
真
撮
影
、
午
前
中
の
作
業
二
時
終
了
。

本
日
佐
々
木
帰
京
し
、
午
後
は
筆
者
一
人
と
な
る
。
玄
室
内
に
入
る
と
静
寂

そ
の
も
の
で
あ
る
石
組
の
補
強
に
セ
メ
ン
ト
を
流
し
込
ん
だ
も
の
が
、
玄
室
内

に
流
れ
出
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
お
と
す
作
業
、
一
人
で
の
作
業
で
大
部
手
間

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
日
教
育
委
員
会
の
次
長
に
公
民
館
に
来
て
も
ら
い
一
応
こ
れ
で
調
査
の
目

鼻
も
つ
い
た
の
で
今
後
の
整
理
に
つ
い
て
相
談
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
中
川
村
に

来
た
の
で
は
、
費
用
が
か
か
る
の
で
こ
れ
か
ら
は
筆
者
の
自
宅
で
す
る
こ
と
を

伝
え
、
そ
れ
に
し
て
も
費
用
が
か
か
る
の
で
整
理
費
を
筆
者
が
帰
京
す
る
ま
で

に
用
意
し
て
く
れ
る
よ
う
伝
え
る
。

午
後
は
ま
た
玄
室
内
の
清
掃
と
整
理
、
六
時
頃
ま
で
で
や
っ
と
終
了
。
今
夜
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か
ら
た
っ
た
一
人
、
夕
食
を
す
ま
せ
て
整
理
を
は
じ
め
る
。

九
月
二
七
日
㈹
晴
や
や
風
強
し

本
日
は
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
昨
日
ま
で
お
と
せ
な
か
っ
た
セ
メ
ン
ト

の
流
れ
つ
い
た
の
を
お
と
す
作
業
。
午
前
中
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
殆
ん
ど
か
た

ず
い
た
。
午
後
は
け
ず
り
と
っ
た
セ
メ
ン
ト
や
石
等
に
つ
い
て
い
た
土
が
床
に

落
ち
た
の
で
、
床
の
清
掃
、
思
っ
た
よ
り
も
手
間
が
か
か
る
。
や
っ
と
三
時
頃

ま
で
に
完
了
。

今
夜
は
十
五
夜
、
疲
れ
て
し
ま
い
月
も
見
ず
に
床
に
つ
く
。

九
月
二
八
日
㈹
朝
夕
や
や
ひ
、
え
こ
む

本
日
で
古
墳
の
作
業
は
終
了
。
写
真
を
と
る
だ
け
と
な
っ
た
。
午
前
中
い
ま

ま
で
出
土
し
て
い
る
遺
物
の
整
理
。
古
墳
に
い
き
マ
ウ
ン
ド
及
び
玄
室
内
の
撮

影
開
始
。
中
塚
和
司
・
宮
崎
千
里
の
両
君
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。
三
時
に
県

か
ら
関
指
導
主
事
が
来
て
、
ま
た
西
ヶ
原
遺
跡
の
相
談
会
を
す
る
と
い
う
。
前
か

ら
の
い
き
さ
つ
も
あ
る
の
で
、
中
塚
・
宮
崎
の
両
君
に
後
を
た
の
ん
で
会
議
に

出
席
す
る
。

九
月
二
九
日
㈹
朝
ど
し
ゃ
ぶ
り

昼
夜
作
業
を
実
施
し
た
が
、
一
週
間
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
一
日
の

作
業
時
間
は
平
均
し
て
午
前
中
四
時
間
・
午
後
四
時
間
・
夜
間
六
時
間
と
合
計

一
四
時
間
に
も
及
び
、
二
週
間
分
以
上
は
調
査
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
西
公
民

館
の
竹
村
さ
ん
に
厚
く
御
礼
を
の
べ
、
ま
た
林
支
所
長
に
車
で
駅
ま
で
送
っ
て

い
た
だ
く
。

実
測
図
作
製
日
誌

九
月
一
日
㈹
残
暑
き
び
し
い

直
刀
・
鉄
鉱
・
刀
子
の
実
測
二
〇
点
や
っ
と
完
了
。
午
前
九
時
よ
り
四
時
ま

で
か
か
る
。

九
月
二
日
幽

午
前
中
鉄
鉱
一
四
点
、
錆
つ
い
て
い
て
実
測
に
手
間
が
か
か
っ
た
。

九
月
五
日
㈲

夜
分
鉄
鍛
片
の
実
測
、
視
力
が
お
と
ろ
え
て
き
た
の
で
夜
業
は
つ
ら
い
。

九
月
六
日
㈹

午
後
よ
り
鉄
片
の
実
測
、
一
〇
点
完
了
。

九
月
七
日
㈹

轡
・
餃
具
五
点
ほ
ど
完
了
。
轡
は
二
面
と
る
。
本
日
で
六
五
点
ほ
ど
鉄
製
品

の
原
図
完
成
。

九
月
八
日
㈹

留
金
具
・
鋲
の
実
測
・
轡
は
ト
レ
ス
、
ト
レ
ス
は
原
図
作
製
よ
り
時
間
が
か

か
る
。九

月
一
一
日
㈲

菱
形
の
留
金
具
の
一
点
は
、
さ
び
を
お
と
し
て
か
ら
実
測
、
大
変
時
間
を
と

ら
れ
た
。

九
月
一
二
日
㈲

石
室
内
出
土
の
直
刀
の
ト
レ
ス
開
始
、
錆
が
は
げ
し
い
の
で
相
当
時
間
が
か

か
り
そ
う
。
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九
月
一
四
日
的

鉄
製
品
は
少
し
錆
を
落
し
な
が
ら
原
図
を
つ
く
り
、
本
日
で
一
七
六
点
の
原

図
が
完
成
。

九
月
一
五
日
㈹

轡
は
、
副
葬
品
の
配
置
図
に
使
用
す
る
た
め
、
易
に
縮
図
す
る
。
ま
る
一
日

か
か
る
。

九
月
一
七
日
田

敬
老
の
日
。
本
日
鐸
の
実
測
と
ト
レ
ス
、
午
前
中
か
か
る
。

九
月
一
八
日
㈲

本
日
新
椙
の
ロ
ー
ザ
で
、
小
野
・
佐
々
木
の
両
君
と
会
合
し
整
理
に
つ
い
て

の
打
ち
合
せ
と
、
第
四
次
調
査
の
石
室
内
の
実
測
に
つ
い
て
の
相
談
会
、
な
か
な

か
三
人
が
今
っ
機
会
が
な
く
、
や
っ
と
打
ち
合
せ
が
出
来
た
。
実
測
は
上
川
名

が
や
る
ほ
か
な
し
。

十
月
六
日
㈹

本
日
よ
り
原
図
の
ト
レ
ス
に
か
か
る
。
鉄
鉄
の
ト
レ
ス
五
点
完
了
。

十
月
八
日
田

本
日
も
銀
の
ト
レ
ス
と
鉄
片
、
ト
レ
ス
は
非
常
に
時
間
が
か
か
る
。

十
月
九
日
㈲

鉄
製
片
の
ト
レ
ス
、
非
常
に
両
眼
が
つ
か
れ
る
。

十
月
十
日
㈲
体
育
の
日

一
日
ト
レ
ス
で
過
ご
す
。
鉄
製
品
の
ト
レ
ス
は
錆
が
あ
る
の
で
手
間
が
か
か

る
。十

月
一
一
日
㈹

夜
分
ト
レ
ス
、
視
力
が
衰
え
た
の
で
時
間
を
要
す
、
小
野
・
佐
々
木
が
少
し

手
伝
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
の
だ
が
時
間
が
な
い
の
で
無
理
だ
ろ
う
。

十
月
二
一
日
的

新
宿
に
出
て
写
真
を
た
の
み
に
い
く
。
い
つ
ま
で
待
っ
て
い
て
も
整
理
費
が

出
ず
、
自
費
で
や
る
以
外
な
し
、
記
憶
の
あ
る
う
ち
に
整
理
し
て
お
か
ぬ
と
、

と
て
も
報
告
書
は
つ
く
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
。

十
月
一
五
日
田

一
日
ト
レ
ス
、
ま
だ
半
分
も
出
来
て
い
な
い
。

十
月
一
六
日
㈲

本
日
も
一
日
つ
ぶ
し
て
ト
レ
ス
、
相
当
今
日
は
量
的
に
ト
レ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

十
月
一
七
日
㈲

夜
分
ト
レ
ス
、
残
り
あ
と
一
〇
点
ほ
ど
に
な
っ
た
。

十
月
一
九
日
㈹

夜
分
ト
レ
ス
、
一
日
も
早
く
ト
レ
ス
を
完
了
し
た
い
。

十
月
二
〇
日
㈱

本
日
で
原
図
の
出
来
上
っ
た
実
測
図
の
ト
レ
ス
殆
ん
ど
完
了
。
相
当
量
ト
レ

ス
に
か
か
っ
た
の
で
ロ
ッ
ト
リ
ン
グ
は
い
た
ん
で
し
ま
っ
た
。

十
月
二
一
日
蝕

夜
分
遺
物
の
入
っ
て
い
た
箱
の
中
か
ら
ま
だ
原
図
の
出
来
上
っ
て
い
な
い
鉄

片
を
発
見
す
る
。

十
月
二
二
日
田

昨
夜
発
見
し
た
鉄
片
の
原
図
作
り
と
ト
レ
ス
。

十
月
二
三
日
㈲

本
日
で
鉄
製
品
の
ト
レ
ス
完
了
。
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十
月
二
六
日
㈹

ト
レ
ス
の
完
了
し
た
実
測
図
、
三
〇
枚
を
渋
谷
の
桜
印
刷
に
も
っ
て
い
き
黒

焼
し
て
も
ら
う
。

十
月
二
八
日
㈲

午
後
、
渋
谷
に
い
き
ト
レ
ス
の
黒
焼
を
と
っ
て
く
る
。

十
月
三
一
日
㈲

ト
レ
ス
が
完
了
し
た
の
で
円
頭
・
方
頭
・
圭
頭
・
環
頭
大
刀
の
全
国
的
な
集

成
に
か
か
る
。

十
一
月
一
日
㈹

夜
分
に
柄
頭
の
集
成
を
つ
づ
け
、
朝
五
時
頃
ま
で
か
か
っ
て
一
応
四
図
・
九

州
を
の
ぞ
い
て
完
了
。

十
一
月
二
日
㈹

夜
分
、
柄
頭
の
集
成
一
応
完
了
。

十
一
月
三
日
㈹
文
化
の
日

本
日
よ
り
伊
那
谷
の
古
墳
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
為
、
そ
の
準
備
に
か
か
る
。

十
一
月
五
日
田

下
伊
那
の
古
墳
よ
り
開
始
し
た
が
、
大
変
な
量
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
部
構

造
、
副
葬
品
ま
で
明
確
に
出
来
る
古
墳
は
数
少
く
な
く
、
も
う
す
で
に
消
滅
し

て
し
ま
っ
て
、
名
称
だ
け
の
古
墳
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

十
一
月
八
日
㈹

午
後
六
時
頃
よ
り
か
か
っ
て
朝
の
五
時
ま
で
や
っ
と
、
下
伊
那
と
上
伊
那
の

古
墳
の
一
覧
表
完
成
。

十
一
月
一
〇
日
㈹

本
日
よ
り
副
葬
品
の
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
出
土
状
態
の
石
室
内
の
配
置
図

を
作
製
・
昇
に
実
測
し
た
も
の
を
兄
に
縮
図
す
る
。
二
日
二
二
日
と
三
日

間
で
完
成
。

十
一
月
二
二
日
㈲

片
桐
古
墳
の
地
理
的
・
歴
史
的
環
境
に
つ
い
て
ま
と
め
を
は
じ
め
る
。

十
一
月
一
四
日
㈲

夜
分
、
地
理
的
環
境
一
応
完
了
。

十
一
月
一
六
日
㈹

歴
史
的
環
境
に
入
る
。
つ
い
で
に
序
文
に
か
か
る
。

十
二
月
八
日
㈹

須
恵
器
・
土
師
器
の
複
原
作
業
開
始
、
石
膏
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ず
相
当
時

間
を
つ
い
や
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
夜
分
だ
け
だ
が
、
九
日
・
二
一
日
二

四
日
二
五
日
・
一
六
日
と
五
日
間
か
か
っ
て
や
っ
と
完
成
。
玉
類
と
須
恵
器
・

土
師
器
の
実
測
は
、
日
本
大
学
大
学
院
の
学
生
三
浦
和
信
に
た
の
む
こ
と
に
し

た
。
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第
二
章
　
古
墳
の
構
造
と
副
葬
品

第
一
節
　
遺
　
跡

墳
　
丘

片
桐
は
伊
那
谷
の
竜
西
地
区
に
あ
り
、
扇
状
地
が
エ
プ
ロ
ン
状
に
西
側
に
張
り
出
し
、
果
樹
園
と
墓
地
に
は
さ
ま
れ
た
箇
所
に
円
墳

の
片
桐
一
号
墳
が
あ
る
。
墳
丘
の
裾
部
は
永
年
の
果
樹
園
作
業
に
よ
っ
て
、
削
り
と
ら
れ
方
形
を
口
王
す
る
状
態
に
あ
り
、
墳
丘
は
保
存

の
た
め
村
有
地
と
な
っ
て
い
る
。
墳
頂
部
に
は
江
戸
時
代
の
末
に
建
て
ら
れ
た
大
乗
妙
典
供
養
塔
が
あ
る
。
墳
丘
部
も
相
当
盛
土
が
く

ず
れ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
さ
す
と
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
天
井
石
に
ぶ
つ
か
る
。
裾
部
に
は
茸
石
が
露
出
し
て
い
る
が
、
原
形
は
と
ど
め
て

お
ら
ず
、
後
世
無
造
作
に
積
み
か
さ
ね
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
。

石
室
の
羨
道
部
は
南
に
む
き
、
天
井
石
が
く
ず
れ
て
人
一
人
が
出
入
り
出
来
る
隙
間
が
出
来
て
い
た
。
古
墳
の
北
側
か
ら
東
側
に
か

け
て
は
果
樹
園
で
、
西
南
部
は
林
と
な
っ
て
お
り
、
大
正
時
代
頃
に
つ
く
ら
れ
た
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。

測
量
図
を
も
と
に
し
て
墳
丘
の
原
形
を
観
察
す
る
と
裾
部
は
殆
ん
ど
削
平
さ
れ
、
比
較
的
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
西
側
を
基
準
に

し
て
図
上
複
原
を
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

墳
丘
の
径
（
東
西
）

墳
丘
の
高
さ

現
存
部
一
四
メ
ー
ト
ル

三
メ
ー
ト
ル
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Fig．3　古墳実測図
10m
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こ
れ
は
実
測
値
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
古
墳
で
も
完
全
に
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
な
く
、
本
古
墳
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

墳
丘
の
南
側
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
内
に
発
見
さ
れ
た
葺
石
の
最
南
端
を
基
準
に
し
て
円
を
え
が
く
と
、
径
一
六
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

も
っ
と
も
葺
石
で
あ
る
の
で
動
か
な
か
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
推
定
複
原
す
る
に
は
こ
の
方
法
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
墳
頂
部
は
、
大
乗
妙
典
供
養
塔
を
建
立
し
た
さ
い
、
相
当
削
平
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
高
さ
を
推
定
す
る
基
準
と
す

べ
き
も
の
は
な
い
が
、
現
在
の
墳
頂
部
よ
り
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

推
定
複
原
径
　
　
一
六
メ
ー
ト
ル

複
原
高
　
　
　
　
　
三
・
五
メ
ー
ト
ル

以
上
の
如
く
原
存
径
よ
り
複
原
径
は
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
大
き
く
、
高
さ
も
実
測
値
よ
り
は
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
周
埠
の
発
見
が
出
来
れ
ば
、
古
墳
の
領
域
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

内
部
構
造

当
古
墳
の
主
体
部
、
す
な
わ
ち
遺
骨
を
埋
葬
し
た
設
備
は
墳
丘
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
玄
室
の
奥
壁
を
北
に
、
南
に
開
口
す
る
羨
道

を
有
す
る
単
室
の
片
袖
の
横
穴
式
石
室
で
、
・
主
軸
の
方
向
は
N
O

。
E
で
あ
る
。

l直
接
に
遺
体
を
埋
葬
し
た
石
棺
の
発
見
は
な
か
っ
た
が
、
石
室
内
の
堆
積
土
の
水
洗
い
作
業
に
よ
っ
て
木
棺
片
ら
し
さ
も
の
が
二
点

ほ
ど
検
出
さ
れ
、
玄
室
内
に
木
棺
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
室
は
す
べ
て
自
然
石
を
使
用
し
、
玄
室
天
井
石
は
数
ト
ン
も

あ
る
楕
円
形
・
長
楕
円
形
・
長
方
形
を
な
す
巨
石
が
用
い
ら
れ
羨
道
部
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
天
井
石
と
天
井

石
の
境
に
は
人
頭
大
の
石
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
隙
間
は
小
石
に
よ
っ
て
ふ
さ
が
れ
て
い
た
。
奥
側
壁
の
積
み
方
は
最
下
段
に
比

較
的
大
き
な
根
石
を
用
い
、
上
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
小
さ
な
石
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

天
井
石
が
く
ず
れ
て
い
た
の
を
補
修
す
る
た
め
に
羨
道
部
西
側
の
マ
ウ
ン
ド
を
一
部
削
り
取
っ
た
時
、
玄
室
内
に
顔
を
出
し
て
い
る
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Fig・4　横穴式石室実測図
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側
石
面
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
大
半
は
墳
丘
部
に
埋
め
ら
れ
た
非
常
に
長
い
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
で
な
け
れ
ば
数
ト

ン
も
あ
る
巨
大
な
天
井
石
を
支
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
側
石
の
隙
間
は
小
さ
な
石
で
ふ
さ
い
で
い
る
が
、
す
べ
て
自

然
石
で
割
石
の
使
用
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

玄
室
は
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
羨
道
の
長
さ
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
全
長
六
・
四
メ
ー
ト
ル
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
幅
は
奥
壁
で
一
・

八
メ
ー
ト
ル
、
中
央
部
で
も
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
玄
門
部
で
一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
高
さ
は
奥
壁
で
一
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
東

壁
で
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
西
壁
で
一
・
八
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
中
央
部
は
東
壁
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
西
壁
で
も
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、

玄
門
部
で
は
東
で
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
西
壁
で
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
玄
室
の
最
奥
部
は
奥
壁
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
幅
に
人
頭
大
の

石
四
個
で
仕
切
り
を
し
て
あ
っ
た
。

床
は
、
河
原
石
の
平
坦
な
面
を
同
一
レ
ベ
ル
に
敷
き
つ
め
た
も
の
で
あ
る
。
石
室
内
部
に
は
排
水
設
備
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
玄
門
部
と
羨
道
部
の
境
に
中
扉
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
痕
跡
は
な
く
、
閉
塞
状
態
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
石
室
の
玄
門

部
近
く
人
頭
大
の
石
五
個
が
床
上
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
閉
塞
石
の
一
部
が
動
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

羨
道
部
は
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
玄
門
部
で
一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
中
央
部
で
一
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
高
さ
は
玄
門
部
で
一
・
八
メ

ー
ト
ル
、
中
央
部
で
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
羨
道
部
の
天
井
石
は
西
側
の
裾
部
の
先
端
部
ま
で
で
そ
の
先
に
は
な
い
。
ま
た
裾
部

の
先
端
か
ら
は
東
壁
が
内
側
に
張
り
出
し
、
西
壁
が
西
側
に
さ
が
り
な
が
ら
ね
じ
れ
、
類
例
を
見
な
い
羨
道
部
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ

の
羨
道
部
の
中
央
部
す
な
わ
ち
袖
の
先
端
部
附
近
に
は
、
第
二
次
調
査
終
了
ま
で
は
人
頭
大
の
石
が
積
み
重
な
っ
て
お
り
羨
門
部
の
閉

塞
箇
所
と
考
え
て
い
た
（
調
査
団
帰
京
後
、
石
屋
が
仕
事
に
入
l
り
第
四
次
調
査
の
時
に
確
認
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
連
絡
不
充
分

な
た
め
全
部
取
り
の
ぞ
か
れ
て
し
ま
っ
た
）
。
第
四
次
調
査
中
に
羨
道
部
の
先
端
を
検
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
平
面
プ
ラ
ン
は
や
や
ね
じ

れ
た
形
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
、
こ
こ
の
先
端
部
ま
で
を
羨
道
と
し
て
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
あ
る
い
は
羨
道
部
は

袖
の
先
端
部
ま
で
で
、
そ
の
ね
じ
れ
た
先
端
を
墓
道
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
如
く
、
袖
部
の
先
端
部
に
は
天
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井
石
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
同
類
の
羨
道
部
を
持
つ
横
穴
式
石
室
の
例
が
な
く
比
較
出
来
な
い
。
こ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
飯

田
市
松
尾
字
上
溝
六
号
墳
（
姫
塚
）
の
羨
道
部
が
似
て
る
と
い
え
ば
似
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
天
井
石
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
本
来
な
ら
ば
石
室
上
部
の
墳
丘
に
は
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
、
天
井
上
を
全
部
検

出
し
、
測
量
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
石
室
の
補
修
の
た
め
玄
門
近
く
の
墳
丘
を
ほ

ん
の
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
切
り
取
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
考
、
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
玄
室
の
天
井
石
は
奥
室
の
も
の
が
一

番
巨
大
で
、
つ
い
で
中
央
部
、
玄
門
部
と
な
り
、
四
ト
ン
か
ら
二
ト
ン
ほ
ど
の
石
を
四
個
使
用
し
て
い
る
。
な
お
天
井
石
と
天
井
石
の

境
目
は
人
頭
大
の
石
で
縦
に
ふ
さ
ぎ
、
さ
ら
に
小
間
隊
部
を
拳
大
の
石
で
ふ
さ
ぎ
、
上
に
土
盛
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
天
井
石

の
石
材
は
中
川
村
の
片
桐
附
近
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
他
の
石
は
す
べ
て
天
竜
川
の
河
原
石
を
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

玄
室
最
奥
部
の
天
井
石
は
、
約
長
さ
二
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
を
な
す
一
番
巨
大
な
石
で
、
玄
室
の
中
央
部
は

長
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
メ
ー
ト
ル
の
長
楕
円
形
、
玄
門
部
上
部
の
天
井
石
は
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
、

羨
道
部
上
部
は
長
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
長
方
形
の
石
を
使
用
し
て
い
る
。

玄
室
内
の
黄
下
段
に
は
比
較
的
大
き
な
石
を
据
、
え
、
そ
の
上
に
陵
を
う
ま
く
組
合
せ
て
積
み
重
ね
、
間
隙
部
に
は
人
頭
大
か
ら
拳
大

の
礫
を
挿
入
し
て
い
る
。
天
井
上
部
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
小
形
の
石
を
使
用
し
て
い
る
。

奥
室
の
正
面
に
は
通
常
大
き
な
鏡
石
を
据
え
る
が
、
本
古
墳
で
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
東
壁
の
玄
門
近
く
に
、
比
較
的
大

き
な
石
を
用
い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

側
石
は
、
玄
室
内
に
顔
を
出
し
て
い
る
面
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
そ
の
三
倍
か
ら
四
倍
ほ
ど
の
長
い
も
の
が
墳
丘
に
挿
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
天
井
石
の
補
強
作
業
の
た
め
墳
丘
を
削
っ
た
と
き
確
認
で
き
た
。

石
室
の
底
面
上
に
は
五
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
盗
掘
者
の
侵
入
に
よ
っ
て
踏
み
か
た
め
ら
れ
平
坦
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
床
を
検
出
す
る
の
に
時
間
が
非
常
に
か
か
っ
た
。
石
室
内
の
床
は
地
表
面
と
同
一
レ
ベ
ル
で
、
河
原
石
の
平
ら
を
面
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を
平
坦
に
敷
き
つ
め
、
間
隙
に
は
小
礫
を
挿
入
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
玄
室
の
奥
壁
は
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
間
隔
で
石
を
四
個
掘
、
え
、
最
奥
室
部
に
仕
切
を
設
け
た
状
態
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は

枕
石
の
代
り
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
石
は
た
だ
の
人
頭
大
の
河
原
石
で
あ
る
。
な
お
玄
室
の
玄
門
近
く
に
も
不
規
則

で
は
あ
る
が
、
床
に
河
原
石
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。

玄
門
部
と
羨
門
部
に
は
間
仕
切
石
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
盗
掘
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
す
で
に
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
節
　
副
葬
品

石
室
内
副
葬
品
の
出
土
状
態

前
述
の
よ
う
に
盗
掘
の
は
げ
し
い
古
墳
で
あ
っ
た
た
め
石
室
内
副
葬
品
の
散
乱
が
は
げ
し
く
、
調
査
前
に
も
直
刀
二
、
金
環
一
が
出

土
し
て
い
た
。
玉
類
は
す
べ
て
堆
積
土
に
混
じ
っ
て
お
り
、
水
洗
い
作
業
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
も
の
で
出
土
位
置
を
確
認
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
人
骨
の
散
乱
が
は
げ
し
く
、
堆
積
土
の
排
土
作
業
に
か
か
っ
た
は
じ
め
か
ら
出
土
し
、
そ
れ
も
玄
室
の
床
の
上
部
か
ら
発
見

さ
れ
、
本
古
墳
に
直
接
関
係
あ
る
人
骨
と
確
認
出
来
る
も
の
は
調
査
中
に
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

副
葬
品
の
う
ち
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
玄
室
最
奥
部
よ
り
発
見
さ
れ
た
鉄
錨
、
さ
ら
に
金
銅
装
の
柄
頭
、
玄

門
近
く
の
西
壁
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
轡
、
東
壁
の
玄
門
近
く
か
ら
発
見
さ
れ
た
須
恵
器
と
土
師
器
だ
け
で
あ
る
。

金
環
や
銅
環
等
も
位
置
が
正
常
で
な
い
こ
と
か
、
ら
、
盗
掘
者
に
よ
っ
て
挽
乱
さ
れ
浮
き
上
っ
て
位
置
を
変
、
え
て
し
ま
っ
た
と
考
、
え
ら

れ
る
。
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玄
室
の
床
上
に
は
、
厚
さ
二
⊥
二
セ
ン
チ
に
黒
褐
土
が
敷
か
れ
て
お
り
、
副
葬
品
は
そ
の
上
に
置
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
玄
室
の

一

最
奥
部
の
西
側
隅
部
か
ら
た
ば
ね
ら
れ
た
鉄
鎌
が
検
出
さ
れ
、
間
仕
切
を
し
て
い
た
箇
所
か
ら
は
副
葬
品
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
あ
っ

た
。
こ
の
鉄
錨
が
検
出
さ
れ
た
箇
所
の
黒
褐
色
土
上
部
か
ら
円
頭
柄
頭
を
奥
壁
に
む
け
た
金
銅
装
の
柄
頭
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
奥
壁

か
ら
八
〇
セ
ン
チ
、
西
壁
か
ら
一
五
セ
ン
チ
の
位
置
で
あ
る
。

金
銅
装
の
柄
頭
は
長
さ
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
四
セ
ン
チ
、
刀
身
は
途
中
で
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
金
銅
装
の
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど

上
部
か
ら
比
較
的
人
骨
が
多
く
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
柄
頭
よ
り
玄
門
部
に
む
か
っ
て
一
・
。
一
メ
ー
ト
ル
、
袖
部
よ
り
五
五
セ
ン
チ
ほ
ど

中
に
入
っ
た
箇
所
か
ら
轡
が
一
発
見
さ
れ
、
そ
の
近
く
よ
り
餃
具
、
鞍
が
検
出
さ
れ
た
。

羨
道
部
の
西
側
の
袖
の
下
に
須
恵
器
蓋
の
破
片
杯
、
壷
と
鉄
製
品
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
羨
道
部
の
東
側
の
下
か
ら
須
恵
器
の
杯
・
蓋
・

土
師
器
の
小
壷
が
折
り
重
な
っ
て
検
出
さ
れ
、
こ
の
下
か
ら
喰
が
一
発
見
さ
れ
た
。

以
上
の
副
葬
品
は
原
位
置
を
比
較
的
保
っ
て
い
た
と
考
、
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
奥
壁
よ
り
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
東
壁
よ
り
四
〇
セ
ン
チ
の
箇
所
か
ら
鋼
環
一
、
奥
壁
よ
り
三
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、
東
壁
よ

り
四
〇
セ
ン
チ
の
位
置
か
ら
金
環
一
、
羨
道
部
の
東
側
か
ら
剣
先
を
玄
室
に
む
け
て
直
刀
一
と
錆
が
検
出
さ
れ
た
。
直
刀
の
上
部
に

は
比
較
的
大
き
な
河
原
石
が
二
個
の
っ
て
い
た
。
副
葬
さ
れ
た
位
置
と
し
て
は
現
位
置
と
は
考
、
え
ら
れ
ず
、
盗
掘
者
が
持
ち
出
し
な
ん

ら
か
の
理
由
で
置
き
ざ
り
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
羨
道
部
の
西
壁
の
下
か
ら
は
須
恵
器
杯
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

以
上
が
石
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
副
葬
品
の
す
べ
て
で
あ
る
。
な
お
堆
積
土
の
水
洗
い
に
よ
っ
て
金
環
二
小
玉
二
五
と
鉄
片
、
人

骨
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
本
古
墳
に
直
接
関
係
の
あ
る
人
骨
を
と
思
い
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
調
査
を
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
人
骨
片
・
骨
片
は
玄
室
内
の
堆
積
土
の
中
に
広
く
散
乱
し
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
副
葬
品
と
同

一
レ
ベ
ル
か
ら
は
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
盗
掘
者
に
よ
っ
て
掘
り
ち
ら
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
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れ
な
い
が
、
墳
頂
部
に
た
て
ら
れ
て
い
る
「
大
乗
妙
典
供
養
塔
」
の
時
期
の
も
の
と
考
え
た
い
。

石
室
外
出
土
の
遺
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

羨
道
部
前
に
幅
二
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
発
掘
を
行
っ
た
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
は
、
石
室
の
補
強
作
業

の
た
め
玄
室
内
の
調
査
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
と
、
墳
丘
の
南
端
が
や
や
凹
み
、
周
淫
を
確
認
す
る
た
め
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
、

羨
道
の
先
端
に
は
河
原
石
が
う
ず
高
く
積
ま
れ
て
お
り
、
発
掘
作
業
に
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
墳
丘
下
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
掘

り
下
げ
る
と
須
恵
器
片
・
土
師
器
片
を
検
出
し
は
じ
め
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
と
ト
レ
ン
チ
の
西
壁
に
摸
し
て
須
恵
器
の
蓋
が
二
縦
に

さ
さ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
近
く
、
深
さ
七
〇
セ
ン
チ
の
箇
所
か
ら
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
の
偏
平
な

石
が
出
土
し
た
。
こ
の
石
は
あ
る
い
は
羨
道
部
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
に
至
っ
て
は
ど
こ
に
用
い
ら
れ
た
石
か
確
認
出
来

な
か
っ
た
。
な
お
ト
レ
ン
チ
中
央
近
く
で
金
環
一
が
検
出
さ
れ
、
副
葬
品
の
金
環
の
中
で
一
番
大
き
く
保
存
状
態
も
良
好
で
あ
っ
た
。

こ
の
金
環
の
近
く
か
ら
、
須
恵
器
の
地
が
破
壊
さ
れ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
ト
レ
ン
チ
の
東
壁
に
接
し
て
土
師
器
の
池
畔
破
片
と
餃

具
が
一
、
な
お
そ
の
南
か
ら
須
恵
器
の
高
塀
の
脚
部
が
一
出
土
し
た
。
こ
の
首
埠
の
埠
部
は
石
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
、
整
理
調
査
に
よ

っ
て
復
原
し
、
完
全
な
高
塀
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
央
部
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
石
の
西
側
か
ら
鉄
鎌
一
、
ま
た
南
側
か
ら
小
玉
一

と
菱
形
の
留
金
具
が
一
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
か
か
る
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
の
は
盗
掘
者
が
落
し
て
い
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
中
に
は
迫
葬
に
使
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
須
恵
器
と
土
師
器
も
見
ら
れ
る
が
、
中
に
は
大
分
時
期
の
新
ら
し
い
も
の
も
透
り
墓
前
葬
に
使
用
さ
れ
た
迫
葬
と
は

考
え
難
い
。

ト
レ
ン
チ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
と
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
天
井
石
を
補
修
す
る
た
め
に
組
ん
だ
三
脚
で
羨
道
部
近
く
は
非

常
に
い
た
ん
で
し
ま
い
、
一
番
ノ
ー
マ
ル
な
東
壁
の
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
し
た
（
こ
の
ト
レ
ン
チ
は
七
月
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Fig．6　羨道部前トレンチ内遺物出土状態図

1　土師器片

2　須恵器蓋（－20）

3　須恵器片（－64）

4　土師器片（－53）

5　須恵器蓋（－60）

6　土師器片（－65）

7　ガラス製小玉（－30）

8　須恵器片（－25）

9　土師器片

10　金環（－25）

11鉄片（－25）

12　旛　（－30）

0

13　鉄片（刀子片）（－35）

14　土師器杯（－60）

15　須恵器高塀脚部（－77）

16　須恵器高塀脚片

17　須恵器蓋（－65）

18　須恵器蓋（－56）

19　須恵器片（－55）

20　土師器片（一55）

21須恵器片（－70）

22　留金具（－60）

23　土師器片（－52）

24　鉄片（－60）

1

4m
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の
第
二
次
調
査
中
に
設
定
し
た
も
の
で
、
本
調
査
期
間
中
に
は
先
端
部
ま
で
手
が
ま
わ
ら
ず
、
九
月
の
第
三
次
調
査
ま
で
周
淫
の
確
認

を
と
の
ば
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
第
三
次
調
査
を
行
っ
た
と
き
ト
レ
ン
チ
の
先
端
部
東
側
に
墓
地
が
拡
張
さ
れ
境
目
に
塀
が
つ
く

ら
れ
周
淫
の
確
認
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
東
側
に
設
け
た
ト
レ
ン
チ
を
調
査
し
た
が
、
果
樹
園
の
た
め
土
層
は
撹
乱

さ
れ
て
し
ま
い
周
淫
の
確
認
は
不
可
能
で
あ
っ
た
）
。

三
月
の
第
一
次
調
査
の
と
き
に
墳
丘
の
南
側
に
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
調
査
を
実
施
し
、
茸

石
を
検
出
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

副
葬
品

直
刀
F

－
g
7
－
1
～
3

1
今
回
の
調
査
で
羨
道
部
で
発
見
さ
れ
た
完
形
品
で
あ
る
。
全
長
八
〇
セ
ン
チ
、
刀
身
は
六
八
・
八
セ
ン
チ
、
茎
の
長
さ
二
・

二
セ
ン
チ
、
刀
身
の
幅
は
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
茎
に
は
三
ミ
リ
の
目
釘
孔
が
あ
る
。
忍
孔
は
径
二
ミ
リ
で
平
棟
平
造
で
締
切
先
で
あ
る
。

2
全
長
六
五
セ
ン
チ
、
刀
身
は
五
六
セ
ン
チ
、
茎
の
長
さ
九
セ
ン
チ
で
丸
尻
で
目
釘
孔
は
不
明
で
あ
る
。
茎
の
断
面
は
長
方
形
を

な
し
、
鋒
は
ふ
く
ら
つ
い
て
い
る
。
刀
身
幅
は
三
セ
ン
チ
で
平
棟
造
で
あ
る
。

3
長
さ
四
七
セ
ン
チ
で
茎
は
欠
損
し
て
い
る
。
刀
身
幅
は
三
セ
ン
チ
で
鋒
は
綱
切
先
で
平
棟
平
造
で
あ
る
。
錆
が
は
げ
し
く
保
存

状
態
も
不
良
で
あ
る
。
二
箇
所
で
折
れ
て
い
る
。
切
先
近
く
と
棟
関
に
は
木
質
ら
し
い
附
着
物
が
見
ら
れ
る
。

2
と
3
は
調
査
前
に
出
土
し
て
い
る
の
で
、
正
確
な
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

金
銅
装
円
諌
形
柄
頭
大
刀
F

－
g
8
－
3

現
存
部
の
長
さ
三
一
セ
ン
チ
、
柄
頭
は
長
さ
四
・
八
セ
ン
チ
、
幅
三
・
五
セ
ン
チ
の
楕
円
形
を
な
し
、
中
央
に
径
五
ミ
リ
の
懸
緒
孔

が
見
ら
れ
る
。
銅
の
上
に
金
箔
を
は
っ
た
線
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
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H　第二章　古墳の構造と副葬品

柄
間
は
長
さ
一
〇
二
セ
ン
チ
、
副
二
・
九
セ
ン
チ
で
断
面
は
楕
円
形
を
な
し
、
上
部
は
金
銅
装
で
そ
の
上
に
丸
タ
ガ
ネ
で
唐
草
文

様
状
の
も
の
を
打
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
の
中
央
に
径
三
ミ
リ
の
目
釘
孔
を
あ
け
、
鉄
製
の
目
釘
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

鉾
は
長
径
四
・
二
セ
ン
チ
、
最
大
幅
二
・
七
セ
ン
チ
の
卵
形
の
素
文
で
厚
さ
二
ミ
リ
で
あ
る
。

鞘
は
長
さ
二
五
・
五
セ
ン
チ
、
幅
五
・
三
セ
ン
チ
で
鞘
口
か
ら
四
・
四
セ
ン
チ
と
一
四
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
足
金
具
を
つ
け
る
。
斡

口
に
近
い
足
金
具
は
長
さ
四
・
二
セ
ン
チ
、
最
大
幅
二
・
三
セ
ン
チ
の
卵
形
で
上
部
は
縦
七
ミ
リ
、
横
一
セ
ン
チ
の
円
形
に
つ
く
り
、

そ
の
中
に
径
四
ミ
リ
の
緒
を
通
す
孔
が
あ
る
。
二
番
目
の
足
金
具
は
長
さ
四
・
一
セ
ン
チ
、
最
大
副
二
・
三
セ
ン
チ
で
卵
形
を
な
し
、

上
部
は
縦
七
ミ
リ
、
横
一
セ
ン
チ
の
円
形
を
呈
し
、
そ
の
中
央
に
四
ミ
リ
の
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

鞘
は
破
損
が
は
げ
し
く
、
も
と
は
金
銅
装
で
覆
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
欠
損
し
た
箇
所
か
ら
は
鞘
の
木
目
が
見
ら
れ
る
（
本

品
の
修
理
は
末
永
雅
雄
博
士
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
、
平
城
宮
調
査
部
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

刀
身
の
現
存
部
の
長
さ
は
鞘
の
長
さ
と
同
じ
一
五
・
五
セ
ン
チ
で
刀
身
幅
は
二
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。

本
品
の
全
長
は
不
明
で
あ
る
が
、
欠
損
部
の
長
さ
を
推
定
す
れ
ば
、
二
五
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
刀
身
は
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
、
全
長
五
六

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

刀
子
F

－
g
9
－
2
6
～
3
5

刀
子
と
明
確
に
判
定
で
き
る
の
は
M
竺
2
7
・
3

2
・
3
3
で
、
2
8
・
封
・
3
1
・
3
4
は
茎
だ
け
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
出
土
地
点
が
明

確
な
の
は
2

7
で
、
他
は
堆
積
土
の
水
洗
い
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

62722333

切
先
の
破
片
で
現
存
部
の
長
さ
三
・
八
セ
ン
チ
、
身
幅
二
三
セ
ン
チ
。
鋒
は
ふ
く
ら
つ
い
て
い
る
。

ト
レ
ン
チ
出
土
の
も
の
で
、
現
存
部
の
長
さ
六
セ
ン
チ
、
身
幅
一
二
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

切
先
の
欠
損
す
る
、
長
さ
六
・
二
セ
ン
チ
、
身
幅
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

長
さ
五
・
五
セ
ン
チ
、
身
幅
一
・
三
セ
ン
チ
で
鋒
は
ふ
く
ら
つ
い
て
い
る
。
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鐸
F
－
g
〓
－
1

外
径
の
長
径
七
・
四
セ
ン
チ
、
短
径
六
セ
ン
チ
、
内
径
の
長
径
三
・
五
セ
ン
チ
、
短
径
二
・
五
セ
ン
チ
で
、
卵
形
を
な
し
、
厚
さ
一

セ
ン
チ
。
鉄
製
の
無
透
の
鐸
で
あ
る
。

指
金
具
F

－
g
8
－
1
・
2

1
金
銅
製
で
長
径
四
セ
ン
チ
、
短
径
約
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
～
三
ミ
リ
、
卵
形
を
な
し
て
い
る
。

2
こ
れ
も
金
銅
製
で
、
長
径
三
・
三
セ
ン
チ
、
短
径
二
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
⊥
二
ミ
リ
、
楕
円
形
を
な
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
堆
積
土
の
水
洗
作
業
中
に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

鉄
銀
F

I
g
9
－
1
～
2
5

確
実
に
鉄
錨
と
判
明
で
き
る
の
は
1
～
2
0
で
、
す
べ
て
玄
室
の
奥
壁
西
側
隅
部
よ
り
た
ば
に
な
っ
て
出
土
し
た
。

平
根
五
、
う
ち
一
点
は
飛
燕
形
、
尖
根
一
六
で
あ
る
。
こ
の
他
に
茎
と
思
わ
れ
る
も
の
が
四
〇
ほ
ど
見
ら
れ
る
。

l
全
長
九
・
五
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
三
セ
ン
チ
、
茎
は
長
さ
三
・
五
セ
ン
チ
の
平
根
で
一
部
欠
損
し
て
い
る
。

2
全
長
一
〇
・
八
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
二
・
八
セ
ン
チ
、
身
幅
一
・
二
セ
ン
チ
、
茎
の
長
さ
八
セ
ン
チ
。
た
ば
ね
て
あ
っ
た
の
で

茎
に
他
の
錨
の
茎
が
錆
び
つ
い
て
附
着
し
て
い
る
。

3
全
長
八
・
八
セ
ン
チ
、
錆
が
は
げ
し
く
身
の
長
さ
不
明
で
あ
る
が
身
幅
は
一
セ
ン
チ
。
尖
根
で
あ
る
。

4
全
長
八
・
三
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
身
幅
一
・
四
セ
ン
チ
の
尖
根
で
あ
る
。

5
錆
が
ひ
ど
く
鎌
身
と
茎
の
区
別
も
つ
か
な
い
が
、
さ
ら
に
他
の
銀
の
茎
が
附
着
し
て
い
る
。
全
長
八
・
五
セ
ン
チ
、
身
幅
一
セ

ン
チ
、
身
の
長
さ
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
尖
根
で
あ
る
。

6
全
長
六
・
六
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
三
セ
ン
チ
、
身
幅
一
・
三
セ
ン
チ
、
茎
の
長
さ
三
・
六
セ
ン
チ
の
尖
根
で
あ
る
。
錆
が
ひ
ど

ヽ
0

－
V
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7
　
広
鋒
両
丸
造
の
三
角
式
で
全
長
七
・
六
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
六
・
七
セ
ン
チ
、
身
幅
二
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
ミ
リ
で
、
左
右

に
逆
刺
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
右
側
は
欠
損
し
、
左
側
も
先
端
は
欠
け
て
い
る
。
飛
燕
形
で
あ
る
。

8
　
広
鋒
の
錨
で
茎
は
欠
損
し
、
身
の
長
さ
六
・
一
セ
ン
チ
、
身
幅
二
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
ミ
リ
で
あ
る
。

9
　
身
の
長
さ
五
セ
ン
チ
、
身
幅
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
ミ
リ
で
中
央
に
長
さ
三
・
三
セ
ン
チ
、
幅
三
ミ
リ
の
溝
が
つ
け
ら
れ
、
溝
の

中
央
に
径
一
ミ
リ
の
小
孔
が
二
個
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
鎌
元
は
え
ぐ
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

0
1

112131

全
長
六
・
三
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
、
身
幅
一
・
三
セ
ン
チ
の
尖
根
で
あ
る
。

全
長
六
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
三
・
三
セ
ン
チ
の
柳
葉
状
を
な
し
、
幅
一
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
ミ
リ
の
尖
根
で
あ
る
。

錨
身
の
殆
ん
ど
が
欠
損
し
、
現
存
の
長
さ
五
・
九
セ
ン
チ
、
上
に
他
の
錨
の
茎
の
破
片
が
附
着
し
て
い
る
。

広
鋒
で
錨
元
は
え
ぐ
り
が
つ
け
ら
れ
、
長
さ
四
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
ミ
リ
で
、
中
央
に
二
ミ
リ
の
小
孔

が
つ
い
て
い
る
。

415161718191021222

尖
根
の
錨
身
だ
け
で
現
存
の
長
さ
四
・
四
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
二
・
八
セ
ン
チ
、
幅
一
・
三
ミ
リ
、
厚
さ
三
・
五
ミ
リ
で
あ
る
。

こ
れ
も
尖
根
の
抜
身
だ
け
で
、
長
さ
三
・
九
セ
ン
チ
、
幅
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
ミ
リ
で
あ
る
。

全
長
三
・
八
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
三
・
一
セ
ン
チ
の
尖
根
で
、
幅
一
二
セ
ン
チ
、
茎
は
七
ミ
リ
ほ
ど
で
欠
損
し
て
い
る
。

尖
根
の
抜
身
の
み
で
長
さ
三
・
六
セ
ン
チ
、
幅
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
ミ
リ
で
あ
る
。

尖
根
の
錨
身
だ
け
で
長
さ
三
・
二
セ
ン
チ
、
幅
一
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
ミ
リ
で
あ
る
。

錨
身
と
茎
の
一
部
で
全
長
三
・
四
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
幅
九
ミ
リ
、
厚
さ
四
ミ
リ
で
あ
る
。

茎
だ
け
で
現
存
の
長
さ
六
・
四
セ
ン
チ
、
幅
九
ミ
リ
、
断
面
は
長
方
形
を
な
し
て
い
る
。

鎌
身
だ
け
で
現
存
の
長
さ
一
二
・
三
セ
ン
チ
、
幅
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
ミ
リ
で
あ
る
。

鎌
身
だ
け
で
長
さ
五
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
ミ
リ
で
あ
る
。
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2

3
・
2
4
・
2
5
も
鎌
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
が
、
省
略
す
る
。

金
環
F

－
g
川
1
2
9
～
3

2

2

9
堆
積
土
の
水
洗
い
作
業
に
よ
っ
て
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
環
の
径
一
・
五
セ
ン
チ
、
身
部
の
径
四
ミ
リ
の
銅
環
に
金
箔
を
か

ぶ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
材
の
両
端
は
一
ミ
リ
ほ
ど
の
隙
間
が
あ
り
、
金
箔
の
は
が
れ
た
箇
所
に
は
緑
青
が
ふ
き
出
し
て
い
る
。

3

0
石
室
内
発
見
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
外
径
一
・
九
セ
ン
チ
、
内
径
八
ミ
リ
で
断
面
の
径
五
～
四
ミ
リ
の
楕
円
形
を
な
し
て
い

る
。
材
の
両
端
は
二
ミ
リ
の
隙
間
が
見
ら
れ
る
。

3

1
調
査
前
に
出
土
し
て
い
た
も
の
で
、
外
径
二
九
セ
ン
チ
、
内
径
八
ミ
リ
で
、
一
部
金
箔
が
め
く
れ
て
い
る
。
材
の
両
端
に
一

ミ
リ
の
隙
間
が
で
き
て
い
る
。

3
2
羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
本
古
墳
出
土
の
金
環
の
中
で
一
番
大
き
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
外
径
二
・

八
セ
ン
チ
、
内
径
一
・
四
セ
ン
チ
の
銅
環
に
金
箔
を
は
り
、
材
の
両
端
は
三
ミ
リ
の
隙
間
が
見
ら
れ
る
。
金
箔
の
保
存
状
態
良
好
で
あ

る
。

銅
環
F

I
g
用
－
3
3

全
面
緑
青
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
外
径
二
・
八
セ
ン
チ
、
内
径
一
・
八
セ
ン
チ
の
や
や
楕
円
形
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
断
面
は
四
～

六
ミ
リ
の
楕
円
形
を
な
し
、
玄
室
内
出
土
で
あ
る
。

°玉
顆
F

－
g
柑
－
1
～
2
7

0
ガ
ラ
ス
製
青
色
小
玉
（
二
一
）
1
～
1
8
・
2
2
～
2
3
・
2
7

コ
バ
ル
ト
色
の
ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
は
径
四
ミ
リ
、
紐
通
し
の
孔
は
一
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
の
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
2
2
・
2

3
は

厚
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
7
は
羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
の
出
土
で
あ
る
。

○
滑
石
製
玉
（
五
）
1

9
～
2
1
・
2
4
・
2
6



l

（
二
二
一
（
二
三

㊤
①
　
○
⑦

2

◎

〔Ⅲ3　任［）4

3

0
凪

21
4

二

二

　

二

二

④　①　①　① ○

①5（D6（D7①8　0D9　α〕10

（Ⅱ〕15

⑦　○　①

皿16　①17一皿18

025　Gn6
0

［Ⅱコ19

（⊃

し1D

27

6cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

43

Fig．10　副葬品（り　玉類・金環・銅環・留金具

10cm」



・59　第二章　古墳の構造と副葬品

覧－類玉l表

径 （mm） 孔 （mm） 厚 さ （mm） 備　 考

1 5 1 2

長 楕 円

灰 褐 色 （滑 石 ）

2 4 1 2

3 4 1 2

4 4 1 2

5 3 1 2

6 4 1 ．5 2

7 4 1 2

8 3 ．5 1 2

9 4 1 2

1 0 4 1 2 ．5

1 1 4 1 2

1 2 4 1 2

1 3 3 × 4 1 ．5 2

1 4 4 1 2 ．1

1 5 4 1 2

1 6 4 2 3 ．2

1 7 4 1 3

1 8 4 1 2

1 9 8 1 ．5 3 ．5

2 0 8 1 ．5 3 灰 褐 色 （ 〝 ・）

2 1 5 ．5 1 3 灰 褐 色 （ 〝 ）

灰 褐 色 （滑 石 ）

灰 褐 色 （滑 石 ）

2 2 4 ．2 0 ．8 4 ．2

2 3 4 0 ．8 5

2 4

2 5

2 6

8

4 ．7

7 ．5

1 ．5

1 ．5

4

5

5 ．5

2 7 4 1 2 ．1 破 損 し て い る

ガ
ラ
ス
製
小
玉
よ
り
大
き
く
つ
く
ら
れ
、
断
面
は
長
方
形
で
非
常
に
も
ろ
い
。

○
赤
色
玉
（
一
）
2
5

出
土
し
た
時
は
非
常
に
色
鮮
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
く
す
ん
だ
色
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
孔
は
な
く
、
金
銅
装
の
飾
に
で
も
つ

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

轡
F

－
g
〓
－
1
3

二
節
か
ら
な
る
衝
と
引
手
は
共
に
棒
状
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
の
環
に
よ
っ
て
短
形
の
造
り
出
を
つ
け
た
楕
円
形
の
輪
に
連
結

さ
れ
て
い
る
。
轡
と
し
て
一
般
的
な
形
式
で
あ
る
。

喰
鵠

引
手
と
は
錆
で
密
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

鉄
地
金
張
留
金
具
l
R
g
＝
－
2
～
4
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2
石
室
の
東
壁
近
く
須
恵
器
の
出
土
し
た
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
、
長
さ
五
セ
ン
チ
、
幅
四
・
二
セ
ン
チ
の
菱
形
を
な
し
、
三
角

状
の
箇
所
に
は
半
球
状
の
頭
部
を
も
つ
鋲
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

3
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
出
土
。
長
さ
五
セ
ン
チ
、
幅
四
セ
ン
チ
の
菱
形
を
な
し
、
四
個
の
半
球
状
の
鋲
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

4
玄
室
内
よ
り
出
土
。
長
さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
幅
四
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
大
形
で
、
鉄
地
に
金
銅
を
は
っ
て
あ
る
。
鉄
錆
の
中
に

金
箔
と
緑
青
が
見
ら
れ
る
。
半
球
状
の
頭
部
を
持
つ
四
個
の
鋲
が
つ
け
ら
れ
、
こ
の
鋲
の
頭
に
は
金
箔
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

餃
具
F

－
g
＝
－
6
・
7

6
長
さ
六
セ
ン
チ
、
幅
三
・
四
セ
ン
チ
の
鉄
製
餃
具
で
あ
る
。
四
⊥
ハ
ミ
リ
の
長
方
形
の
断
面
を
な
し
て
い
る
。

7
長
さ
六
セ
ン
チ
、
幅
三
三
セ
ン
チ
で
断
面
は
長
方
形
を
な
し
て
い
る
。

鞍
F

I
g
〓
1
5

鉄
製
で
長
さ
六
・
五
セ
ン
チ
、
幅
四
・
七
セ
ン
チ
で
鞍
に
と
め
る
た
め
の
釘
が
五
・
八
セ
ン
チ
の
長
さ
で
残
っ
て
い
る
。

鉄
製
鋲
F

－
－

g
2
－
1
～
1
0
・
1

4

1
長
さ
二
セ
ン
チ
、
頭
部
は
球
状
を
な
し
て
い
る
。

2
長
さ
二
二
セ
ン
チ
、
頭
部
は
径
一
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
六
ミ
リ
の
半
球
状
を
な
し
て
い
る
。

3
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
、
頭
部
は
径
一
1
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
ミ
リ
の
半
球
状
を
な
し
、
先
端
は
折
れ
ま
が
っ
て
い
る
。

4
長
さ
八
ミ
リ
、
頭
部
は
径
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
五
セ
ン
チ
で
楕
円
形
の
傘
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

5
長
さ
一
・
三
セ
ン
チ
、
頭
部
の
径
九
ミ
リ
、
厚
さ
六
ミ
リ
の
半
球
状
を
呈
し
て
い
る
。

6
長
さ
一
・
四
セ
ン
チ
で
錆
が
強
く
、
頭
部
は
明
確
で
な
い
が
径
は
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

7
長
さ
一
・
二
セ
ン
チ
、
幅
七
ミ
リ
で
錆
が
ひ
ど
く
明
確
に
形
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

8
長
さ
二
・
三
セ
ン
チ
、
頭
部
の
径
七
ミ
リ
で
、
そ
の
下
に
径
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
ミ
リ
の
傘
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
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90141

長
さ
一
・
二
セ
ン
チ
、
頭
部
の
径
四
ミ
リ
、
そ
の
下
に
径
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
ミ
リ
の
円
形
の
傘
を
つ
け
て
い
る
。

長
さ
一
・
四
セ
ン
チ
、
頭
部
の
径
九
ミ
リ
、
厚
さ
五
ミ
リ
の
楕
円
形
を
な
し
、
頂
点
に
一
部
金
箔
が
見
ら
れ
る
。

長
さ
一
・
四
セ
ン
チ
、
頭
部
は
錆
で
複
雑
で
あ
る
。
頭
部
の
幅
は
一
セ
ン
チ
、
長
さ
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
鋲
は
い
ず
れ
も
堆
積
土
の
水
洗
い
で
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

方
形
留
金
具
一
F

－
g
ほ
ー
1
1
～
1
3

1
1
長
さ
一
・
三
セ
ン
チ
、
幅
八
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
の
長
方
形
の
板
の
上
に
径
五
ミ
リ
、
高
さ
二
ミ
リ
の
半
球
状
の
頭
部
が
つ
い

て
い
る
。

1
2
長
さ
九
ミ
リ
、
幅
七
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
の
板
の
上
に
径
四
ミ
リ
、
高
さ
二
ミ
リ
の
半
球
状
の
頭
部
が
つ
い
て
い
る
。

1
3
長
さ
一
セ
ン
チ
、
幅
七
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
の
板
の
上
に
、
径
四
ミ
リ
、
高
さ
三
ミ
リ
の
半
球
状
の
頭
部
を
つ
け
て
い
る
。

い
ず
れ
も
堆
積
土
の
水
洗
い
で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鉄
釘
F

I
g
は
－
1
5
～
2
8
・
3
3
～
3

7
・
4
4
・
4
9
・
5

1

5
1

6171
8

19
1

021222

長
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
径
四
ミ
リ
、
先
端
部
は
欠
損
し
、
頭
部
は
錆
で
複
雑
な
も
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
径
四
ミ
リ
で
頭
部
は
欠
損
し
、
先
端
は
尖
っ
て
い
る
。

長
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
断
面
は
長
方
形
を
な
し
、
長
径
五
ミ
リ
、
短
径
二
ミ
リ
で
あ
る
。

・

長
さ
二
・
三
セ
ン
チ
、
径
三
ミ
リ
で
断
面
は
楕
円
形
を
呈
し
て
い
る
。

長
さ
二
・
一
セ
ン
チ
、
断
面
は
長
径
三
ミ
リ
、
短
径
二
ミ
リ
で
あ
る
。

長
さ
一
・
一
セ
ン
チ
、
径
二
ミ
リ
で
断
面
は
円
形
を
な
し
て
い
る
。

長
さ
四
・
二
セ
ン
チ
、
径
三
ミ
リ
で
あ
る
。

長
さ
三
・
二
セ
ン
チ
、
径
四
ミ
リ
で
あ
る
。
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324252
6

27
28233435363734494

15

長
さ
二
・
八
セ
ン
チ
、
径
三
ミ
リ
で
あ
る
。

長
さ
三
・
三
セ
ン
チ
、
径
四
ミ
リ
で
あ
る
。

長
さ
二
セ
ン
チ
、
径
二
ミ
リ
。
頭
部
は
欠
損
し
断
面
は
円
形
を
な
す
。

長
さ
二
セ
ン
チ
、
径
三
ミ
リ
で
、
断
面
は
円
形
を
呈
し
て
い
る
。

長
さ
一
・
八
セ
ン
チ
、
径
二
ミ
リ
で
、
断
面
は
楕
円
形
を
な
し
て
い
る
。

長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
、
径
二
ミ
リ
で
、
断
面
は
楕
円
形
で
あ
る
。

長
さ
二
・
六
セ
ン
チ
、
径
三
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
、
径
三
・
五
セ
ン
チ
で
両
先
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

長
さ
二
セ
ン
チ
、
径
三
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

長
さ
二
セ
ン
チ
、
径
三
ミ
リ
で
、
断
面
は
円
形
を
呈
し
て
い
る
。

長
さ
一
・
八
セ
ン
チ
、
径
三
ミ
リ
で
あ
る
。

長
さ
一
・
四
セ
ン
チ
、
径
三
・
五
セ
ン
チ
の
円
形
断
面
を
呈
し
て
い
る
。

長
さ
二
セ
ン
チ
、
径
二
ミ
リ
の
円
形
断
面
を
な
し
て
い
る
。

長
さ
一
・
六
セ
ン
チ
、
長
径
四
ミ
リ
、
短
径
二
ミ
リ
の
長
方
形
の
断
面
を
な
し
て
い
る
。

以
上
は
釘
と
し
て
判
断
で
き
た
も
の
の
み
を
記
し
た
。

g
－
1
2

木
片
F

1
－
－
1
・
1

1
1
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
二
セ
ン
チ
の
方
形
を
な
し
、
弧
状
を
呈
し
、
厚
さ
二
ミ
リ
で
黒
色
を
な
し
て
い
る
。

1
2
横
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
の
小
破
片
で
黒
色
を
な
し
て
い
る
。
厚
さ
二
ミ
リ
で
あ
る
。

こ
の
二
片
は
堆
積
土
の
水
洗
い
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
他
鉄
片

F－
g
l
P
34
～
4
5
は
留
金
具
の
破
片
か
、
馬
具
の
破
片
と
考
、
え
ら
れ
る
。
軸
l
P
2

8
は
小
形
の
留
金
具
か
、
飾
金
具
で
あ
ろ
う
。
軸
1
1

8
は
轡
の
環
状
の
部
分
で
あ
る
。
軸
？
1
～
4
7
は
釘
又
は
鋏
の
柄
の
破
片
と
考
、
え
ら
れ
る
。

須
恵
器

坤
（
蓋
　
身
）
　
F
I
g
は
ー
1
～
4

1
　
蓋
部
は
径
一
四
・
二
セ
ン
チ
、
器
高
四
・
六
セ
ン
チ
で
、
肩
部
に
一
条
の
稜
を
つ
く
り
、
一
本
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

口
唇
部
は
や
や
外
反
し
、
そ
の
先
端
に
は
斜
め
の
刻
文
を
連
続
さ
せ
て
い
る
。

堵
部
は
口
径
一
二
・
二
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
の
径
は
一
四
・
五
セ
ン
チ
で
、
立
ち
上
が
り
は
一
・
五
セ
ン
チ
、
器
は
五
・
一
セ
ン
チ

で
あ
る
。
色
調
は
ど
ち
ら
も
灰
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。

2
　
蓋
の
径
は
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
四
・
六
セ
ン
チ
で
肩
部
に
稜
を
つ
く
り
、
一
条
の
沈
線
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
口
唇
部

に
は
斜
め
の
刻
文
を
連
続
さ
せ
て
い
る
。

球
部
は
口
径
二
一
・
六
セ
ン
チ
で
蓋
受
の
径
一
五
セ
ン
チ
、
立
ち
上
が
り
は
一
・
五
セ
ン
チ
。
色
調
は
灰
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る

3
　
蓋
は
径
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
器
高
四
・
七
セ
ン
チ
で
、
口
唇
部
は
垂
直
に
近
い
。
肩
部
に
ゆ
る
い
稜
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
口
唇

部
よ
り
一
・
五
セ
ン
チ
の
上
部
に
も
ゆ
る
い
稜
を
つ
け
て
い
る
。

球
部
は
口
径
二
一
・
八
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
の
径
は
一
五
セ
ン
チ
、
立
ち
上
が
り
は
一
・
九
セ
ン
チ
で
、
器
高
は
四
・
八
セ
ン
チ
で

あ
る
。
灰
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。

4
　
蓋
部
は
径
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
四
・
五
セ
ン
チ
で
、
肩
部
に
強
い
稜
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
稜
の
下
部
に
一
条
の
沈

線
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
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球
部
は
口
径
三
セ
ン
チ
、
蓋
受
の
径
一
五
セ
ン
チ
、
立
ち
上
が
り
は
一
・
七
セ
ン
チ
で
、
器
高
は
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
焼
成
良
好

で
灰
褐
色
を
呈
し
、
い
ず
れ
も
第
m
形
式
の
蓋
杯
で
あ
る
。

埴
F
I
g
は
－
5
・
6

5
口
径
一
二
・
三
セ
ン
チ
、
胴
部
径
九
・
六
セ
ン
チ
、
器
高
一
五
・
五
セ
ン
チ
で
、
頸
部
は
六
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
口
縁
部
に

は
一
凛
の
沈
線
を
施
し
て
い
る
。
頸
部
の
中
央
に
は
二
条
の
深
い
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
頸
部
の
上
部
に
は
箆
状
工
具
で
斜
線
列
を
連
続

さ
せ
て
い
る
。
胴
部
の
中
央
に
は
二
・
四
セ
ン
チ
の
間
隔
を
お
い
て
沈
線
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ
の
間
に
は
斜
線
の
沈
線
列
を
施
し
て
い

る
。
こ
の
斜
線
列
に
径
一
・
四
セ
ン
チ
の
円
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

色
調
は
灰
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
良
好
で
、
第
Ⅲ
形
式
で
あ
る
。

6
ト
レ
ン
チ
内
出
土
で
、
破
損
し
て
い
た
の
を
複
原
し
た
も
の
で
あ
る
。

口
径
九
・
四
セ
ン
チ
、
胴
部
の
径
七
・
四
セ
ン
チ
、
器
高
二
・
六
セ
ン
チ
で
、
頸
部
上
部
に
二
条
、
頸
部
中
央
部
に
一
条
の
沈
線

を
施
し
て
い
る
。
胴
部
は
偏
球
状
を
な
し
、
中
央
部
に
は
二
・
二
セ
ン
チ
の
間
隔
を
お
い
て
上
下
に
一
条
ず
つ
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、

そ
の
中
に
径
一
・
五
セ
ン
チ
の
円
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

外
面
は
灰
褐
色
、
口
縁
部
の
内
面
と
胴
部
の
肩
部
は
勤
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。

坤
F

－
g
帽
－
1

1
口
径
二
一
セ
ン
チ
、
底
径
九
セ
ン
チ
で
底
部
は
箆
削
り
で
平
坦
に
整
形
し
て
い
る
。
色
調
は
淡
黄
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。

塙
F

－
g
帽
－
3

羨
道
部
出
土
。
口
綾
部
は
欠
損
し
、
推
定
口
径
二
セ
ン
チ
、
底
部
は
丸
底
で
あ
る
。
淡
黄
褐
色
で
も
ろ
く
、
焼
成
は
あ
ま
り
良
好

で
な
い
。

短
頸
増
F
I
g
帽
－
2
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口
径
七
・
五
セ
ン
チ
、
器
高
八
二
セ
ン
チ
で
、
胴
部
最
大
幅
は
三
一
セ
ン
チ
で
偏
球
状
を
な
し
て
い
る
。
頸
部
は
一
セ
ン
チ
の
高

さ
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
底
部
は
箆
削
り
で
整
形
し
て
い
る
。
灰
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。

°平
瓶
F

i
g
帽
－
4

器
高
一
〇
・
四
セ
ン
チ
、
口
径
六
・
五
セ
ン
チ
、
頸
部
は
高
さ
三
セ
ン
チ
で
、
口
綾
部
は
や
や
開
い
て
い
る
。
胴
部
の
高
さ
七
・
五

セ
ン
チ
、
最
大
幅
二
セ
ン
チ
で
肩
部
の
張
っ
た
偏
球
状
を
な
し
て
い
る
。

高
坤
F

l
g
帽
】
5

埠
部
は
玄
室
よ
り
出
土
し
、
脚
部
は
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
出
土
し
、
整
理
作
業
で
複
原
し
た
も
の
で
あ
る
。
器
高
一
七
・
五
セ
ン
チ
、

杯
部
の
口
径
二
一
・
三
セ
ン
チ
、
埠
部
の
高
さ
四
セ
ン
チ
、
脚
部
の
高
さ
一
三
・
八
セ
ン
チ
、
脚
部
の
底
径
一
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

堵
部
は
底
部
を
箆
で
斜
め
に
そ
い
で
お
り
、
そ
の
上
に
波
状
文
を
施
し
て
い
る
。

脚
部
に
は
透
し
を
つ
け
、
上
部
の
は
縦
に
細
長
く
、
下
部
の
は
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
上
と
下
の
透
し
の
境
に
は
幅
が
広
く
深
い
沈

線
を
一
条
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
灰
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
良
好
で
あ
る
。

高
坤
脚
部
破
片
F

I
g
帽
－
6

ト
レ
ン
チ
出
土
の
も
の
で
現
存
高
九
二
セ
ン
チ
、
底
径
二
・
五
セ
ン
チ
で
細
長
い
透
し
を
つ
け
て
い
る
。
淡
青
灰
褐
色
を
な
し
、

焼
成
良
好
で
あ
る
。

提
瓶
頸
部
F

－
g
H
・
1
2

口
径
二
一
・
四
セ
ン
チ
、
頸
部
の
高
さ
五
・
三
セ
ン
チ
で
扇
部
以
下
は
欠
損
し
て
い
る
．
。
口
唇
部
は
箆
状
工
具
で
斜
め
に
削
り
、
「
く
」

の
字
形
を
な
し
て
い
る
。
勒
黒
色
を
な
し
、
粕
が
か
け
ら
れ
光
沢
が
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

蓋
F
I
g
ロ
ー
8
～
1
1
・
u
・
1
4

8
径
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
頂
部
に
円
形
の
つ
ま
み
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
欠
損
し
て
い
る
。
淡
黄
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。
％
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ほ
ど
の
破
片
を
複
原
実
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

9
径
一
四
・
九
セ
ン
チ
、
頂
部
口
径
三
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
六
ミ
リ
の
擬
宝
珠
状
の
つ
ま
み
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
轍
櫨
の
痕
跡

が
顕
著
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

1
0
径
一
五
・
二
セ
ン
チ
、
頂
部
に
径
三
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
二
セ
ン
チ
の
擬
宝
珠
状
の
つ
ま
み
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
灰
褐

色
で
淡
緑
色
の
自
然
粕
が
ふ
き
出
し
て
い
る
。
焼
成
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

1

1
％
ほ
ど
の
破
片
を
複
原
し
た
も
の
で
あ
る
。
複
原
径
二
二
二
二
セ
ン
チ
、
頂
部
は
欠
損
し
て
不
明
。
灰
褐
色
で
淡
緑
色
の
自
然

粕
が
つ
い
て
い
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
で
あ
る
。

1
3
径
二
二
・
五
セ
ン
チ
、
頂
部
に
径
一
÷
五
セ
ン
チ
の
上
部
の
平
坦
に
つ
く
ら
れ
た
つ
ま
み
を
つ
け
て
い
る
。
灰
褐
色
で
焼
成
良

好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
で
あ
る
。

1

4
こ
れ
も
％
ほ
ど
欠
損
し
て
い
る
も
の
を
複
原
実
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
径
一
三
・
二
セ
ン
チ
、
頂
部
に
径
二
・
八
セ
ン
チ
の
上

部
が
平
坦
な
つ
ま
み
を
つ
け
て
い
る
。
灰
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

g
8
－
5
・
6

F

i
－

5
径
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
頂
部
に
高
さ
八
ミ
リ
、
径
二
二
セ
ン
チ
の
擬
宝
珠
状
の
つ
ま
み
を
つ
け
て
い
る
。
縁
受
を
つ
け
た
灰

褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

6
5
と
同
じ
く
口
綾
部
に
折
り
か
け
し
の
緑
受
を
つ
け
て
い
る
。
径
一
〇
・
六
セ
ン
チ
で
頂
部
に
高
さ
一
・
三
セ
ン
チ
、
径
二
・

五
セ
ン
チ
の
擬
宝
珠
状
の
つ
ま
み
を
つ
け
て
い
る
。
色
調
は
灰
褐
色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。
軸
は
－
7
の
杯
と
対

を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

g
8
－
1
～
4
・
7

不
F

－
－

⊥
J

l
口
径
八
・
二
セ
ン
チ
、
轟
高
三
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
の
径
一
〇
セ
ン
チ
で
立
ち
上
が
り
は
八
ミ
リ
、
淡
黄
褐
色
で
底
部
は
削
り
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で
整
形
し
て
い
る
。
焼
成
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

2
口
径
九
二
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
の
径
一
〇
・
二
セ
ン
チ
、
器
高
三
セ
ン
チ
で
蓋
受
の
立
ち
上
が
り
は
二
ミ
リ
で
あ
る
。
灰
褐

色
で
焼
成
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

3
％
ほ
ど
欠
け
て
い
た
も
の
を
実
測
複
原
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
径
九
・
四
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
の
径
一
〇
・
二
セ
ン
チ
、
器
高

三
・
三
セ
ン
チ
、
蓋
受
の
立
ち
上
が
り
は
六
ミ
リ
で
あ
る
。
灰
褐
色
で
底
部
近
く
は
淡
緑
色
の
自
然
粕
が
み
ら
れ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出

土
。4

羨
道
部
に
近
い
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
出
土
。
口
径
八
・
二
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
の
径
一
〇
・
五
セ
ン
チ
、
器
高
は
二
・
七
セ
ン
チ

で
蓋
受
の
立
ち
上
が
り
は
五
ミ
リ
。
濃
灰
褐
色
で
底
部
に
三
条
の
記
号
と
思
わ
れ
る
刻
文
を
つ
け
て
い
る
。

7
口
径
八
・
七
セ
ン
チ
、
蓋
受
ま
で
一
〇
・
七
セ
ン
チ
、
器
高
は
三
・
二
セ
ン
チ
、
蓋
受
の
立
ち
上
が
り
は
三
ミ
リ
で
あ
る
。
淡

灰
褐
色
の
小
破
片
で
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

軸
は
－
5
・
6
の
蓋
と
F

－
g
1
8
－
1
～
4
・
7
の
埠
は
小
形
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
や
や
降
る
も
の
で
、
片
桐
古
墳
と
の
関
係
で
は
追

葬
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ト
レ
ン
チ
内
出
土
で
、
出
土
状
態
か
ら
見
る
と
迫
葬
と
も
き
め
つ
け

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
点
も
あ
る
。

土
師
器
F

I
g
ロ
ー
1
～
7

1
小
形
塊
口
径
九
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
三
・
二
セ
ン
チ
、
底
部
は
箆
削
年
で
整
形
し
て
い
る
。
や
や
丸
味
を
お
び
た
底
部
で
あ

る
。
灰
茶
褐
色
を
呈
し
焼
成
良
好
で
あ
る
。

2
堵
口
径
九
セ
ン
チ
、
高
さ
三
・
六
セ
ン
チ
で
胴
部
と
底
部
の
境
に
稜
を
つ
く
り
、
底
部
は
丸
味
を
及
び
て
い
る
。
内
面
は
黒

光
り
を
し
て
お
り
、
外
面
は
茶
褐
色
を
な
し
、
焼
成
良
好
で
あ
る
。
羨
道
部
出
土
。
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3
　
堵
　
口
径
一
五
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
四
・
三
セ
ン
チ
で
胴
部
と
底
部
の
境
に
稜
を
つ
け
て
い
る
。
底
部
は
丸
味
を
持
ち
、
杯
の

内
面
は
黒
色
、
外
側
は
茶
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
焼
成
良
好
で
、
羨
道
部
西
壁
下
か
ら
出
土
し
た
完
形
品
で
あ
る
。

4
　
杯
　
口
径
九
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
約
四
セ
ン
チ
で
胴
部
と
底
部
の
境
に
稜
を
つ
く
り
、
底
部
は
丸
味
を
も
つ
。
内
面
は
黒
色
を

な
し
、
外
側
は
口
縁
部
近
く
は
淡
黒
色
、
底
面
は
茶
褐
色
を
な
し
て
い
る
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
内
出
土
。

5
　
杯
　
ト
レ
ン
チ
内
出
土
で
、
小
破
片
で
あ
っ
た
が
複
原
実
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
径
約
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
約
三
セ
ン

チ
で
、
胴
部
と
底
部
の
境
に
は
稜
を
つ
く
っ
て
い
る
。
底
部
は
丸
味
を
も
ち
、
内
面
は
黒
色
を
口
王
し
、
外
側
は
口
綾
部
近
く
は
淡
黄
色
、

下
部
は
茶
褐
色
で
あ
る
。

6
　
短
頸
柑
　
口
径
五
・
一
セ
ン
チ
、
高
さ
九
・
七
セ
ン
チ
、
頸
部
の
高
さ
二
セ
ン
チ
。
胴
部
の
最
大
幅
一
〇
セ
ン
チ
で
楕
円
の
球

状
を
な
し
て
い
る
。
器
肉
は
比
較
的
厚
く
八
ミ
リ
で
あ
る
。
羨
道
部
の
東
壁
下
よ
り
須
恵
器
の
杯
と
一
緒
に
出
土
。
色
調
は
赤
褐
色
で
、

胎
土
に
少
量
雲
母
を
含
み
焼
成
良
好
で
あ
る
。

7
　
塊
　
口
径
二
一
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
七
セ
ン
チ
で
底
部
は
丸
味
を
も
っ
て
い
る
。
茶
褐
色
を
ロ
王
し
、
胎
土
に
雲
母
を
含
み
、
底

部
に
煤
が
つ
い
て
い
る
。
羨
道
部
東
壁
の
須
恵
器
群
と
伴
出
し
て
い
る
。
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第
三
章
　
信
濃
の
古
墳
文
化

第
一
節
　
伊
那
谷
と
そ
の
周
辺

片
桐
古
墳
の
考
察
に
入
る
前
に
信
濃
国
の
古
墳
文
化
の
大
勢
を
知
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
伊
那
谷
の
古
墳
文
化
か
ら
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

上
伊
那
郡
の
古
墳
一
六
四
基
、
下
伊
那
郡
の
古
墳
六
一
五
基
を
一
覧
表
に
し
、
墳
形
、
規
模
、
副
葬
品
の
明
確
な
も
の
を
あ
げ
て
み

た
（
表
1
）
。

中
に
は
消
滅
し
て
し
ま
い
、
名
前
だ
け
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
二
〇
二
基
に
も
及
び
、
わ
れ
わ
れ
研
究
者
の
心
を
暗
く
し
て
い
る
。

ま
た
名
称
だ
け
で
詳
細
の
わ
か
ら
ぬ
も
の
が
上
伊
那
郡
で
一
四
四
基
、
下
伊
那
郡
で
は
八
〇
基
と
な
っ
て
い
る
。
上
伊
那
郡
の
総
数
一

六
四
基
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
そ
の
う
ち
一
四
四
基
が
詳
細
不
明
で
あ
る
こ
と
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

伊
郡
谷
の
古
墳

さ
て
伊
那
谷
の
古
墳
の
密
集
地
帯
は
下
伊
那
郡
の
飯
田
盆
地
で
あ
る
。
盆
地
の
西
南
部
の
阿
智
村
に
は
古
代
東
山
道
の
要
路
で
あ
る

神
坂
峠
を
ひ
か
え
、
早
く
か
ら
こ
の
通
路
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
附
近
よ
り
発
見
さ
れ
る
考
古
学
的
資
料
に
よ
っ
て
も
推
測
さ
れ
る
。

縄
文
時
代
よ
り
奈
良
時
代
以
前
に
お
い
て
も
、
相
当
盛
ん
に
往
来
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
古
墳
時
代
に
、
大
和
国
よ
り
東
国

に
出
る
に
は
必
ず
こ
の
道
路
が
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
東
国
鎮
憮
の
帰
途
に
日
本
武
尊
が
通
過
し
た
と
記
紀
に
あ
る
こ
と
か
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ら
も
知
れ
よ
う
。
中
央
文
化
が
信
濃
国
に
入
る
に
は
必
ず
こ
の
道
路
を
経
た
で
あ
ろ
う
し
、
信
濃
国
へ
の
入
口
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

神
坂
峠
を
越
え
る
と
広
々
と
し
た
大
地
が
開
け
る
。
信
濃
国
飯
田
盆
地
で
あ
る
。
こ
の
地
に
古
墳
文
化
が
ま
ず
根
を
お
ろ
し
、
伊
那

谷
最
初
の
古
墳
文
化
圏
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
初
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
は
飯
田
市
桐
村
に
あ
る
兼
清
塚
古
墳
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
径
一
五
・

四
セ
ン
チ
の
二
神
」
一
獣
鏡
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
鏡
は
円
座
乳
に
よ
っ
て
四
等
分
さ
れ
た
区
画
内
に
相
対
す
る
侍
人
を
有
す
る
神
像
を

配
し
、
そ
の
主
神
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
翼
を
つ
け
て
い
る
。
外
側
は
、
銘
帯
と
櫛
歯
文
帯
が
あ
り
、
外
区
は
三
角
縁
に
近
い
線
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
銘
帯
に
は

国
作
明
寛
　
幽
圃
三
商
　
囲
圏
国
道
　
配
像
萬
痘
　
曾
年
益
園
　
子
孫
園
昌

と
あ
る
。

吾
明
鏡
を
作
る
　
三
軒
を
幽
凍
し
衆
徳
は
玄
道
に
よ
り
、
像
を
高
痕
に
配
す
年
を
増
し
寿
を
益
し
子
孫
蕃
昌
す
る

と
よ
む
こ
と
が
出
来
る
。

（
1
）
　
商
は
羊
（
祥
）
章
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
商
は
漢
書
律
暦
志
に
「
商
堅
剛
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
後
漠
の
班
園
の
白
虎
通
五
行
に
「
金
在
西
方
」
と
あ

二

　

一

り
、
「
商
者
強
也
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
商
は
強
い
堅
い
の
意
あ
り
、
同
時
に
金
を
も
表
わ
し
て
い
る
。
よ
っ
て
三
種
の
金
属
、
三
つ
の
強
い
も

の
錬
治
す
る
意
と
思
わ
れ
る
。
鏡
は
銅
、
錫
、
鉛
の
三
種
の
金
属
が
合
金
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
銘
文
を
有
す
る
同
形
式
の
二
神
二
獣
鏡
を
出
土
し
て
い
る
古
墳
に
は
、
大
和
国
北
葛
城
郡
佐
昧
田
古
墳
、
和
泉
国
泉
北
郡
黄
金

塚
、
遠
江
国
磐
田
郡
松
林
山
古
墳
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
期
に
属
す
る
古
墳
で
あ
る
。

よ
っ
て
兼
清
塚
は
下
伊
那
郡
の
最
古
式
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
正
式
な
調
査
の
行
わ
れ
た
古
墳
で
は
な
い
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の
で
二
神
二
獣
鏡
だ
け
で
時
期
を
決
定
す
る
に
は
危
険
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
四
世
紀
末
か
遅
く
見
て
も
五
世
紀
は
じ
め
に
築

造
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
の
兼
清
塚
を
は
じ
め
と
し
て
こ
れ
に
つ
づ
く
古
墳
と
し
て
、
飯
田
市
上
川
路
の
西
一
号
（
御
猿
堂
）
、
座
光
寺
の
高
岡
一
号
、
水

佐
代
一
号
、
桐
林
の
塚
原
一
号
、
磐
龍
鏡
を
出
土
し
た
中
村
の
大
畑
古
墳
が
こ
れ
に
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
。

後
期
に
至
る
と
伊
那
谷
の
北
部
に
ま
で
進
出
す
る
。
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
箕
輪
町
箕
輪
松
島
の
王
墓
、
伊
那
市
富
県
の
如

来
堂
、
菖
蒲
平
古
墳
、
そ
し
て
駒
ヶ
根
市
東
伊
那
の
柏
原
古
墳
、
高
森
町
下
市
田
武
陵
地
一
号
填
、
二
号
填
、
三
号
填
、
喬
木
村
阿

島
の
里
原
一
号
、
伊
久
間
の
井
ノ
上
古
墳
、
飯
田
市
竜
江
の
宮
ノ
平
二
号
、
座
光
寺
で
は
畦
地
一
号
、
二
号
、
三
号
、
平
地
一
号
、
新

井
原
七
号
、
八
号
、
一
二
号
、
島
屋
場
一
号
が
あ
る
。
松
尾
で
は
上
溝
六
号
、
駄
科
の
神
道
塚
、
権
現
堂
一
号
、
張
原
丸
塚
、
上
川
路

の
権
現
三
号
、
伊
豆
木
の
石
原
田
古
墳
、
山
本
の
金
堀
塚
古
墳
、
川
路
の
殿
村
一
号
の
一
七
基
が
飯
田
市
内
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た

上
郷
村
別
府
の
ド
ド
メ
キ
二
号
、
飯
村
の
天
神
塚
古
墳
も
後
期
古
墳
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
箕
輪
町
の
王
墓
古
墳
は
墳
丘

を
見
て
も
前
方
部
が
張
り
出
し
、
復
円
部
よ
り
前
方
部
の
方
が
高
い
典
型
的
な
後
期
の
前
方
後
円
墳
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（3）

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
属
す
る
古
墳
を
筆
者
は
末
期
古
墳
と
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
中
川
村
の
片
桐
古
墳

と
高
森
町
下
市
田
の
武
陵
地
一
号
境
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
　
「
後
期
古
墳
文
化
の
一
様
相
と
し
て
の
選
飾
付
恵
須
器
」

前
記
古
墳
　
－
　
四
世
紀
～
五
世
紀
初
期

中
期
古
墳
　
－
　
五
世
紀
中
頃
～
六
世
紀
初
期

後
期
古
墳
　
－
　
六
世
紀
中
頃
～
七
世
紀
初
期

末
期
古
墳
　
－
　
七
世
紀
中
頃
～
歴
史
時
代
初
期

『
研
究
年
報
第
一
〇
号
』
日
本
大
学
第
三
高
等
学
校
職
員
研
究
部

片
桐
古
墳
は
副
葬
品
の
金
銅
装
円
頭
形
柄
頭
等
に
よ
り
、
七
世
紀
に
入
っ
て
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
武
陵
地
一
号
墳
か
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表2　伊郡谷の古墳

I　上伊那の古墳

古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 堰．輪

1 御社宮司 辰野町平出 円 横穴石室
頭椎大刀・刀・馬具 ・
玉類 ・金環 ・須恵器

2 一御陵塚
辰野町平出字趣
戸 円 径17　高さ2．3 あり

3 北の原上
箕輪町箕輪字下
古田 円

4 北の原中 同上 円

5 北の原下 同上

6 王墓
箕輪町箕輪字松
島

前方
後円

全長60　後円部径
30　高さ10．6　前
方部幅45　高さ11

人物・
馬形・
執 ・
円筒

・7 桜塚 箕輪町福与 円

8 大塚 同上 円 横穴石室
金環 ・鉄金族・轡 ・尾
錠 ・直刀 ・鐸・刀子・
須恵器 ・土師器

9 高室 箕輪町中箕輪 円

10 上の平
箕輪町東箕輪字
小河内 円

11 北垣外
箕輪町東箕輪字
長岡

12 春奈 同上 円 径 11　高さ1．2 横穴石室 直刀 ・馬具

13 大門 同上 円

14 吉原 同上

15 源波 同上

16 羽場森 1号 同上 円 径 13　高さ2．4

17 羽場森 2 号 同上 円 径17　高さ1．9 横穴石室
直刀 ・轡 ・切子玉 ・
雲珠 ・土師器 ・須恵
器

18 羽場森 3号 同上 円

19 角畑
箕輪町中箕輪角
畑

20 久保畑
箕輪町中箕輪久
保畑 円 横穴石室 馬具 ・須恵器

21 戸沢
箕輪町東箕輪荒
井

22 白沢東塚
伊那市木裏原字
白沢

円 横穴石室
直刀 ・鉄金族・槍 ・勾
玉 ・管玉 ・切子三五・
土師器 ・須恵器

23 白沢西塚 同上 円 径17　高さ2
直刀 ・刀子 ・鉄金族・
管玉 ・小玉 ・轡
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古　 墳　 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部構 造 副　 葬　 品 葺石 埴 輪

24 唐 木 伊 那 市唐 木 円

25 狐塚 南
伊 那 市伊 那字小
沢 南原 円

26 狐塚 西 同上 円

2 7 月見 松 1 号 同上 円

28 八人塚
伊 那市伊 那字小
沢

円 径 17　 高 さ 2 横穴石 室
直 刀 ・刀子 ・鉄金族 ・
丸玉 ・管玉 ・須 恵器 あ り

2 9 福 島29号 伊 那 市福 島 円

30 福 島 33号 同上 円

3 1 福 島 34号 同上 円

32 福 島 35号 同上 円

33 福 島36 号 同上 円

34 福 島37 号 同上 円

35 福 島38 号 同上 円

36 福 島39号 同上 円

37 野底 10号
伊 那市伊 那部 宇
野底

円

38 野底 11 同上 円

39 野底 12 同上 円

40 野底 13 同上 円

41 野底 14 同上 円

4 2 野底 15 甲上 円

4 3 野底 16号 同上 円

4 4 野底 17号 同上 円

4 5 野底 18号 同上 円

4 6 野 底 19号 同上 円

4 7 野 底 20号 同上 円

48 野底 2 1号 同上 円

49 野底 22 号 同上 円

50 野底 23号 同上 円

5 1 野底 24号 同上 円

52 野底 25号 同上 円

53 野 底 26号 同上 円

54 野 底 27号 同上 円

55 上牧 6 号
伊 那 市伊都 部字
上牧

円
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古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　 ．模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 埴輪

56 上牧 7 号 伊 那市伊郡部字
上牧 円

57 上牧 8 号 同上 円

58 上牧 9 号 同上 円

59 古町 1 号
伊 那市伊 郡部字
古町 円

60 古町 2 号 同上 円

61 古町 3 号 同上 円

62 古町 4 号 同上 円

＼63 古町 5 号 同上 円

64 大塚
伊那市富県字桜
井 円

65 根木屋 1 号 伊那市富県字北
福地 円

66 根木屋 2 号 同上 円

67 根木屋 3 号 同上 円

68 丸塚 同上 円

69 駒合 同上 方
東西16 ．8　高さ
1．5

土師器 ・朱塗紺 あ り

70 フ‾マ フ‾
伊 那市富県字南
福地 円 竪穴石室

直刀 ・鉄金族・勾玉 ・
小玉 ・管玉 ・須恵器

71
テマ テ ドゥ
ゼキ 同上

72 如来堂 同上 円

桂 甲 ・小札 ・直刀 ・
鉄金族・尾錠 ・座金 ・
轡 ・鏡板 ・鉄斧 ・餃
具 ・鎌 ・鑓

・73 菖蒲平 同上
直刀 ・刀子 ・鉄金族・
鐸 ・銅環 ・鉄環 ・須
恵器 ・玉類

74 阿原 1 号
伊那市富原字駒
ケ原阿原

円

75 阿原 2 号 同上 円

76 阿原 3 号 同上 円

77 阿原 4 号 同上 円

78 阿原 5 号 同上 円

79 阿原 6 号 同上 円

80 天神山
伊 那市美筈字笠
原

円
横穴石室
石棺

直刀 ・鐸 ・金環 ・勾
玉 ・土師器 ・須恵器

81 天塚
伊那市手良野口
字登宮 円

82 山伏塚
伊 那市手艮野口
字丸山 円 I直刀 ・須恵器
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古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葦石 埴輪

83 手良 1 号 伊那市手良沢岡
字八つ手 円

84 手艮 2 号 同上 円

85 手良 3 号 伊 那市手良沢岡
字六つ塚 円

86 手良 4 号 同上 円

87 手艮 5 号 同上 円

88 手艮 6 号 同上 円

89 老松場 1 号 伊那市東春近字
中殿島老松場 円

90 老松場 2 号 同上 円

91 老松場 3 号 同上 円

92 老松場 4 号 同上 円

93 老松場 5 号 同上 円

94 老松場 6 号 同上 円

95 老松場 7 号 同上 円

96
宮場間様25
号 ‘

伊那市東春近中
殿島宮場間様

97
宮場間様26
号 同上

98
宮場間様27
号 同上

99
宮場間様28
号 同上

100 本城 1 号 伊那市東春近字
中殿 島本城

101 本城 2 号 同上

102 本城 3 号 同上 円

104 本城 5 号 同上 円

105 本城 6 号 同上 円

106 本城 7 号 同上 円

107 本城 8 号 同上 円

108 火沢 1 号 伊那市東春近中
殿島火沢 円

109 火沢 2 号 同上 円

110 火沢 3 号 同上 円

111 火沢 4 号 同上 円

112 古寺 1 号 伊 那市東春近字
下殿島古寺 円
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古　 墳 名 所　 在　 地 形 状 規　　 模 （m ） 内部構 造 副　 葬　 品 葺 石 埴 輪

113 古 寺 2 号
伊 那市東 春近字
下殿 島古 寺

円

114 古 寺 3 号 同上 円

115 古 寺 4 号 同上 円

116 古寺 5 号 同上 円

1‾1 7 古寺 6 号 同上 円

1 18
田原 寺坂 1
号

伊 那市 東春近字

田 原寺坂
円

11 9
田原 寺坂 2
号

同上 円

120
田原 寺 坂 3
号

同上 円

12 1
田原 寺 坂 4
号

同上 円

12 2
田原 寺 坂 5
号 同上 円

12 3 宮 の上 1 号
伊 那市 東春近 字

田 原宮 の上
円

124 宮 の上 2 号 同上 円

12 5 宮 の上 3 号 同上 円

12 6 宮 の上 4 号 同上 円

12 7 宮 の上 5 号 同上 円

12 8 宮 の上 6 号 同上 円

1 29 宮 の上 7 号 同上 円

13 0 宮 の上 8 号 同上 円

13 1 宮 の上 9 号 同上 円

132 宮 の上 10号 同上 円

133 宮 の上 11号 同上 円

1 34 宮 の上 12号 同上 円

135 社宮 司
伊 那 市東春 近字

田原社 宮司
円

136 男塚 同上 円

137 瀬戸 1 号
伊 那 市東春 近宇

田原瀬 戸
円

138 瀬戸 2 号 同上 円

139 洞 1 号
伊 那 市東春近 字

田原 洞　 －
円

14 0 洞 2 号 同上 円

14 1 洞 3 号 同上 円
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古　墳　名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葦石 堰．輪

142 柏原 駒 ヶ根市東伊 那
字栗林 円 径 6　 高さ2．6 胃 ・土師器 ・須恵器

143 桃山 同上 円

144 稲荷山
駒 ヶ根市東伊 那
字伊那耕地 円

145 原垣外 1 号 駒 ヶ根市赤穂字
市場割 円

146 原垣外 2 号 同上 円

147 原垣外 2 号 同上 円

148 小町谷丸壊
駒ヶ根市赤穂字

．小 町谷
円

149
小鍛冶原 1
号

駒ヶ根市下平字
小鍛冶 円

150 小鍛冶原 2
号 同上 円

151
小鍛冶原 3
号 同上 円 径18　高 さ2

直刀 ・土師器 ・須恵
器

152
小鍛冶原 4
号 同上 円

153
小鍛冶原 5
号 同上 円

154
小鍛冶原刀
の古墳 同上 円

155 三つ塚西 上伊那郡宮田村 円 積石塚 半占土 刀子 ・鉄金族・鹿角 ・
南割 径 7．5　高 さ1．2 土師器 ・須恵器

156 三つ塚 中 同上 円

157 三つ塚東 同上 円 径 12　高さ2．4
積石塚 直刀 ・管玉 ・須恵器

158 か らす林 1
号 同・上 円

159
か らす林 2
号 同上

160
か らす林 3
号 同上 円

161 片桐 1 号 中川村片桐字六
万部 円 径 14　高さ 3 横穴石室

直刀 ・円豆頁形柄頭 ・
鉄金族・馬具 ・刀子 ・
金環 ・銅環・須恵器・
土師器

あ り

162 片桐 2 号 同上 円

163 天伯 中川村字中央 円

164 南田島 中川村南田島 円 直刀 ・勾玉 ・切子玉
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II　下伊那の古墳

古　 墳　 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 堰．輪

1 富士塚 松川町上片桐 円 周子皇あ り

2 塚屋
松川町上片桐字
鶴部

3 塚越
松川町生田字塚
越

円 径 9．9　 高さ1．2． 勾玉 ・須恵器

4 山伏 1 号 同上
円
消滅

5 山伏 2 号 同上
円
消滅

6 古屋敷 1 号 同上 円

7 古屋敷 2 号 同上
円

消滅

8 北林 2 号
高森町下市田北
林

円 径 12　 高さ3．6 横穴石室

刀子 ・鉄鉄 ・金環 ・

切子玉 ・丸玉小玉 ・
須恵器

9 北林 3 号 同上 円 径 10 ．4　 高 さ3．8

10 北林 4 号 同上 円

11 荒神の森
高森町下市田字
大庭 円

12 中谷
高森町下市田字
中谷

円

13 羽根
高森町下立田字

羽根
円 径 7．4　 高 さ0．8 須恵器 ・土師器

14 法界塚
高森町下市田字
道寿

円

15 大門
高森町下市田字
大庭

円

16 大庭
高森町下市田字
大庭

円 須恵の士不

17 丸山
高森町下市田字
市ノ坪

円

18 平塚 同上 円
直刀 ・須恵の紺 ・脚
付怨 ・坪

19 南田
高森町下市田字
東代地 円 径72　 高 さ1．2 銅令・・須恵器

20 塚 田 1 号
高森町下市田字

荒神前

21 塚 田 2 号 同上 円 径 10 ．5　 高さ1．4

2 2 武陵地 1 号

く＿・

高森町下市田字

武陵地
円 径16 ．9　 高さ 4 横穴石室

直刀・鉄金族・杏葉・鐸 ・
鞍 ・餃具 ・金環鈴 ・
雲珠 ・銅盈 ・丸玉 ・
小玉 臼玉 ・石製品

23 武陵地 2 号 同上 円 横穴石室
珠文鏡 ・切子玉 ・須
恵器
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24 武陵 地 3 号
高森 町 下市 田字

武陵 地
円

直刀 ・鉾 ・鐸 ・金環
銀 環 ・雲珠 片 ・須 恵
器

25 武陵 地 4 号 同上 円 直刀 ・須 恵器 片

26 武陵 地 5 号 同上 円 横穴 石室 直刀

27 上 洞 1 号
高森 町 下市 田字

上 洞
円

28 上 洞 2 号 同上 円

29 上 洞 3 号 同上 円 剣 ・轡

30 坂巻 社
高 森 町下 市田字
新 井原 円 径 10　 高 さ2 ．5 直 刀 ・鉾

3 1 東 養寺 1 号
豊 丘 村神稲 字 田
村東養 寺

円 横 穴石 室
環頭 大 刀 ・玉 類 ・金

環 ・須 恵器

32 東 養寺 2 号 同上 円
消滅

金環 ・雲珠 ・管 玉 ・釘 ・

土 師器 ・須 恵轟 ・石
製 品

3 3
東養寺 3 号

（矢塚．）
同上 円

消滅
金環 ・勾玉

34 山伏 同上
円
消滅

金環 ・銀環 ・鉄環 ・
勾玉 ・管玉 ・切 子 玉 ・
ソロバ ン玉 ・丸玉 ・
小玉 ・臼玉 ・多稜形
玉 ・須 恵器

35 塚 越
豊丘 村 神稲字 田
村塚 越

円
消滅

36 境 な し
豊丘 村 神稲宇 田
村境 な し 円 径 9　 高 さ2．8 直刀

37 平 畑
豊丘 村 神稲 字林

平 畑
円

38 中村
豊丘 村 神稲 字林
中村

円
消 滅

直 刀 ・須 恵器

39 藤塚
豊 丘 村神稲 字伴
野 ・藤 家

円 径 34 ．5　 高 さ2．6

40 物 見塚
豊 丘 村神稲 字伴

野 ・物 見塚
円 径 24 ．4　 高 さ3．2

41 小 野 山 1 号
豊 丘 村神稲 字小
園 ・小 野 山

円 径 24 ．5　 高 さ1．7

42 小 野 山 2 号 同上 円 径 17 ．4　 高 さ2．7

43 高越
豊 丘 村神稲 字小
園 ・高越

円
消滅

44 大宮
豊 丘 村河 野字 中
部 円 径 9．3　 高 さ2．1

4 5 大宮 前・
豊 丘 村 河野字 中

部 ・大宮 前
円 径 7　 高 さ2．8

勾玉 ・管玉 ・土 師器 ・
須 恵器

4 6 大宮 南
豊 丘 村 河野字 中
部 ・大宮 南

円
消滅

鉄金族 ・馬具 ・杏 葉 ・
須 恵器

円 筒
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47 大宮横
豊丘村河野字中
部 ・大宮横

円 ・
消滅

48 大塚上 1 号 豊丘村河野字中
芝 ・大塚上

円
消滅

49 大塚上 2 号 同上 円
消滅 金環 ・管玉

50 大塚上 3 号 同上 円
消滅

金環 ・勾玉 ・管玉 ・
小玉

51 家の上 豊丘村河野字家
の上 円 径15 ．8　高さ3 ．9

52 森下
豊丘村河野字森
下

円
消滅

53 田中前 豊丘村河野字田
中前

円
消滅 直刀 ・土師器

54 梅の森 豊丘村河野字梅
の森 円 須恵器

55 城原 1 号 喬木村阿島字城
原

円
消滅 直刀 ・鉾 ・土師器

56 城原 2 号 同上 円
消滅

57 郭 1 号 喬木村阿島字郭 前方
後円

全長38 ．2
後内部径27 ．3
高 さ7．3

58 郭 2 号 同上 円
消滅

直刀・刀子・馬具 ・杏
葉 ・雲珠 ・金環 ・餃
具 ・土師器 ・須恵器

59 郭 3 号 同上 円 径8．2　高さ2 ．5

60 郭 4 号 同上 円

61 里原 1 号
喬木村阿島字里

原 円
四神四獣鏡 ・直刀 ・
トンボ玉 ・砥石 ・須
恵器

62 里原 2 号 同上 円
半壊

63 里原 3 号 同上 円 直刀 円筒

64 熊野
喬木村阿島字熊
野 円 径 30　高さ1．6 直刀 ・土師器

65 宮沢
喬木村阿島字宮
沢 円 径 15　高さ2 ．8

66 中原 1 号 喬木村阿島字中
原 円 径 13　高さ1．4

67 中原 2 号 同上 円
消滅

68 狐塚
喬木村阿島字唐
沢

円
消滅

69 町弁天
喬木村阿島字花
立 円 径14 ．5　高さ1．8 横穴石室
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70 杉 立
喬 木村阿 島字 杉
立

円 径 10 ．6　 高 さ2 ．4

7 1 七人塚
喬木 村小 川字 サ
ギ ノ ス

円
消滅

72 山伏塚
喬木 村小 川宇塚
側

円
消滅

73 宮 の前
喬木 村小 川字 宮

の前
円 径 18 ．2　 高 さ2 ．4

74 小 仏 林
喬 木 村小 川字小
仏林

円
消滅

剣 ・刀子 ・土師器

75 狐］家
喬 木 村小 川字 家

の上

円
消滅

76 正覚 塚
喬 木 村小 川字正
覚 塚 円 径 8　 高 さ0 ．5

77 塚 穴
喬 木 村小 川宇塚
脇

円 径．・17．1　 高 さ4．6 横穴石 室

78 藤塚
喬 木 村小 川字藤

塚
円 径 15．3　 高 さ 3

79 城 の上
喬 木 村伊 久間字
城 の上

円 径 5 ．5　 高 さ1．7

80 奴 山 1 号
喬 木 村伊 久間字
長 坂頭 円 径 9 ．1　 高 さ1．8 土 師器 ・須 恵器

8 1 牧 山 2 号 同上 円 径 9．3　 高 さ0．6

8 2 牧 山 3 号 同上 円 径 14 ．5　 高 さ1．3

8 3 奴 山 4 号 同上 円 径 15 ．4　 高 さ 3

84 奴 山 5 号 同上 円 径 14 ．1　 高 さ1．4

8 5 奴 山 6 号 同上 円 径 1 1　 高 さ6 ．15

8 6 ． 赤坂
喬 木村 伊 久間字
赤 坂

円 径 10 ．5　 高 さ1．9 管玉

87 狐 島
喬 木村伊 久 間字

狐 島
円 径 13 ．7　 高 さ2．3

88 井 ノ上
喬 木村伊 久 間字
井 ノ上

円
消滅

横 穴石 室
宵 ・鉄金族 ・金環 ・轡 ・

切 子玉
I

89 船 痩 上
喬 木村伊 久 間字
船 渡上

円
消滅

90 地神
喬 木村 富 田字 地

．神

円 径 11 土 師器 ・須 恵器

9 1 馬場
喬木 村 富田字 馬
場

円
消滅

径 10 直 刀 ・須 恵器

92 小 平 1 号
喬木 村 富田字小
平 円 径 11 ．8　 高 さ2 ．4

93 小 平 2 号 同上 円 径 9　 高 さ1．5

94 小 平 3 号 同上
円
消滅
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9 5 市場
喬木 村 富 田字 市
場

円 径 8．2　 高 さ2．6 須恵器 ・土師器

96 丸 山
喬 木村 富 田字 丸
山

円
消滅

直 刀

97 大屋 敷
飯 田 市千栄 字大
屋敷 円

98 石 原
飯 田 市竜江 字石
原 ’

円

99 ノ＼ンノヾ
飯 田 市竜 江字バ

ンノヾ
円 径 6．4　 高 さ1．5

100 法 花堂
飯 田 市竜 江字法
花堂

円
消 滅

101 宮 ノ平 1 号
飯 田 市竜 江字宮

ノ平

円
消 滅

直 刀 ・鉄 金族 ・斧

102 宮 ノ平 2 号 同上 円
消 滅

内行 花文 鏡 ・乱文鏡 ・
剣 ・直 刀 ・鉄金族 ・勾
玉 ・須 恵器

103 福 沢
飯 田市竜 江字福
沢

円 径 3 3

104 羽 生 田原
飯 田市 竜江字 羽

生 田原
円 径 9．8　 高 さ2．3

105 白根 ヶ沢
飯 田市 竜江字 白
根 ヶ沢

円
消滅

10 6 中原
飯 田市 竜江字 中

原

円
消滅

直 刀 ・鉄 金族 ・斧 ・勾
玉 ・管玉 ・小 玉

10 7 芦 ノ ロ
飯 田市 竜江字芦
ノロ

円
消滅

10 8 宮 ノ原
飯 田市 上久 堅字
宮 ノ原

円
消滅

10 9 上宮 原
飯 田 市上久 堅字
上 原字

円
消滅

直刀 ・刀子 ・金環 ・

轡 ・管玉 ・土 師器 ・
須 恵器

110 塚 穴
飯 田 市上久 堅宇
塚 穴

円

111
正永 寺 原 1
号

飯 田 市上飯 田字

羽 場正 永寺 原
円 径 4　 高 さ1．5

112
正 永寺 原 2
号 同上 円 直 刀 ・鉄金族

113 高 田
飯 田 市上飯 田字
高 田

円 径 13　 高 さ 2

114 鐘鋳 原
飯 田 市上飯 田字

鐘 鋳 原
円 径 4 直 刀 ・土 師器

115 木 戸脇
飯 田 市上飯 田字

木 戸 脇
円

116 杵 が塚
飯 田 市上飯 田字
チ ，マ イ 円 径 20　 高 さ0 ．8
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117 畦地 1 号
飯田市座光寺字
畦地　 ・ 円 径 19 ．8　高さ5 ．5 横穴石室

剣 ・直刀 ・刀子 ・鉄
金族・金環 ・桂甲 ・鏡
板 ・雲珠 ・餃具 ・鎖 ・
銅板 ・耳飾 ・勾玉 ・
管玉 ・トンボ玉 ・切
子玉 ・ソロバン玉 ・
丸玉 ・小玉 ・土師器 ・
須恵器

あり

118 畦地 2 号 同上 円
金環 ・雲珠 ・金具 ・
馬具 ・小玉 ・臼玉 ・
土師器 ・須恵器

119 畦地 3 号 同上 円
変形四神四獣鏡 ・刀
子 ・管玉 ・丸玉 ・土
師器 ・須恵器

120 畦地 4 号 同上 円 金環 ・須恵器

121 畦地 5 号 同上 円

122 平地 1 号 飯田市座光寺字
平地 円

変形神獣鏡 ・金環 ・
環頭柄頭 ・切子玉 ・
須恵器

123 平地 2 号 同上 円 径10 ．75 高さ1．75 金環 ・管玉 ・須恵器

124 平地 3 号 同上 円
消滅

125 平地 4 号 同上
円
消滅

126 平地 5 号 同上 円
消滅

・127 平地 6 号 同上 円 径 11　高さ2 ．4
l

12 8 平地 7 号 同上 円
消滅

金環

129 平地 8 号 同上 円 横穴石室
金環 ・勾玉 ・臼玉 ・
小玉 ・須恵器

130 平地 9 号 同上 円
金環 ・鉄金族・馬具 ・
須恵器

131 平地10号 同上 円 横穴石室

剣 ・直刀 ・刀子 ・鉄
金族・金環 ・鎖 ・留金
具 ・釘 ・雲珠 ・須恵
器

132 平地11号 同上 円
直刀 ・鉄金族・金環 ・
勾玉 ・餃具

133 平地 12号 同上 円
消滅

134 大塚
飯田市座光寺字
大塚 円 径16 須恵器

135 新井原 1 号 飯田市座光寺字
新井原 円

136 新井原 2 号 同上 円 竪穴石室
宵 ・短甲 ・馬具 ・直
刀 ・鉄金族・鉾

139 新井原 3 号 同上 円 須恵器
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140 新井 原 4 号 飯田市座光寺字
新草原 円

141 新井原 5 号 同上 ． 円 直刀 ・馬具 ・玉類

142 新井原 6 号 同上 円 珠文鏡

143 新井原 7 号 同上 円
乳文鏡 ・直刀・勾玉 ・
切子玉 ・丸玉 ・小玉 ・
金環 ・銀環 ・短甲 ・
餃具 ・鉄金族

144 新井原 8 号 同上 円 三角縁三神三獣鏡 ・
直刀 ・鉄金族

145 新井原 9 号 同上 円
剣 ・鉄金族・直刀 ・鈴・
金環 ・雲珠 ・杏葉 ・
土師器 ・須恵器・

146 新井原10号 同上 円 金環

147 新井原11号 同上 円 径15　高 さ2 鉄金族・馬具

148 新井原12号 同上 円 径28　高 さ5．5 直刀 ・短甲 ・鉄金族・
須恵器 ・土師器 あ り

149 半山奇
飯 田市座光寺字
半崎

150 高岡 1 号 飯 田市座光寺字
高岡

前方
後円

全長　 72
後内部径41．9
高 さ　 5．5

横穴石室
金環 ・杏葉 ・鎖 ・金交
具 ・管玉 ・切子玉 ・
勾玉 ・小玉 ・辻金具

人物
形象
円筒

151 高岡 2 号 同上 円

152 高岡 3 号 同上 円 径 12

153 高岡 4 号 同上 円 径 16

154 高岡 5 号 同上 円 径 18

15 5 石行 1 号 飯田市座光寺字
石行 円 径 12 直刀 ・剣 ・餃具 ・須

恵器

156 石行 2 号 同上 円 径 18 ．7　高さ2．9 横穴石室 直刀 ・鉄鉄 ・轡 ・辻．
金具 ・金環 ・須恵器

157 上野 飯田市座光寺字
上野 円 横穴石室 切子玉 ・馬具 ・直刀・

勾玉

158 島屋場 1 号 飯田市座光寺字
島屋場 円

変形四獣鏡 ・直刀 ・
勾玉 ・管玉

159 島場屋 2 号 同上 円
消滅

直刀 ・勾玉 ・切 子玉 ・
馬具

160 島屋場 3 号 同上 円
消滅

161 古市場 1 号 飯田市座光寺字
古市場

前方
後円

後円部径9．6
前方部痕跡な し

金銅丸玉 ・雲珠 ・辻
金具 ・土師器 ・須 恵
器

162 古市場 2 号 同上 円 直刀 ・勾玉 ・丸玉 ・
金環

163 畦地下 飯田市座光寺字
畦地下 円
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16 4 壱 丈車 1 号
飯 田市座光 寺 車

壱大 薮 円 径 7　 高 さ0 ．7 土師器 ・須 恵器

16 5 壱丈薮 2 号 同上
円
消滅 ヽ 直刀 ・須 恵器

166 壱丈薮 3 号 同上
円
消滅

167 並 木
飯 田市座光 寺 字
並 木

円
消滅

168 ． 市場
飯 田市座光 寺 字
市場

円
消滅

169 石 塚 1 号
飯 田 市座光 寺 字

石 塚
円 径 21 ．8　 高 さ3 ．3

横穴石 室
袖 な し

170 石 塚 2 号 同上 円 径 32 ．7　 高 さ5 ．4
横穴石 室
袖 な し

17 1 石 塚 3 号 同上 円

172 浅 間 同上 円 径 13 ．2　 高 さ1．9 直 刀

173
ナ ギジ リ 1
号

飯 田 市座光 寺字
ナ ジギ リ 円 径 9．1　 高 さ1．8

174
ナ ジギ リ　2
号

同上
円
消滅

須 恵器

175
ナ ジギ リ　3
号 同上

円
消 滅

土 師器

176． 石 原
飯 田 市座 光 寺字
石 原

円
滑 嘩

177 石 原 田
飯 田 市座 光 寺字
石 原 田

円
消 滅

17 8 白山
飯 田 市座 光 寺字
白山

円 径 15 ．5　 高 さ12 ．3

17 9 貴 兄塚
飯 田 市座 光寺 字
貴 兄塚 円 径 22　 高 さ4 ．5

18 0 田 中畑
飯 田 市座 光寺 宇
田 中畑

円 径 4　 高 さ 1 土師器

18 1 矢野 1 号
飯 田市座 光寺 字
矢 野 円 径 14 ．3　 高 さ 2

18 2 矢野 2 号 同上 円 径 2 1 ．3　 高 さ 1 土師器

18 3 中羽 場
飯 田市座光 寺 字
中羽 場 円 径 8．7　 高 さ 1 横穴 石室

184 井 下 横 同上 円 径 18　 高 さ2．1 横穴石 室
金 環 ・銀環 ・直 刀 ・
馬具 ・土 師器 ・須 恵

器

185 上 溝 1 号
飯 田 市松 尾字 上
溝

前方
後 円

全 長　 50
後 円部径 14 ．5
高 さ　 62
前 方部 高 さ3．9

横穴石 室

両袖

186 上 溝 2 号 同上 円
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古　 墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部 構 造 副　 葬　 品 葦石 埴 輪

18 7 上 溝 3 号 飯 田市 松尾字 上

溝
円

勾玉 ・丸玉 ・金 環 ・鋲 ・

鉄 鎖 ・雲 珠 ・鋼具 ・
土師器 ・須 恵器

18 8 上 溝 4 号 同上 円 径 9．8　 高 さ3．7

18 9 上 溝 5 号 同上
前 方
復 円

全 長4 0
復円部 径 21．8
高 さ7．9

横 穴石室

袖 な し

190
上 溝 6 号
（姫 塚 ）

同上
前方
復 円

全 長4 0
前 方部 幅 23．6
高 さ5．2
復 円部 の 高5．4

七 鈴鏡

19 1 上 溝 7 号 同上 円

192 上 溝 8 号 同上 円

193 上 溝 9 号 同上 円
1

194 上 溝 10号 同上 円

195 上 溝 11号 同上 円

196 上 溝 12号 同上 円

197 上 溝 13号 同上 円

198 上 溝 14号 同上 円 径 12．7

199 妙 前 1 号
飯 田市松 尾字妙
前

円 径 10．4　 高 さ1．3

200 妙 前 2 号 同上 円 径 15．4　 高 さ2 ．2

201
妙 前 3 号

（大塚 ）
同上 円 径 30．3　 高 さ4．9

202
妙 前 4 号
（坊 主 塚 ）

同上 円 径 3 ．1　 高 さ2．4

2 03 妙 前 5 号 同上 円 径 2 1．8　 高 さ4 須恵 器

2 04 妙 前 6 号 同上 円 径 1 1．7　 高 さ2．9

2 05 妙 前 7 号 同上 円 径 11　 高 さ1．8 土師 器 ・須 恵器

20 6
妙 前 8 号

（丸 山 ）
同上 円 径 1 3．9　 高 さ2．5

20 7
妙 前 9 号
（庚 申塚 ）

同上 円 直 刀

208 妙 前 10号 同上 円 径 12 ．7　 高 さ0．9

20 9 妙 前 1 1号 同上
円
消滅

2 10
妙 前 12号
（法 申塚 ）

同上
円
消滅

2 11 妙 前 13号 同上 円 土師器 ・須 恵 器

2 12 妙 前 14号 飯 田市松 尾字 妙
前

円 径 16 ．3　 高 さ0．7

213 妙 前 15号 同上
円
消滅
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古　 墳　 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部 構 造 副　 葬　 品 葺石 埴 輪

214 大菩 薩 飯 田市 松尾字 明 円
勾玉 ・管玉 ・切 子玉 ・
稟玉

215
御 射 山獅 子
塚

飯 田市 松尾字 御
射 山

前 方
後 円

216 代 田 1 号
飯 田市 松尾字 代

田

前 方
後 円

全 長63 ．6
前 方部 幅3 2 ．3
高 さ3 ．7
復 円部径 4 0

高 さ8 ．5

直 刀 ・鈴 ・玉類 ・土
師器 ・須 恵器

2 17 代 田 2 号 同上 円 径 14 ．5　 高 さ8 ．7

2 18 代 田 3 号 同上 円

219 代 田 4 号 同上
前方
後 円

l

2 20 上 毛 賀 1 号
飯 田市毛 賀字 上
毛 賀　 ＼

円 径 20 ．8 8　 高 さ5 ．7

2 21 上 毛 賀 2 号 同上 円

22 2 下 毛 賀 1 号
飯 田市毛 賀字 下
毛 賀

円
消滅

土 師器

22 3 下 毛 賀 2 号 同上 消滅 土 師器 ・須 恵器

224
下 毛 賀 2 号

（大塚 ） 同上 円 勾玉 ・臼玉

22 5
下 毛 賀 4 号
（石 田塚 ）

同上 円 管玉

226 下 毛 賀 5 号 同上 円 直 刀 ・勾玉

227 下 毛 賀 6 号 同上 円 須 恵器

228 下 毛 賀 7 号 同上 円 直 刀 ・勾玉 ・金環

22 9 古 城
飯 田市松 尾字 八
幡 山

円

230 茶柄 山 1 号
飯 田市松 尾字 茶
柄 山

円 径 15 ．2　 高 さ0 ．9

23 1 茶 柄 山 2 号 同上 円 径 14 ．2　 高 さ1 ．5

23 2 茶 柄 山 3 号 同上 円 径 22 ．6 ・高 さ1 ．7 剣 ・直 刀

233 茶柄 山 4 号 同上 円 径 12 ．7　 高 さ3 ．6

234 茶柄 山 5 号 同上 円 径 15 ．1　 高 さ1 ．2

235 北 原
飯 田市松 尾字 北

ノ原
円 径 15　 高 さ0 ．7 土 師器

236 妙 見 山 飯 田市松 尾字 八
幡原

円 径 16　 高 さ1 ．6

23 7 八 幡 山
飯 田市松 尾字 八
幡 山

円 径 23 ．7　 高 さ3 ．3 直 刀

238 大石 1 号
飯 田市松 尾字大

石
円 直 刀

239 大石 2 号 同上 円 径 5 ．2　 高 さ 2 土 師器 ・須 恵器
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古　 墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部 構造 副　 葬　 品 茸石 埴 輪

24 0 水 佐 代 1 号
飯 田市松 尾字 水

佐代
前方
後 円

全 長54 ．2
後 円部径 2 7．4
高 さ 4
前 方部 幅2 1．4
高 さ 4

須 恵器

24 1 水 佐 代 2 号 同上 円 径 10．9　 高 さ1．8

24 2
水 佐代 3 号
（羽場 下 ） 同上 円 径 9．1　 高 さ1．2

24 3
水 佐代 4 号
（狐 の森 ）

同上 円 径 6　 高 さ0．7 5 土 師器 ・須 恵器

244 清 見 寺 飯 田市松 尾字 城 円

245 下 の 宮 1 号
飯 田市松 尾字 下

の 宮
須 恵器

246 下 の 宮 2 号 同上 円

247
降 松
（穴 八幡 ）

飯 田市松 尾字 降
松

円

248 塚 越 1 号
飯 田市 駄科字塚
越

前方
後円

24 9 塚 越 2 号 同上 円

250 安 宅 飯 田市 駄科 円

25 1 神 道塚
飯 田市 駄科字 神
道塚

円 六 鈴鏡 ・須 恵器

252 権 現 堂 1 号
飯 田市 駄科 字 権
現堂

前方
後 円

全 長60 ．8
復 円部径 28 ．2
高 さ7 ．4
前 方部 幅26 ．2
高 さ4 ．6

胃 ・直 刀 ・土 師器 ・
須 恵器

円筒

253 権 現 堂 2 号 同上 円 直 刀 ・管玉 ・小 玉

254 前 林
飯 田市駄 科字 前
林

円 径 21　 高 さ2．6 須 恵器

255 境 界 山
飯 田市駄科 字 境
界 山

円 径 5．5　 高 さ0．6

256 松 ヶ崎
飯 田市駄科 字 松

ケ崎

円
消滅

土 師器 、・須 恵器

257 寺 前
飯 田市駄科 字 寺
前

円 径 16．6　 高 さ 1
丸玉 ・小玉 ・土 師器・・
須 恵器

258 引 廻
飯 田市駄 科字 引
廻

円
直 刀 ？轡 ・管玉 ・丸
玉 ・須 恵器＝

円 筒

259 日影 山平
飯 田市駄科 宇 目
影 山平

円
消滅

管玉 ・須恵器・

260 御所 山
飯 田市駄科 字御

所 山
円 径 14．9　 高 さ3．2

勾玉 ・管玉 ・切子 玉 ・
銀環 ・紡垂 車 ・石 製
品 ・土 師器＝・須 恵器

261 念地 山 1 号
飯 田市駄科 字 念
地 山

円
消滅

l

2 62 念地 山 2 号 同上
円
消滅
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古　 墳　 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部 構 造 副　 葬　 品 葺石 堰．輪

263 平塚 飯田市 駄科字 平
塚

円 径 8．2　 高 さ 4 直 刀

264 池 田
飯田市 駄科字 池
田

円

265 塚 田 飯 田市駄 科字塚
田

円
消 滅

2 66 井 間 飯 田市駄科 字井
間

円
消滅

267 番 匠塚 飯 田市駄科 字番
匠塚

円 径 ・38 ．4　 高 さ 4

268 ヒエ 田
飯 田市駄科 字井
添

円
消滅

269 丸 畝町 飯田市 駄科 字丸
畝 町

円

2 70 張 原丸塚 飯田市 駄科字 張
原

円 径 12　 高 さ1．5
鈴鏡 ・直 刀 ・勾 玉 ・
管玉

27 1 樋 ノ ロ 飯 田市駄 科字樋
ノロ

円
消滅

272 トヤ 田 飯 田市駄科 字 ト
ヤ 田

円
消滅

273 井 添 1 号
飯 田市駄科 字井
添

円

274 井 添 2 号 同上 円

2 75 原 飯 田市 駄科字 原 円
消滅

27 6
ゲ ンチ ャ ウ
ナ ギ 、1 号

飯田市 駄科字 ゲ

ンチ ャウナ ギ
円 径 11 ．8　 高 さ3 ．6

27 7
ゲ ンチ ャ ウ
ナ ギ 2 号 同上

円
消 滅

278 北 羽場 1 号 飯 田市駄科 字北
羽場

円
消滅

279 西 原
飯 田市長 野原字
西原

消滅

2 80 御殿 塚 飯田 市長野 原宇
塚

円
消滅

径 1．1　 高 さ6 ．5

2 81 中井 田西
飯田市 長野 原字
中井 田町

円 径 12

28 2 中井 田 1 号 同上 円 径 18 ．2　 高 さ1．2
直 刀 ・轡 ・勾玉 ・管

玉 ・小玉 ・鏡

283 中井 田 2 号
飯 田市長 野原 字
中井 田

円 径 19 ．9　 高 さ3．6

284 西 羽場 同上 円
消滅

環 頭柄 頭 ・剣 ・直 刀

2 85 三 ツ塚 1 号 飯 田市長野 原字

一 ツ塚
円 径 27 ．6　 高 さ1．9

2 86 ニ ッ塚 2 号 同上 円 径 15 ．9　 高 さ 3
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古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部構造 副　 葬　 品 葦石 埴輪

287 金 山 飯田市長野原字
金山

288 藤塚 1 号 飯田市長野原字
藤塚

円
消滅

289 藤塚 2 号 同上 消滅

290 福宮 飯田市長野原字
福富

円
消滅

291 大座 1 号 飯田市時文字大
座 円 径10 ．9　高さ3．5

292 大座 2 号 同上 円 径5．4　高 さ0 ．9

29、3 持田 飯田市時又字持
田 消滅

294 横前
飯田市時又字横
前

円

295 安城垣外 飯田市時又字安
城垣外 円

296 前の原 1 号 飯田市桐林字長
溝谷

円
消滅

297 前の原 2 号 飯田市桐林字前
の原

円
消滅

298 前の原 3 号 同上 円
消滅

299 前の原 4 号 同上 円
消滅

300 前の原 5 号 同上 円
消滅

301 前の原 6 号 同上 円 径 16　高 さ2．2
金環 ・轡 ・丸玉 ・土
師器 ・須恵器

302 高見 飯田市桐林字高
見

土師器 ・須恵器

303 久保尻 1 号 飯田市桐林字久
保尻

円
消滅

304 久保 尻 2 号 同上 円
消滅

305 久保尻幸神 同上 円
消滅

306 殿垣外 1 号 飯田市桐林字殿
垣外

円
消滅

307 殿垣外 2 号 同上 円
消滅

308 殿垣外 3 号 同上 円
消滅

直刀 ・鉄鎖

309 殿垣外 4 号 同上 円
消滅

珠文鏡 ・鉾 ・丸玉

310 殿垣外 5 号 同上 円
消滅
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古　 墳　 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部構 造 副 ．葬　 品 葺 石 埴 輪

311
塚 原 1 号
（二子塚 ）

飯 田市桐 林字塚
原

前方
後円

全長 72
後 円部径 41 ．4
高 さ 6
前方 部幅 44 ．6
高 さ6．5

竪 穴石 室 土 師器 ・須 恵器ニ 形 象

3 12
塚 原 2 号
（内 山塚 ）

飯 田市 桐林 字塚
原 円 径 3 1 ．3　 高 さ2．8 横穴石 室

剣 ・刀 子 ・鉄 鉄

3 13 塚 原 3 号 同上 円 径 26 ．1　 高 さ4 ．4

3 14 塚 原 4 号 同上 円 径 30 ．5　 高 さ5 ．7

3 15 塚 原 5 号 同上 ・ 円 径 5．8　 高 さ3．8 竪穴 石室．
四獣鏡 ・短 甲 ・馬鐸 ・
直 刀

3 16 塚 原 6 号 同上
円
消滅

3 17 塚 原 7 号 同上 円 径 22　 高 さ0－．4

318 塚 原 8 号 同上
円
消滅

l

319 塚 原 9 号 同上 円
消滅

320 塚 原 10 号 同上 円 径2 0 ．1　 高 さ3．5 内行 花文 鏡

321 塚 原 11号 同上 円 径 18 ．2

322 塚 原 12 号 同上
円
消滅

323 塚 原13 号 同上
円
消滅

3 24 塚 原14 号 同上
円
消 滅

金環 ・土 師器 ・須恵

器
円 筒

3 25 塚 原15号 同上
円
消 滅

32 6 塚 原16号 同上
円
消 滅 ・

32 7 丸 山
飯 田市桐 林 字丸
山

前 方
後 円

32 8 中屋 1 号
飯 田市桐 林字 中
屋

円
消滅’

329 中屋 2 号 同上
円
消滅

330
坊 主新 田 1
号

飯 田市桐 林字 坊
主新 田

円
消滅

331
坊 主新 田 2
号

同上
円
消滅

332
泥 抜

飯 田市桐 林字 泥
抜 円 径20 直 刀

3 33 塚 田
飯 田市桐林学 塚
田

円
消滅

33 4 北 羽場 1 号
飯 田 市桐林 字北

羽 田
消 滅
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古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 茸石 埴！輪

335 北羽場 2 号 飯田市桐林字北
羽場

円
消滅

336
久保在家 1
号

額田市桐林字久
保在家

円
消滅

337
久保在家 2
号 同上 円

338 田中 飯田市桐林字田
中

円
消滅

339 公文新 飯田市桐林字公
文所

円
消滅

340 尾畑 飯田市桐林字尾
畑 円 径15　高さ 1

341 中尾畑 飯田市桐林字中
尾畑

円

342 庵ノ塚 1号 飯田市桐林字庵
塚

円
消滅

343 庵 ノ塚 2 号 同上 円
直刀 ・鉄銀 ・鈴 ・丸
玉 ・切子玉 ・馬具

344 梶垣外・ 飯田市桐林字梶
垣外 円 径11．2　高さ1

345 宝下
飯田市桐林字宝
下

円
消滅

346 大塚
飯田市桐林字大
塚

前方
後円

全長73
後円部径49
高さ 9

水鳥

347 兼清塚 飯田市桐林字兼
清塚

前方
復円

全長63．6
後円部径28
高さ5

二神二獣鏡 ・四神四
獣鏡 ・内行花文鏡 ・
直刀 ・勾玉 ・丸玉 ・
鉄金族

348 念仏1家
飯田市桐林字兼
清塚

円 径 9　 高さ1．8

349 塚 － 飯田市桐林宇塚 円
消滅

350 下原 1号 飯田市桐林字下
原

円 径 11．9　高さ3．1

351 下原 2 号 同上 円 横穴石室 直刀 ・金環 ・銀環 ・
馬具 ・須恵器

352 芳田
飯田市桐林字芳
田

円 径 16．8　高さ3．2

353 中原 1号 飯田市桐林字中
原 円 径13　高さ 2

354 中原 2 号 同上 円 直刀 ・轡

355 金山 1号 飯田市上川路 前方
後円

全長49．1
後円部径37 ．2
高さ7．9
前方部幅36 ．4
高さ6．1

環鈴 ・鈴 ・砥石 ・土
師器

356 金山 2 号 同上 円 径8．6　高さ1



IOI　第三章　信濃の古墳文化

古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 埴輪

357 金山 3 号 同上 円
消滅 径8 ．6　高 さ1

358 金山 4 号 同上 円
消滅 金環 ・管玉

359 金山 5 号 円
消滅

360 金山 6 号 同上 円 径22 ．9　高 さ5．2

36 1 金山 7 号 同上 円
消滅

362 金山 8 号 同上 円 径14 ．8　高さ3．9

36 3 金山 9 号 同上 円 径10

364 浅間塚 飯田市上川路字
大畑 円 径10．5　高さ21．9 須 恵器・

365 伝平城 同上 円
消滅 剣 ・直刀

366 天 白
飯田市上川路字
天白

円
消滅 須恵器 円筒

367 宮 ノ協 1 号
飯田市上川路字
宮ノ協

円
消滅

368 宮 ノ協 2 号 同上 前方
後円

マウン ド
消滅
横穴石室
露出

369 上 ノ坊 1 号 飯 田市上川路字
上 ノ坊

前方
後 円

全長46 ．4
後円部径19
高 さ6
前方部幅20．8
高 さ5

37 0 ．上ノ坊 2 号 同上 円 径9 ．1　高さ5 ．5

37 1 新屋敷 飯田市上川路字
新屋敷 －

円
消滅

372 町並 飯田市上川路字
町普

前方
後円
消滅

横穴石室

373 塚前
飯田市上川路宇
塚前

円
消滅

374 西 1 号
（御猿堂）

飯田市上 川路字
西

前方
後円

四仏四獣鏡 ・剣 ・直刀
環頭柄頭 ・桂 甲 ・
小札 ・鉄金族・轡 ・雲
珠 ・杏葉 ・土師器 ・
須恵器・勾玉・切子玉

形象
円筒

375 西 2 号 同上 円
消滅 剣 ・玉類

376 西 3 号 同上
円消
消滅

377 権現 1 号 飯 田市上川路字
権現 円



第一節　伊郡谷とその周辺IO2

古　 墳　 名 所　 在　 地 形 状 規　　 模 （m ） 内部構 造 副　 葬　 品 茸 石 埴 輪

37 8 権 現 2 号
飯 田市上 川路字
権 現

円
消 滅

3 79 権現 3 号 同上 円 径 18 ．5　 高3 ．4
珠文 鏡 ・直 刀 ・短 甲・
鉄鎖 ・鈴 付鏡 板

38 0 権 現 4 号
飯田市 上 川路字
権 現

円
消 滅

轡 ・杏葉 ・雲 珠 ・金
箔

38 1 下高 野
飯田市上 川路字

下 高野
円
消滅

剣 ・直 刀

38 2 ギ ヲン田 同上
円
消滅

鉄 銀

38 3 中林．1号
飯田市 伊豆 木字
中林・

円 径 18　 高 さ 3

384 中林 2 号 同上 円 径 13　 高 さ1 ．5

38 5 中林 3 号 同上 円 径 14　 高 さ 4

38 6 島垣 外
飯 田市伊 豆 木字

垣外
円
消滅

直 刀

387 石 原 田
飯 田市伊 豆木 字
青木 円 径 9　 高 さ1．8

変 形鏡 ・剣 ・直 刀 ’

刀子柄 ・胃 ・短 甲 ・
桂 甲 ・小 札 ・鉾

円筒

388 塚 山
飯 田市伊 豆木 字
平塚 山

円 径 16 ．4　 高 さ3 ．9 金 環 ・銀環 ・須 恵器

389 矢 平 1 号
飯 田市伊 豆木 字
矢平

円
消滅

直 刀 ・剣 ・管玉 ・金
環 ・鉄 鉄 ・須 恵器

390 矢 平 2 号 同上
円
消滅

39 1 唐 沢 1 号
飯 田市伊 豆木 宇
摩利 支天

円 径 5．5　 高 さ1．4

392 唐 沢 2 号 飯 田市伊 豆木 字
川上 林

円 径 8．3　 高 さ 1

393 狐：象 飯 田市伊 豆木 字
狐 塚

円 径 16．5　 高 さ2．2

394 入 道 洞 1 号
飯 田市伊豆 木 字
入＿道 洞

円 径 21　 高 さ 1

3 95 入 道 洞 2 号 同上 円 径 13　 高 さ0．5

3 96 入道 洞 3 号 同上 円 径 14 ．6　 高 さ1．5

3 97 別所 原
飯田 市下 瀬字別
所 原

円

3 98 高松 1 号 飯田 市伊豆 木字
高松

円 径 16　 高 さ 2

3 99 高松 2 号 同上 円 径 12 ．7

40 0 高松 3 号 同上 円 竪 穴石 室．
直 刀 ・胃・短 甲 ・

須恵器二
円筒

40 1 高松 4 号 同上
円
消滅

剣 ・直刀 ・短 甲 ・鉾

40 2 高松・5 号 同上 円 径 8．3　 高 さ0 ．9



IO3　第三章　信濃の古墳文化

古 墳 名 出　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部 構 造 副　 葬　 品 葺 石 埴 輪

40 3 高松 6 号 飯 田市伊 豆木 字
高松 円 径 12 ．3　 高 さ1 ．2 直刀

404 高松 7 号 同上 円 径 18 ．2　 高 さ2 ．8 勾玉 ・管玉 ・五 鈴鏡

40 5 高松 8 号 同上 円 径2 5 ．5　 高 さ2 ．2 直刀

40 6 山伏塚
飯 田市伊 豆木 字
山伏塚

円 径 12 ．3　 高 さ 1

40 7 坊主塚洞 1 号
飯 田市伊 豆木 字
坊主塚 ケ洞

円 1
消滅

408 坊主塚洞 2 号 同上 円 径10　 高 さ 3

40 9 前 田
飯 田市伊 豆木 字
前 田

円
消滅

4 10 家 ノ裏 1 号
飯 田市伊 豆木 字
家 ノ裏 円 径 13 ．6　 高 さ2 ．4 直 刀 ・金環 ・銀 環

4 11 向 田
飯 田市伊 豆木 字
向 田

円
消滅

管 玉 ・杏 葉 ・須 恵器

4 12 竹 ノ上
飯 田市伊 豆木 字
竹 ノ上

円 径 17　 高 さ 3
剣 ・勾玉 ・管玉 ・金

管

4 13
宮ず る様 1
号

飯 田市伊 豆木 字
宮 ず る様

円 径 18　 高 さ1 ．8 剣

4 14 宮ずる様2 号 同上 消滅

4 15
宮ず る様 3
号 同上 円 径 15 ．7　 高 さ 2

直 刀 ・勾玉 ・管玉 ・
金 環 ・銀環 ・馬具

4 16 新 道 平 1 号
飯 田市下 瀬字 新
道平 円

4 17 東照 坊 1 号
飯 田市 立石字 東
照坊

円 径 3 ．64　 高 さ1 ．8

4 18 東照 坊 2 号 同上 円 径 2 ．72　 高 さ 1

4 19 山 中
飯 田市 立石字 山
中 円 径 1 2 ．7　 高 さ2 ．4 須 恵器

420 後畑
飯 田市 立石字 後

畑

円
消滅

42 1 甲賀塚：
飯 田市 立石字
城

円 径 5 ．7　 高 さ2 ．4

42 2 直慶 地
飯 田市 立石字 直
慶地

円
消滅

42 3 北の 原 1 号
飯 田市 立石字 北

の 原

長持 形石
棺 直 刀

424 北の 原 2 号 同上
円
消滅

42 5 北の 原．3 号 同上
円
消滅

42 6 北の 原 4 号 同上 円

42 7 在 京 原 1 号
飯 田市 立石字 原
林

円



第一節　伊那谷とその周辺IO4

古　 墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 埴輪

45 3 大塚
飯 田市上殿 岡字
下大久保

円
消滅 直刀

45 4 丸山 1 号
飯 田市三 日市場
字丸山 円 径 8．5　高 さ 2

45 5 丸山 2 号 同上 円 直刀

456 日陰前
飯田市三 日市場
宇 目蔭前

円
消滅

457 大塚
飯田市中村字大
場

円 径 13．8　 高 さ0．5
直刀 ・土師器 ・須恵
器

458 寺畑
飯田市中村字寺
畑 円

459 権現原 1 号
飯田市中村字権
現原

1

円 直刀

4 60 権現原 2 号 同上 円 径 18 ．6　 高さ1．7

46 1 権現原 3 号 同上 円 径 18 ．3　 高さ2．8

46 2 塚本
飯田市中村字 ト

ヤ ノヾ
円
消滅 須恵器

463 狐塚
飯田市中村字狐
塚 ．

円 直刀

464 大名塚
飯田市中村字大
名塚 円 径 12．8　 高さ 1 直刀

4 65 宮原 1 号
飯田市中村字宮
原

円
消滅

直刀

466 宮原 2 号 同上
円
消滅 直刀

467 経塚 原 1 号
飯 田市中村字上

ノ原
円 径 8．9　 高さ1．5

46 8 経塚原 2 号
飯 田市三 日市場
字経塚原

円 径 5．5　 高さ1．5

46 9 一ツ塚
飯田市中村字一

ツ塚
円 径 26．1　 高さ3 ．2

470 大畑
飯田市中村字大
畑

円 径 29．8　 高さ3 ．4 盤龍鏡

4 7 1 よぎ原
飯田市中村字 よ
じ原 円 勾玉 ・管玉

472 蓬塚 飯田市中村字 よ
もぎ塚

円
消滅

473 上 ノ原
飯田市中村字上
ノ原 円 径 3　 高さ 1

47 4 金堀塚
飯 田市山本字西
平金堀塚

円
消滅

」内行花文鏡 ・勾玉 ・
環頭柄頭

47 5 石子原
飯田市山本字南
平厚原 円 径 16．8　 高さ0 ．8 勾玉 ・土師器 ノ

ノ

476 大塚
飯田市竹佐字大
塚 円 径 34．8　 高 さ2 ．5



IOラ　第三章　信濃の古墳文化

古　墳　名 所一　在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部構造 副　 葬 ．晶 葺石 堰．輪

428 在京原 2 号 飯田市立石字原
林 円

429 在京原 3 号 同上 円 径12　高さ 1

430 笛吹 1 号 飯田市立石字笛
吹 円 直刀 ・須恵器

431 笛吹 2 号 同上 須恵器

432 笛吹 3 号 同上 円
消滅

433 笛吹 4 号 同上 円

434 南方 1 号 飯田市立石字南
方

円

435 南方 2 号 飯田市立石字南
方 円 直刀

436 弥平塚 飯田市立石字位
京原 円

437 文吾林 1 号 飯田市立石字文
吾林

円
消滅

438 文吾一林 2 号 同上 円 直刀

439 北の平 飯田市北方字北
の平

円

440 ニ ッ塚 1 号 飯田市北方字位
京

441 ニ ッ塚 2 号 飯田市北方字寂
田

円

442 梅 ヶ久保 飯田市大瀬木字
昭和 円 径8．6　高 さ1．6

443 西 ノ原 飯田市大瀬木字
西 ノ原

円
消滅

444 茶釜塚 飯田市大瀬木字
横旗

円
消滅

445 大塚 飯田市大瀬木字
栃下

円 径 6　 高 さ1．5

446 浅間塚 飯田市大瀬木字
富士塚 円 径15　高さ4．5

447 富士塚 同上 円 勾玉

448 市場 屋敷 飯田市上殿岡字
市場屋敷

直刀

449
公文所前 1
号

飯田市上殿岡字
公文所前

円

450 公文所前 2
号 同上 円 径4 ．9　高 さ1．4 直刀 ・須恵器

451 北村 飯田市上殿岡字
北村 円 径3 ．3　高さ0．5 土師器 ・須恵器

452 狐塚 飯田市上殿岡字
狐畢

円
消滅



第一節　伊郡谷とその周辺IO6

古　 墳　 名 所　 在　 地　　 形状 規　　 模 （m ）　 内部構造 副　 葬　 品 葺石 埴輪

4 77 狐塚 飯田市山本字狐
塚

円 径 11 ．2

4 78 もりの塚
飯田市竹佐字 も
り

円 径 15　 高さ1．5

4 79 塚 ノコシ 飯田市竹佐宇塚
ノコシ

円
消滅

48 0 大洞 1 号
飯田市箱川字大
洞

円 径 18 ．2　 高 さ1．6

48 1 大洞 2 号 同上 円 径 2 1．3　 高 さ1．4

48 2 ミヤシタ
飯田市久米字 ミ

ヤシタ
円
消滅

刀子 ・須恵器

48 3 塚本 飯田市久米字 ミ

．本

円
径 1 1．2　 高 さ0．5

484 タカハシ
飯田市虎岩字 タ

カハ シ
円
消滅

485 屋敷 飯田市虎岩字屋
敷

円
消滅

刀子 ・鐸 ・馬具 ・轡・
土師器 ・須恵器

4 86 塚平
飯田市虎岩宇塚
平

円
半壊

径 11．2　 高さ1．7

4 87 ハチマン
飯田市虎岩字ハ
チマ ン

円．
消滅

直刀

4 88 塚 越
飯田市虎岩字塚

越
円 径 4 ．3　 高 さ1．4

4 89 日向沢 飯田市虎岩字 日
向沢

円
消滅

須恵器二

4 90 中島 飯田市虎岩字中
島

円　 r
消滅

4 91 赤坂 飯田市久堅字和
久平赤坂

円
消滅

横穴石室

492 塚穴洞
飯田市久堅字小
林塚穴洞

円
消滅

横穴石室

493 宮 ノ背 飯田市久堅字柿
ノ沢宮 ノ背

円

4 94 下 ノ平
飯田市久堅字南
原下 ノ平

円 径 7．4　 高 さ2 ．1

4 95 蓼原 飯田市川路字蓼
原

円

4 96 花御所 1 号
飯田市川路字花
御所 円 径 8 ．8　 高 さ1．9

金環 ・銀環・雲珠 ・轡 ・
勾玉・切子王・鉄金族・土
師器 ・須恵器 ・辻金具

49 7 花御所 2 号 同上 円
消滅

498 花御所 3 号 同上 円 径 4．6　 高さ 1

499 花御所 5 号 同上 円
消滅



IO7　第三章　信濃の古墳文化

古　 墳　 名 所　 在　 地 形 状 規　　 模 （m ） 内部構 造 副　 葬　 品 葺石 埴 輪

50 0 花御 所 5 号
飯 田 市川路 字花
御 所

円
消滅

5 01 花御 所 6 号 同上 円 径 7 ．7　 高 さ 1 ．0 土 師器

5 02 花御 所 7 号 同上
円
消滅

5 03 花御 所 8 号 同上 円 径 7 ．6　 高 さ1 ．7

50 4 花御 所 9 号 同上
円
消滅

50 5 花御 所 10号 同上
円
消滅

5 06 花御 所 11号 同上
円
消滅

5 07 ∫花 御所 12号 同上
円
消滅

土 師 器 ・須 恵 器

508 花 御所 13 号 同上
円
消滅

5 09 今 洞 1 号
円
消滅

510 今 洞 2 号 同上 円 径 20 ．2　 高 さ2 ．9

51 1 今 洞 3 号 同上 円 径 14 ．5　 高 さ2 ．6 直刀

512 今 洞 4 号 同上
円
消 滅

51 3 今 洞 5 号 同上 円 径 11　 高 さ1 ．5
斧 ・馬鍬 ・直 刀 ・土
師器 ・須 恵器

514 今 洞 6 号 同上
円
消滅

5 15 久保 田 1 号
飯 田市 川路 字 久
保 田

前方

後 円

ノ

5 16
御 射 山原 1
号

飯 田市 川路 字御
射 山 原

円 径 1 1 ．7　 高 さ2 ．2
直 刀 ・金環 ・馬具 ・

土 師器 ・須 恵器

5 17
御 射 山原 2
号

同上
円
消滅

5 18
御射 山原 3
号 （下辻 ）

同上 円 径1 1 ．8　 高 さ4 ．3 横 穴石 室

5 19 殿 村 1 号
飯 田市 川路字 殿
村

円

・消滅

四獣鏡 ・素文 鏡 ・管

玉

5 20 殿 村 2 号 同上
円
消滅

5 21 月 ノ木 1 号
飯 田市 川路字 月

ノ木
円 径 10 ．5　 高 さ11 直刀

5 22 月 ノ木 2 号 同上 円 径2 ．1　 高 さ0 ．7

523 月 ノ木 3 号 同上
円 ．
消滅

524 月 ノ木 4 号 同上
円
消滅
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古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 堰．輪

525 月ノ木 5 号 飯田市小路字月
ノ木

円
消滅

526 明殿脇 1号 飯田市川路字明
殿脇 円

527 明殿脇 2 号 同上 円

528 明殿脇 3 号 同上 円

529 坂裾 飯田市川路字坂
裾

円
消滅

530 下辻垣外 飯田市川路字下
辻垣外

円
消滅

531 辻垣外 1 号 飯田市川路字辻
垣外

円
消滅

532 辻垣外 2 号 同上 円
消滅

533 丸山 飯田市川路字稲
葉

円 金環 ・宵・勾玉 ・須
恵器

534 大荒神 飯田市川路字荒
神 円 径11．1　高さ1 土師器

535 下井戸 同上 円

536 庚申塚 飯田市川路字大
明神

円
消滅

537 八王子塚 飯田市川路字大
野垣外

円 ー　●

538 切石 鼎町鼎字切石 須恵器

539 鞍骨 鼎町鼎字鞍骨 円 径 19．8　高さ 1

540 大1家 鼎町鼎字宮下 円

541 萱垣 鼎町鼎字董垣 円

542 宮ノ原 鼎町稲井字宮ノ
原

円 径4．2　高さ0．71

543 西の原 鼎町稲井字西の
原 円 径7．3　高さ1．3

544 行人塚 鼎町稲井字行人
家 円 径13．4　高さ 3

545 地蔵堂 鼎町稲井字地蔵
堂 円 径11．5　高さ1．7

546 物見塚 鼎町稲井字物見
塚

円 径18．2　高さ4．9 土師器

547 京田原 阿智村春 日字京
田原

円
消滅

土師器・・須恵器こ

548 狐塚 1号 阿智村春 日字下
平

円 径19．6　高さ3．5 土師器 ・須恵器＝

549 狐塚 2 号 同上 円
消滅
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古　墳 名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葦石 埴輪

550 五反田 1 号 阿智村駒場字五
反田

円
消滅

551 五反田 2 号 同上 円
消滅

552 五反田 3 号 同上 円
消滅

1
553 古城 阿智村駒場字古

城
円

‖消滅

554 漆垣外 阿智村駒場字漆
垣外

円
消滅

須恵器

555 無常土 阿智村駒場字舞
常土 円 径11　高さ 1 土師器・・須恵器

556 城坂1 阿智村駒場字城
坂

円
消滅

557 千人塚 阿智村駒場字木
戸脇 円 径 9．5　高さ1．7

558 島垣外 阿智村駒場宇島
垣外

円
消滅ご

勾玉 ・管玉

。559 長塚 阿智村駒場字横
手口

円
消滅

刀子

560 庚申塚． 一阿智村駒場字合
戸替

円
消滅

561 坊塚 同上 円 径14 ．9　高さ2．3

56 2 姥塚 阿智村駒場字 山
の神下

円
滑嘩

563 塚本 阿智村伍和字塚
本 円 径8．8　高 さ2

564 塚腰 阿智村伍和字下
山

円
消滅

565 浅間塚 上郷村黒田字浅
間塚 円

566
ドドメキ 1
号

上郷村別府字 ド
ドメキ 円

567
ドドメキ2
号 同上

前方
復円

直刀 ・刀子 ・鉄金族・
轡 ・鐸 ・金環・銀環 ・
雲珠 ・管玉 ・切子玉 ・
紡錘車 ・鍬 ・土師器 ・
須恵器

568 ドドメキ 3
号 同上 円 管玉 ・切子玉 ・小玉 ・

土師器

569 ドドメキ4
号 同上 円

570 中島 1 号 上郷村別府字中
島 円

571 中島 2 号 同上 円
管玉 ・切子玉 ・ソロ
バン玉 ・須恵器 ・石
製模造品
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古　 墳　 名 所　 在　 地 形状 規　　 模 （m ） 内部構造 副　 葬　 品 葦石 埴輪

572 中島 3 号
上郷村別府字中
島

円 勾去

573 中島 4 号 同上 円
管玉 ・丸玉 ・切子玉 ・
多稜形玉

574 l 中島 5 号 i 同上 円 径 9．1　 高さ2．1
管玉 ・土師器 ・須恵

器　　　　　　　　　 l l

5 75 中島 6 号 上郷村別府字向

垣外
円 径 11　 高1．2 轡 ・須恵器

5 76 中島 7 号 上郷村別府字中
島

円

577 中島 8 号 同上 円

5 78 中島 9 号 同上 円

5 79 中島10号 ′同上 円

58 0 化石 1 号
上郷村別府字化

石
円 径 19．5　 高 さ3 ．6 横穴石室

5 81 化石 2 号 同上 円 直刀 ・須恵器

582 番神塚
上郷村別府字北

村

前方
後円

横穴石室 鈴鏡 ・直刀 ・勾玉

583 溝 口の塚
上郷村飯沼字堂
垣外・

円
l

5 84 弓矢 上郷村別府字弓
矢

円

直刀 ・柄頭 ・金環 ・
銀環 ・銀線 ・鉄金族・

切子玉 ・馬具 ・須恵
器

585 川底 同上 轡．・須恵器

586 聖賢塚
上郷村別府字榎
木戸

円 径 6．7　 高 さ1．8 横穴石室

587 中井 上郷村別府字中
戸

円

588 庚 甲原
上郷村別府字庚
井

円 径 16．3　 高さ 3 丸玉

589 宮前垣外 上郷村別肝字宮
申原

円

590 鳥屋場
上郷村利府字鳥

屋場
円 土師器

59 1 久保
上郷村別府字久
保

土師器 ヽ

59 2 門前 上郷村飯沼 円
直刀 ・刀子 ・鐸 ・鉄
錐 ・土師器 ・須恵器

59 3 天神塚
上郷村飯沼字天
神塚

前方
後円

全長74 ．5
前方部幅 39 ．4
高 さ7 ．5

坤獣鏡 ・四鈴鏡 ・環

頭柄頭 ・鉄錐 ・馬具・
鈴 ・馬鈴 ・杏葉 ・’丸
玉 ・蜜柑玉・切子玉・

臼玉 ・稟玉

594 塚 田
上郷村飯沼字塚
田

円
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古　 墳　 名 所　 在　 地 形 状 規　　 模 （m ） 内部 構造 副　 葬　 品 葦 石 堰．輪

5 95 申 しま 上 郷 村飯沼 字 申
しま

円
消滅

596 神 道 塚 下 条村 陸沢字 神
道塚

円 径 38　 高 さ 1 ．2

597 若 宮 坂
下 条村 陸沢字 若
宮坂 円

598 ・塚．田 下条 村陸 沢宇塚．
田

円

599 月 井 戸
下条 村陸沢 字 月
井 戸

円 径 2 ．6　 高 さ1 ．4

6 00 宮 ノ原 下 条村 陸沢 字宮
ノ原

円 径 3　 高 さ 0 ．6

60 1 大 麦 田
下 条村 陸沢字 大
麦 田

602　°京 ノ塚 下 条村 陸沢字 京
ノ塚

円 径 10 ．6　 高 さ 1 ．4

603 塚 沢
下条 村陸 沢宇塚
沢

円

604 岩塚 下条 村陸 沢字岩
塚

円

6 05 高 1家 下 条 村陸沢 字親

田
円

60 6 藤塚 下 条 村陽皐 字藤
塚．．

円 径 24　 高 さ 0 ．8

607 万 蔵 塚
下 条村 陽皐 字上
野 原

円

608 塚 越．1 号
下 条村 陽皐字塚
越

前方
復 円

全 長 72 ．7
復 円部径 26 ．4
高 さ7 ．8
前 方部 幅 15 ．3
高 さ7 ．8

丸玉

609 塚 越 2 号 同上
円
消滅

6 10 塚 越 3 号 同上 円 径 4 ．7　 高 さ0 ．5

6 11 長塚 林 下条村 陽皐 字長
塚：林

円 径 9　 高 さ 0 ．9

6 12
ヽ

堤林． 阿 南 町北条字 堤
林 円 直 刀 ・須 恵器

613 大 平
阿 南町 北条字 大
平

円 径 11 ．6　 高 さ 0 ．6 刀子 ・鉄鋪 ・土 師器＝・
須 恵器

614 大 畑
阿 南町 西条字 エ

ウ ド
円 径 9 ．8　 高 さ2 ．1 横 穴石室 勾 玉 ・須 恵器

615 大 開工 阿 南町 南条字大
開工

6 16 八幡 社 の 家 同上 円 径 8 ．5　 高 さ1 ．5

6 17 種 田 塚
阿南 町南 条字 ヒ

ル イノヾ
円 径 17 ．6　 高 さ3 ．4 横穴石 室

直 刀 ・土 師器 ・須 恵

器
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古　墳　名 所　 在　 地 形状 規　　 模（m ） 内部構造 副　 葬　 品 葺石 埴輪

618 塚谷垣外 阿南町南条宇塚
谷垣外 円

619 新熊山 阿南町自閉字新
熊山 円 横穴石室 須恵器

620 ・他所根 阿南町言草字栗
野他所根 円

直刀 ・土師器 ・須恵
器

621 天宝林 阿南町富革字莱
野天宝林

円 径16．4　高さ3．2 横穴石室

622 堂保 阿南町富革字粟
野堂保

円 径10．8　高・・さ1．9 横穴石室 直刀

623 塚山 阿南町富革字栗
野塚山 円 径15．1　高さ3．8

624 上垣外 阿南町言草字上
梅田上垣外

直刀 ・土師器 ・須恵
器

625 上栗田 阿南町富革字鴨
目山田 円 径10．3　高さ4．7 直刀 ・鉄鎖 ・柄頭 ・

土師器 ・須恵器
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ら
は
銅
盤
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
も
七
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
の
外
に

も
末
期
古
墳
に
属
す
る
も
の
も
あ
る
と
思
う
が
、
確

実
な
副
葬
品
や
正
式
な
調
査
が
行
わ
れ
た
古
墳
が
数

少
な
い
の
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

神
坂
峠
を
越
え
て
信
濃
に
入
っ
た
古
墳
文
化
は
飯

田
盆
地
に
最
初
に
根
を
お
ろ
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の

時
期
は
遅
く
見
て
も
五
世
紀
初
期
頃
で
前
期
古
墳
末

葉
か
中
期
古
墳
文
化
の
は
じ
め
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

飯
田
盆
地
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
古
墳
文
化
は
、
北
上
し

て
上
伊
那
郡
に
進
出
し
た
（
後
期
古
墳
文
化
期
）
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
王
墓
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
よ
っ
て
上
伊
那
都
の
古
墳
文
化
は
伊
那

谷
の
第
二
に
展
開
し
た
古
墳
文
化
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。な

お
飯
田
盆
地
に
お
い
て
も
飯
田
市
の
川
路
、
桐

林
地
区
の
南
部
に
中
期
古
墳
が
築
造
さ
れ
、
後
期
に

至
る
と
北
部
の
高
岡
古
墳
群
が
築
造
さ
れ
北
進
を
開

始
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

伊都谷の前方後円墳

古　 墳　 名 全　　　 長 後 円 部 の 径 後 円 部 の 高 さ 前 方 部 の 幅 前 方 部 の 高 さ

1 天　　 神　　 塚 74 ．5 3 9 ．4 7 ．5

2 大　　　　　 塚 73 ．0 4 9 9

3 塚　 越　 1　 号 7 2 ．7 2 6 ．4 7 ．8 1 5 ．5 7 ．8

4 塚　 原　 1　 号 7 2 ．0 4 1 ．4 6 ．0 4 4 ．6 6 ．5

5 高　 岡　 1　 号 7 2 ．0 4 1 ．9 5 ．5

6 西 1 号 （御 猿 堂 ） 66 ．0 2 6 ．4 8 ．5 2 9 ．6 9 ．0

7 代　 田　 1　 号 6 3 ．6 4 0 ．0 8 ．5 3 2 ．3 3 ．7

8 兼　　 清　　 塚 63 ．6 2 8 ．0 5 ．0

9 権 現 堂 1 号 6 0 ．8 2 8 ．2 7 ．4 2 6 ．2 4 ．6

1 0 王　　　　　 墓 60 ．0 3 0 ．0 1 0 ．2 4 5 ．0 1 1 ．0

1 1 永 佐 代 1 号 5 4 ．2 2 7 ．4 4 ．0 2 1 ．4 4 ．0

1 2 上　 溝　 1　 号 5 0 ．0 1 4 ．5 6 ．1 3 ．9

1 3 金　 山　 1　 号 4 9 ．1 3 7 ．2 7 ．9 3 6 ．4 6 ．1

1 4 上　　 ノ　　 坊 46 ．0 1 9 ．0 6 ．0 2 0．・8 5 ．0

1 5 上　 溝　 6　 号 4 0 ．0 5 ．4 2 3 ．6 5 ．2

1 6 上　 溝　 5　 号 4 0 ．0 2 1 ．8 7 ．9

1 7 郭　 1　　 号 3 8 ．2 2 7 ．3 7 ．3

この外の前方後円墳は規模が不祥である。また古市場1号境は前方部が消滅してしまい後円部だけが残されているので

この表からはずしたb
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表4　伊郡谷の円墳

古 墳 名 径 高 さ

1 番　 匠　 塚 38 ．4 4 ．0

2 藤　　　 塚 34 ．5 2 ．6

3 石 塚 2 °号 32 ．7 5 ．4

4 塚 原　 2　号 31 ．3 2 ．8

5 塚 原 4　号 30 ．4 5 ．7

6 妙 前 3　号 30 ，3 4 ．9

7 新 井 原 12号 28 ．0 5 ．5

8 三 ッ塚 1 号 27 ．6 1 ．9

9 塚 原　 3　号 26 ．1 4 ．4

10 ッ　 塚 26 ．1 3 ．2

11 高 松 8　号 25 ．5 2 ．2

12 物　 見　 塚 24 ．4 3 ．2

13 小 野 山 1 号 24 ．5 1 ．1

14 金 山　 6　号 22 ．9 5 ．2

15 八 幡 山 3 号 22 ．6 1 ．7

16 茶 柄 山 3 号 22 ．6 7 ．7

17 貴　 兄　 塚 22 ．0 4 ．5

18 塚 原　 7　号 22 ．0 0 ．4

19 妙 前　 5　号 21 ．8 4 ．0

20 石 塚 1 号 21 ．8 3 ．3

21 大 洞　 2　号 21 ．5 1 ．4

22 矢 野 2　号 21 ．3 1 ．0

23 妙 前 4　号 2 1 ．1 3 ．4

24 態 野 2　号 21 ．0 1 ．6

25 入 道 洞 1 号 21 ．0 1 ．0

26 前　　　 林 21 ．0 2 ．6

27 上 毛 賀 1 号 20 ．8 5 ．0

28 今 洞　 2　号 20 ．2 2 ．9

29 塚 原 10 号 20 ．1 3 ．5

30 杵　 が　 塚 20 ．0 0 ．8

31 泥　　　 抜 20 ．0

表5　伊郡谷の鏡を出土する古墳

古 墳 名 鏡

1 武稜地 1 号 珠文鏡

2 里 原 1 号 四神四獣鏡

3 宮 ノ平 2 号 内行花文鏡

4 畦 地　3　号 変形四神四獣鏡

5 平 地 1 号 変形神獣鏡

6 新井原 6．号 珠文鏡

7 新井原 7 号 乱文鏡

8 新井原 8 号 三角縁三神三獣鏡

9 島屋場 1 号 変形四獣鏡

10 上 溝 6　号 七鈴鏡

11 張 原 丸 塚 鈴鏡

12 殿垣外 4 号 珠文鏡

13 塚 原　5　号 四獣鏡

14 塚 原 10 号 内行花文鏡

15 兼　 清　 塚 二神二獣鏡 ・四神四獣鏡 ・内行花文鏡

1云 西　 1　 号 画文帯四仏四獣鏡

17 権 現 3　号 珠文鏡

18 石　 原　 田 変形鏡

19 高 松　 7 号 五鈴鏡

20 大　　　 畑 盤龍鏡

21 殿 村 1 号 四獣鏡 ・素文鏡

22 天　 神　 塚 神獣鏡 ・鈴鏡

23 金　 堀　 塚 内行花文鏡

24 番　 神　 塚 鈴鏡

25 神　 送　 塚 六鈴鏡

26 久保田 1 号 五鈴鏡

27 新道平18号 内行花文鏡

表6　曽・短甲・桂甲出土古墳

古 墳 名 伴　　 出　　 遺　　 物

1 柏　　　 原 宵 ・土 師器 ・須 恵器

2 井　 ノ　 上 宵 ・金環 ・鉄金族・轡 ・切 子玉

3 新 井 原 2 号 胃 ・短 甲 ・直 刀 ・鉄金族 ・鉾 ・馬具

4 権 現 堂 1 号 宵 ・直 刀 ・土 師器 ・須恵 器

5 塚 原 5　号 短 甲 ・馬鐸 ・直 刀 ・四獣鏡

6 石　 原　 田 胃・短 甲・変 形鏡 ・剣 ・直 刀 ・刀子 柄 ・桂 甲 ・小 札 ・鉾

7 高 松 3　号 短 甲 ・胃 ・直 刀 ・鉾 ・須 恵器

8 高 松 4　号 短 甲 ・剣 ・直 刀 ・鉾

9 妙　 釆　 堂 桂甲・小札・直刀・鉄鉄 ・轡・鏡板・鉄斧・錬具・鎌・鍵・座金・尾錠
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古
墳
の
分
布
図
を
見
る
と
中
川
村
の
片
桐
古
墳
ま
で
は
下
伊
那
古
墳
文
化
圏
と
し
て
連
続
し
て
見
ら
れ
る
が
、
北
部
の
駒
ヶ
根
の
原

垣
外
古
墳
ま
で
は
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
片
桐
古
墳
は
下
伊
那
古
墳
文
化
園
の
最
北
端
に
位
置
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

る
。
竹
や
茶
等
の
植
物
の
分
布
や
方
言
等
に
つ
い
て
も
中
川
村
は
下
伊
那
郡
と
上
伊
那
郡
の
境
に
な
る
と
い
わ
れ
、
今
日
で
は
中
川
村

は
上
伊
那
郡
に
属
し
て
い
る
が
、
片
桐
古
墳
は
下
伊
那
古
墳
文
化
圏
の
末
期
古
墳
を
代
表
す
る
も
の
と
考
え
た
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

下
伊
那
古
墳
文
化
圏
に
お
い
て
は
、
前
方
後
円
二
七
基
、
ま
た
円
墳
で
も
径
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
三
一
基
を
あ
げ
た
が
す

べ
て
下
伊
那
郡
に
在
り
、
な
か
で
も
飯
田
市
番
匠
塚
古
墳
は
径
三
八
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
伊
那
谷
随
一
の
円
墳
で
あ
る
。

上
伊
那
郡
の
前
方
後
円
は
た
っ
た
一
基
、
箕
輪
町
の
王
墓
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
伊
那
市
富
県
の
駒
合
古
墳
は
東
西
一
六
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
が
存
在
し
、
こ
れ
は
伊
那
谷
に
唯
一
の
方
墳
で
あ
る
。

代
表
的
な
前
方
後
円
と
円
墳
の
大
き
い
も
の
と
、
鏡
と
宵
、
短
甲
を
出
土
し
た
古
墳
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
（
表
3
～
6
）
。

第
二
節
　
善
光
寺
平
と
そ
の
周
辺

下
伊
那
古
墳
文
化
と
と
も
に
信
濃
に
お
け
．
る
主
要
な
古
墳
分
布
地
域
で
、
千
数
百
基
を
数
え
る
。
僻
遠
の
山
間
部
に
古
墳
文
化
が
開

（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

化
し
た
の
は
何
時
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
更
科
市
森
大
穴
山
森
将
軍
塚
古
墳
と
更
科
郡
篠
ノ
井
町
の
川
柳
将
軍
塚
古
墳
が
、
こ
の
地
域

で
最
古
式
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
長
野
県
森
将
軍
塚
古
墳
　
　
更
科
郡
教
育
委
員
会

（
5
）
川
柳
村
将
軍
塚
の
研
究
　
　
森
本
六
爾

森
将
軍
塚
古
墳
は
全
長
九
八
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
三
〇
メ
ー
ー
ト
ル
、
同
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径
四
五
メ
ー
ト
ル
、
同
高
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さ
約
八
メ
ー
ト
ル
、
痩
尾
根
に
築
造
さ
れ
た
た
め
か
、
後
円
部
の
ね
じ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
内
部
構
造
は
後
円
部
に
竪
穴
式
石

室
、
前
方
部
に
も
組
合
石
棺
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
副
葬
品
に
は
三
角
縁
神
獣
鏡
の
破
片
四
、
剣
、
刀
、
槍
、
錬
、
刀
子
、
鎌
の
残
欠
、

硬
玉
製
十
字
頭
勾
玉
、
碧
玉
製
管
玉
、
土
師
器
、
円
筒
埴
輪
、
朝
顔
形
埴
輪
、
底
部
穿
孔
土
器
等
が
見
ら
れ
る
。
墳
丘
は
や
や
く
ず
れ

て
い
る
が
、
前
方
部
が
低
く
、
前
期
的
な
様
相
を
有
し
て
お
り
、
土
師
器
の
中
に
は
非
常
に
古
式
的
な
の
も
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
見

て
、
善
光
寺
平
の
中
で
最
古
式
か
、
遅
く
と
も
五
世
紀
初
頭
頃
に
築
造
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
同
時
期
か
つ
づ
く
も
の
と
し
て
川
柳
将
軍
塚
古
墳
が
あ
る
。
山
頂
に
築
か
れ
た
全
長
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
の
径
四
二
メ

ー
ト
ル
、
同
高
さ
八
・
二
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
の
長
さ
四
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
。
内
部
構
造
は
竪
穴
式
石
室
で
、
副
葬
品
の
中
に
は
時
間
的
に
相
違
の
あ
る
も
の
が
見
ら
れ
、
本
古
墳
の
年
代
的
な
系
列
を
明
確
に

と
ら
え
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。

出
土
遺
物
と
し
て
、
異
体
字
日
月
銘
内
行
花
文
鏡
、
四
獣
鏡
、
珠
文
鏡
、
変
形
文
鏡
二
面
、
内
行
花
文
鏡
二
面
、
異
形
石
製
品
、
勾
玉
、

管
玉
、
切
子
玉
、
小
玉
が
見
ら
れ
、
伝
世
品
と
し
て
信
濃
奇
勝
録
に
出
て
い
る
も
の
に
は
銅
鉱
一
七
、
筒
形
銅
器
、
金
環
、
銀
環
、
車

輪
石
破
片
、
軸
形
石
製
品
、
異
形
石
製
品
、
管
玉
、
小
玉
、
勾
玉
が
あ
る
。
す
べ
て
本
古
墳
の
副
葬
品
か
ど
う
か
問
題
が
あ
り
そ
う
で

あ
る
が
、
と
に
か
く
古
式
古
墳
の
墳
丘
、
内
部
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
中
期
初
頭
の
古
墳
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
善
光
寺
平
に
古
墳
文
化
が
発
生
し
た
の
は
遅
く
と
も
五
世
紀
初
め
頃
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
づ

く
も
の
と
し
て
埴
科
郡
西
篠
村
舞
鶴
山
第
一
号
噴
、
第
二
号
境
が
あ
り
、
前
者
は
円
墳
で
後
者
は
柄
鏡
式
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

後
期
古
墳
か
ら
末
期
古
墳
に
至
る
と
古
墳
築
造
の
風
潮
は
盆
地
全
域
に
浸
透
し
て
く
る
。
比
較
的
古
式
古
墳
が
盆
地
西
南
部
の
更
科

郡
篠
ノ
井
町
を
中
心
と
し
た
千
曲
川
左
岸
と
そ
れ
に
対
噂
す
る
埴
科
郡
屋
代
町
・
松
代
町
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
、
後
期
古
墳
以
後
に

は
盆
地
北
部
の
長
野
市
・
長
岡
丘
陵
の
中
野
市
、
あ
る
い
は
飯
山
市
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い
っ
て
も
中
心
区
は
や
は
り
、

更
科
・
埴
科
の
両
部
で
あ
っ
た
。
特
に
末
期
古
墳
の
時
代
の
一
大
特
色
は
、
埴
科
郡
松
代
町
寺
尾
地
区
大
室
を
中
心
に
し
た
数
百
基



＝7　第三章　信濃の古墳文化

に
の
ぼ
る
積
石
塚
の
存
在
で
あ
る
。
殊
に
石
室
の
合
掌
造
り
は
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

合
掌
造
り
の
石
室
は
朝
鮮
の
家
形
石
室
の
概
念
で
あ
っ
て
、
中
野
市
長
岡
地
区
田
麦
林
畦
一
号
境
や
長
野
市
上
松
上
池
ノ
平
に
は
、

土
盛
の
円
墳
の
中
に
も
合
掌
造
り
の
内
部
構
造
を
持
つ
も
の
も
見
ら
れ
る
。
積
石
塚
は
古
代
朝
鮮
の
渡
来
人
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
大
室
古
墳
群
を
中
心
と
し
て
一
部
は
東
筑
摩
郡
・
諏
訪
郡
に
も
及
ん
で
い
る
。
積
石
塚
は
円
形
に
築
か
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
が
、
東
筑
摩
郡
坂
井
村
安
坂
古
墳
群
、
同
麻
積
村
麻
横
塚
の
如
く
方
墳
あ
る
い
は
上
円
下
方
墳
を
も
つ
の
も
見
ら
れ
、
ま
た
更

科
郡
中
郷
古
墳
の
如
く
、
前
方
復
円
を
形
ど
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
積
石
塚
の
多
く
は
小
形
粗
造
で
副
葬
品
の
中
に
は
奈
良
時
代
に
も

降
る
と
思
わ
れ
る
の
も
見
ら
れ
、
大
部
分
は
末
期
古
墳
期
か
ら
歴
史
時
代
初
め
に
か
け
て
築
造
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
善
光
寺
平
の
古
墳
文
化
は
中
期
初
頭
よ
り
開
花
し
、
末
期
古
墳
時
代
に
渡
来
人
の
参
加
も
あ
っ
て
特
徴
あ
る
発
展
を
遂

げ
、
そ
の
終
末
は
奈
良
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

第
三
節
　
そ
の
他
の
地
域

小
県
地
方
の
古
墳

小
県
地
方
の
古
墳
は
貧
弱
で
、
前
方
後
円
墳
一
基
、
方
墳
ら
し
き
も
の
一
基
の
他
は
皆
小
円
墳
で
あ
る
。
自
然
の
洞
窟
を
利
用
し
た

丸
子
町
依
田
御
嶽
堂
の
如
く
特
殊
な
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。

上
田
市
太
郎
山
二
子
塚
古
墳
は
、
比
較
的
大
形
の
前
方
後
円
墳
で
後
期
古
墳
の
特
徴
を
も
つ
墳
丘
を
有
し
て
い
る
。

要
す
る
に
小
県
地
方
の
古
墳
は
、
地
理
的
環
境
か
ら
善
光
寺
平
の
古
墳
文
化
の
影
響
を
受
け
た
後
期
古
墳
期
よ
り
築
造
さ
れ
、
終
末

は
歴
史
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
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佐
久
地
方
の
古
墳

南
北
佐
久
地
方
の
古
墳
も
年
代
的
に
は
下
降
し
た
小
円
墳
が
大
多
数
を
占
め
、
前
方
後
円
墳
の
築
造
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た

内
部
構
造
や
副
葬
品
に
も
あ
ま
り
見
る
べ
き
．
も
の
が
な
い
。

（6）

そ
の
中
で
唯
一
佐
久
市
東
一
柳
古
墳
か
ら
は
、
多
量
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
。
墳
丘
は
東
側
と
西
側
が
削
り
と
ら
れ
て
、
東
西
六
・

八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
楕
円
形
を
な
し
て
い
る
。
現
形
は
一
辺
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

（
6
）
佐
久
市
岩
村
田
東
一
柳
古
墳
緊
急
発
掘
調
査
報
告
　
長
野
県
考
古
学
会
誌
第
二
二
号

内
部
構
造
は
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、
副
葬
品
と
し
て
金
銅
製
杏
葉
四
、
金
銅
装
飾
金
具
二
二
、
鉄
製
円
頭
柄
頭
一
、
勾
玉
九
、

九
玉
四
七
、
小
玉
一
六
、
ガ
ラ
ス
玉
六
二
　
馬
具
五
八
、
鉄
錬
四
五
、
刀
子
二
、
金
環
六
、
土
師
器
五
、
鐸
三
が
出
土
し
、
土
師
器
の

球
に
は
「
久
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
副
葬
品
か
ら
本
古
墳
は
七
世
紀
末
～
八
世
紀
に
か
け
た
末
期
古
墳
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
佐
久
地
方
の
古
墳
は
、
古
代
官
牧
の
存
在
と
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

松
本
平
地
方
の
古
墳

松
本
平
の
広
大
き
に
比
し
て
古
墳
の
分
布
は
極
め
て
希
薄
で
、
南
安
曇
郡
穂
高
町
有
明
地
区
と
松
本
市
東
緑
地
区
か
ら
中
山
地
区
に

（7）

か
け
て
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
前
方
後
円
墳
の
築
造
は
な
か
っ
た
が
、
松
本
市
大
字
出
川
丸
山
の
弘
法
山
古
墳
は
前
方
後
方
墳
の
墳

丘
を
持
ち
、
こ
の
地
方
い
や
信
濃
に
お
い
て
も
特
殊
な
古
墳
と
い
え
よ
う
。

（
7
）
弘
法
山
古
墳
　
斎
藤
　
忠
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

こ
の
弘
法
山
古
墳
の
構
造
は
、
全
長
六
三
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
の
幅
約
三
三
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
の
高
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部

幅
約
二
二
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
、
内
部
構
造
は
竪
穴
石
室
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
製
小
玉
、
四
獣
文
鏡
、
鉄
斧
、
鉄
剣
、
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銅
銭
、
鉄
鉱
、
土
師
器
（
壷
形
、
柑
形
、
器
台
形
、
高
埠
、
琉
形
）
等
を
副
葬
し
、
非
常
に
古
式
な
様
相
が
土
師
器
に
見
ら
れ
、
銅
銭

及
び
墳
丘
、
内
部
構
造
か
ら
見
て
松
本
平
の
最
古
式
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
、
こ
の
弘
法
山
古
墳
は
早
く
見
て
四
世
紀
末
、
遅
く

と
も
五
世
紀
初
期
と
考
え
ら
れ
、
松
本
平
は
こ
の
時
期
に
古
墳
時
代
に
入
っ
た
と
推
定
し
た
い
。

（8）

東
筑
摩
郡
本
郷
村
桜
ケ
丘
古
墳
は
後
期
古
墳
の
代
表
的
な
列
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
山
頂
に
築
造
さ
れ
た
円
墳
で
、
一
種
の
礫
床
と

考
え
ら
れ
る
内
部
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
金
銅
製
天
冠
、
短
甲
、
衝
角
付
由
目
、
直
刀
、
剣
、
鉾
、
鉄
鉱
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
丸
玉
、
鴫
増

製
勾
玉
が
出
土
し
て
い
る
。
副
葬
品
か
ら
後
期
古
墳
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
三
葉
形
の
金
銅
製
天
冠
の
出
土
は
、
中
央
文
化
と

密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
信
濃
浅
百
古
墳
　
　
長
野
県
東
筑
摩
郡
本
郷
村

東
筑
摩
郡
坂
井
村
安
坂
に
存
す
る
方
形
積
石
塚
は
、
そ
の
所
在
地
が
高
句
麗
の
渡
来
人
の
居
住
地
で
あ
る
こ
と
と
あ
い
ま
つ
て
、
渡

来
人
と
の
関
係
を
明
確
に
結
び
つ
け
る
古
墳
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

松
本
市
桜
立
古
墳
は
円
墳
で
、
頭
椎
柄
頭
、
鏡
、
硬
玉
製
勾
玉
、
管
玉
、
金
環
、
銀
環
、
刀
、
剣
、
馬
具
、
土
師
器
、
須
恵
器
が
副

葬
さ
れ
、
こ
れ
も
後
期
古
墳
を
代
表
す
る
。

松
本
平
地
方
の
古
墳
は
、
弘
法
山
古
墳
の
如
く
前
期
古
墳
の
様
相
を
持
つ
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
大
半
は
後
期
古
墳
か
ら
末
期
古
墳
、

さ
ら
に
終
末
は
歴
史
時
代
に
築
造
さ
れ
た
の
と
思
わ
れ
る
。

藤
森
栄
一
氏
、
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
の
地
方
は
、
諏
訪
湖
を
挟
ん
で
湖
北
地
域
と
湖
南
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
湖
北

の
代
表
的
な
古
墳
と
し
て
前
方
後
円
墳
の
青
塚
が
あ
り
、
後
期
古
墳
の
特
徴
を
有
す
る
墳
丘
を
持
ち
、
葦
石
、
円
筒
、
形
象
の
埴
輪
が

見
ら
れ
、
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
ま
た
糖
塚
か
ら
は
六
獣
鏡
が
出
土
し
、
内
部
構
造
は
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。

諏
訪
地
方
の
古
墳

（6）

（
9
）
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（
9
）
信
濃
諏
訪
地
方
古
墳
の
地
域
的
研
究
　
藤
森
栄
一
　
伊
藤
書
店

カ

ロ

ウ

ト

イ

シ

　

　

ス

ガ

フ

ト

コ

ロ

（

1

0

）

岡
谷
市
に
は
唐
檀
石
古
墳
、
姥
懐
古
墳
が
あ
り
、
前
者
は
酸
化
鉄
に
よ
る
塗
彩
さ
れ
た
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
直
刀
、
鉄
鎌
、
刀
子
、

刀
装
具
、
餃
具
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
灰
粕
陶
器
を
出
土
し
、
奈
良
時
代
に
降
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
唐
権
石
古
墳
・
姥
ケ
懐
古
墳
　
　
長
野
県
岡
谷
市
教
育
委
員
会

姥
懐
古
墳
も
横
穴
式
石
室
で
鉄
銀
、
刀
装
具
、
鉄
釘
、
土
師
器
、
須
恵
器
を
伴
出
し
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
の
古
墳
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
の
古
墳
も
小
形
の
円
墳
で
粗
造
の
横
穴
式
石
室
を
と
も
な
い
、
副
葬
品
の
中
に
は
綱
切
先
大
刀
や
飛
燕
形
錨
、
柄
の
長
い
片

刃
銀
、
形
式
の
新
し
い
土
師
器
、
須
恵
器
が
見
ら
れ
築
造
年
代
が
奈
良
時
代
を
下
限
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
茅
野
市
営
川
地

区
で
は
和
銅
開
珠
、
神
功
開
宝
を
出
土
し
た
古
墳
や
、
岡
谷
市
湊
地
区
の
大
村
古
墳
の
如
く
蕨
手
大
刀
を
副
葬
し
て
お
り
、
歴
史
時
代

と
明
確
に
比
定
で
き
る
の
も
見
ら
れ
る
。

湖
南
地
域
に
は
茅
野
市
姥
塚
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
葡
萄
唐
草
文
鏡
が
あ
る
。
そ
の
年
代
を
ど
こ
ま
で
降
げ
ら
れ
る
か
、
今
後
の
研
究

課
題
で
あ
ろ
う
、
ま
た
こ
の
地
域
唯
一
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
大
熊
双
子
塚
か
ら
は
、
飛
燕
形
の
鉄
銀
、
石
製
跨
が
出
土
し
、
明
ら
か

に
歴
史
時
代
に
降
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
諏
訪
地
方
の
古
墳
は
、
青
塚
や
糖
塚
等
も
存
在
す
る
が
、
殆
ん
ど
は
奈
良
時
代

を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
古
墳
の
伝
播
は
伊
那
谷
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
信
濃
の
古
墳
文
化
は
伊
那
谷
と
善
光
寺
平
を
中
心
と
し
て
い
る
。
善
光
寺
平
で
は
中
央
文
化
の
影
響
下
に
根
を
お
ろ
し
、

や
が
て
周
緑
化
し
た
姿
相
を
も
っ
て
地
方
化
し
て
い
く
。
伊
那
谷
の
場
合
は
か
な
り
の
中
央
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
交
通

路
の
要
衝
で
あ
る
東
山
道
に
沿
っ
て
い
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
北
信
地
方
を
中
心
に
数
多
く
見
ら
れ
る
積
石
塚

は
、
信
濃
の
古
墳
文
化
の
大
特
徴
で
あ
り
、
渡
来
人
の
東
国
開
拓
の
例
証
と
い
え
よ
う
。



I2工　第四章　片桐古墳と残された問題

第
四
章
　
片
桐
古
墳
と
残
さ
れ
た
問
題

第
一
節
　
築
造
時
期
に
つ
い
て

片
桐
古
墳
は
、
墳
丘
裾
部
を
果
樹
園
と
墓
地
に
よ
っ
て
は
げ
し
く
削
り
と
ら
れ
著
し
く
変
形
さ
れ
て
し
ま
い
、
原
形
を
復
原
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
径
は
約
一
六
l
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
高
さ
は
約
四
l
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

内
部
構
造
は
片
袖
の
横
穴
式
石
室
で
、
石
室
の
全
長
六
・
四
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
は
三
メ
ー
ト
ル
、
羨
道
部
は
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
石

室
の
幅
は
奥
壁
で
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
玄
門
部
で
一
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
、
こ
と
に
羨
道
部
の
袖
部
前
か
ら
羨
門
部
に
か
け
て
、
約

四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
西
側
に
寄
せ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
本
古
墳
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
天
井
石
も
巨
石
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
横
穴

式
石
室
の
中
で
も
決
し
て
小
形
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

副
葬
品
の
殆
ん
ど
は
石
室
内
の
堆
積
土
の
水
洗
い
に
よ
っ
て
検
出
し
た
も
の
で
す
べ
て
配
置
状
態
を
復
原
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
が
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
副
葬
品
か
ら
考
え
て
見
る
と
、
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
は
頭
を
北
に
置
き
、
頭
の
上
部
の
奥
壁
西
隅
に
鉄
鎖

を
た
ば
ね
て
安
置
し
、
胸
の
西
側
に
は
金
銅
裳
の
円
頭
大
刀
を
置
き
、
足
部
近
く
の
西
側
に
は
轡
、
羨
道
部
の
玄
門
に
近
い
東
壁
、

西
壁
よ
り
に
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
の
土
器
類
が
お
か
れ
て
い
る
。

副
葬
品
の
中
で
須
恵
器
は
m
型
式
に
分
類
さ
れ
る
が
、
羨
道
部
前
の
ト
レ
ン
チ
出
土
の
須
恵
器
に
は
非
常
に
新
ら
し
い
も
の
も
見
ら

れ
る
。
土
師
器
も
油
杯
・
怨
か
ら
見
る
と
後
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
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直
刀
三
の
う
ち
二
は
綱
形
切
先
に
つ
く
ら
れ
、
鉄
錨
に
も
飛
燕
形
が
あ
り
、
金
銅
装
の
柄
頭
に
は
丸
タ
ガ
ネ
に
よ
っ
て
打
ち
込
ま
れ

た
唐
草
文
の
変
形
し
た
も
の
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
副
葬
品
か
ら
七
世
紀
中
頃
に
入
っ
て
か
ら
の
末
期
古
墳
と
考
え
て
間
違
い

な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
こ
で
一
二
〇
の
古
墳
を
あ
げ
て
円
頭
形
柄
頭
大
刀
を
伴
出
す
る
も
の
叉
は
、
環
頭
大
刀
、
圭
頭
大
刀
、

方
頭
大
刀
、
頭
椎
大
刀
を
集
成
し
、
片
桐
古
墳
の
築
造
年
代
比
定
の
参
考
に
し
た
い
。
な
お
一
般
的
に
環
頭
大
刀
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
に

は
素
環
頭
式
、
単
鳳
式
、
単
龍
式
、
双
龍
式
と
分
類
さ
れ
て
い
る
が
報
告
書
で
詳
細
に
さ
れ
て
な
い
も
の
は
す
べ
て
環
頭
大
刀
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
古
墳
で
比
較
的
古
式
に
属
す
る
古
墳
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
に
は
、
銅
銀
を
出
土
し
て
い
る
岡
山
の
花
光
寺
山
古
墳
と

ヽ
ィ

盤
龍
鏡
を
出
土
す
る
福
岡
の
藤
崎
古
墳
が
あ
る
。
素
環
頭
の
大
刀
を
伴
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
素
環
頭
大
刀
は
早
く
か
ら
副

葬
品
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
千
葉
県
市
原
市
山
王
山
古
墳
は
前
方
後
円
墳
で
内
部
構
造
は
粘
土
柚
で
環
頭
大
刀
と
櫛
を
伴
出
し
、
長
野
県
の
飯
田
市
西
一
号

（
御
猿
堂
）
も
前
方
後
円
墳
で
「
吾
作
明
寛
、
幽
凍
三
商
、
衆
徳
玄
道
、
配
像
萬
鑑
、
曾
年
益
毒
、
子
孫
蕃
昌
」
　
の
銘
文
を
も
つ
四
神

四
獣
と
環
頭
柄
頭
を
伴
出
し
て
い
る
。
愛
媛
県
の
岩
子
山
古
墳
も
前
方
後
円
墳
で
粘
土
床
の
内
部
構
造
を
有
し
、
素
環
頭
大
刀
を
出
土

し
て
い
る
。
以
上
の
古
墳
は
中
期
初
頭
か
ら
中
葉
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
の
他
の
古
墳
は
い
ず
れ
も
後
期
末
葉
か
ら
末
期
古

墳
－
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
な
か
に
八
世
紀
に
ま
で
降
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

銅
鏡
を
伴
出
し
て
い
る
古
墳
に
は
福
島
県
の
蝦
夷
穴
、
栃
木
県
の
足
利
公
園
麓
、
千
葉
県
の
金
鈴
塚
、
内
裏
塚
北
方
、
殿
塚
、
埼
玉

県
の
将
軍
山
古
墳
、
長
野
県
の
大
塚
古
墳
、
高
知
県
の
八
王
子
古
墳
、
山
口
県
の
ゲ
ン
ベ
イ
山
古
墳
が
あ
り
、
こ
と
に
金
鈴
塚
古
墳
か

ら
は
円
頭
大
刀
、
環
頭
大
刀
、
圭
頭
大
刀
、
頭
椎
大
刀
、
鳥
首
大
刀
と
殆
ん
ど
す
べ
て
が
揃
＼
え
ら
れ
て
出
土
し
て
い
る
。

ま
り
し
の
き
み

銅
鏡
は
六
世
紀
後
半
に
渡
来
人
銅
師
公
が
伝
え
た
技
術
で
元
来
舎
利
容
器
、
供
養
仏
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
仏
教
的
色
彩

の
強
い
も
の
で
、
末
期
古
墳
よ
り
の
副
葬
品
で
あ
る
。

円
頭
大
刀
を
出
土
す
る
古
墳
と
し
て
は
、
宮
城
県
の
中
山
固
横
穴
群
、
福
島
県
の
真
野
二
〇
号
填
、
栃
木
県
佐
野
市
中
中
、
群
馬
県
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表7　柄演出土地一覧

古　 墳　 名 所　　 在　　 地 墳形規模（河 内部構造 副　　 葬　　 品 備　　 考

1 杉山古墳群

岩手県西磐井郡花泉
町杉山 円・100基以 変形横穴式 方頭大刀・直刀・鉄斧・ 岩手 ・宮城の
宮城県登米郡上沼村
粧坂

上 石室 鉄金族・勾玉 両県にわたる

2 中山固横穴群 宮城県柴田郡村田町
中山国 10数基

金銅装円頭大刀・直刀・
剣・鉄金族・鉄斧・金鋼
製双魚侃

3 山国 宮城県名取市飯野坂 円・20 横尺式石室
金銅装頭椎大刀・’直刀・
刀子・鉄鉢 ・玉類

4 亀井園横穴群 宮城県志田郡松山町
金谷字亀井囲 100基以上 方頭大刀・直刀・鉄金族・

須恵器

5 洞山横穴群 福島県岩瀬郡長沼町
南横田字洞山 50基以上 方頭大刀・直刀・鉄銀・

須恵器

6 蝦夷穴
福島県須賀川市浜田
大字和田字蝦夷 円？ 横穴式石室

頭椎大刀・圭頭大刀・
刀子・金銅装鈴・銅金宛・
馬具・槍・勾玉・三輪玉・
馬歯

7 前原古墳群 福島県須賀川市大字
提字前原 円？

単鳳環頭大刀・圭頭 ・
大刀・直刀・鉄銀 ・須
恵器 ・土師器

8 下高久 福島県平市高久． 単鳳環頭大刀

9 跡見塚古墳群 福島県岩瀬郡岩瀬村
桂田

小円墳多数
頭椎大刀・直刀・鉄金族・
刀子 ・玉類・馬具 ・須
恵器

10 正直古墳群 福島県田村郡田村町
正直 円・30基 環頭大刀・石製模造品・

土師器

11 根岸古墳群
福島県安達郡本宮町
高木字久保 円 圭頭大刀・玉類・金環

12 真野20号 福島県相馬郡鹿島町
寺内

前方後円
全長29 方形礫木郭

円頭大刀・直刀・剣・
鉄金族・鉄斧・金銅製双．
魚侃

13 内出 栃木県下都賀郡藤岡
町赤麻 円 横穴式石室

圭頭大刀・金環・銅環・
管玉 ・切子玉・金銅製
馬具

14 和泉
栃木県下都賀郡岩舟
町和泉

圭頭大刀・刀子・直刀・
鉄金族・銀製杏葉 ・轡

15 天王塚 栃木県芳賀郡益子町 （単鳳）環頭大刀

16
助戸3丁目古
墳群 栃木県足利市助戸 方頭大刀二振

末永雅雄博士
日本上代の武
器

17 長林寺裏山 栃木県足利市西宮 円 横穴式石室 環頭柄頭・銅釧・金環・
小玉 ・鉄銀 ・轡

18 足利公園麓 栃木県足利市縁町 円 横穴式石室 頭椎大刀・胃・馬具 ・
鋼金宛

19
！

栃木県佐野市中中 円頭大刀
末永雅雄博士
日本上代の武
器
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古　 墳　 名 所　　 在　　 地 墳形規模帥） 内部構造 副　　 葬　　 品 備　　 考

20 二子山 群馬県前橋市腰こ府町
大字植野字立石

前方後円
全長85

前方部 と復
円部に石室
あり

頭椎大刀・金環・銀環 ・
勾玉 ・剣 ・刀 ・鉄金族・
刀子 ・須恵器

埴輪 ・葺石あ
り

21 間あ山 群馬県伊勢崎市波志
江町 円 舟形石棺

環頭大刀 ・刀子 ・．鏡 ・
管玉 ・鉄斧 ・鉄錨‥・釘・
宵 ・馬具

22 群馬県群馬郡豊秋村 円頭大刀
末永雅雄博士
日本上代の武
器〔

23 箕輪村 群馬県群馬郡箕輪村 圭頭柄頭 同上

24
群馬県群馬郡倉賀野
町 単龍環頭大刀

24 八幡村 群馬県多野郡八峰村 円頭大刀
末永雅雄博士
日本上代の武
器

25 群馬県藤岡市 圭頭 ・方頭大刀 同上

26 茨城県多賀郡関南村
神田 圭頭大刀 同上

27 茨城県常陸太田市田
渡東松院 （単龍）環頭大刀

28 幡第9 号 茨城県常陸大田市幡
町 （単龍）環頭大刀

29 稲荷山 茨城県新治郡出島村 前方後円 横穴式石室
頭椎大刀・円頭大刀 ・
直刀 ・刀子 ・鉄錨 ・金

風返 全長70 箱形石棺 環・玉類・金銅製馬具 ・
銅鏡 ・金銅蜜柑玉

30 算崎 茨城県新治郡新治村
井崎 頭椎大刀

31 大柳 茨城県直壁郡直壁町
南椎尾大柳

圭頭柄頭 ．
末永雅雄博士
日本上代の武
器

32 木原台古墳群 茨城県稲敷郡美浦村
木原

前方後円 3
基、円3 基 圭頭柄頭 同上

33 八竜神塚 茨城県猿島郡境町金
岡八竜神 円30 横穴石室

単鳳環頭大刀 ・銅釧 ・
金環

34 城山古墳群1
号墳

千葉県香取郡小見川
町城山

前方後円
全長68

横穴式石室

環頭大刀 ・円頭大刀 ・
頭椎大刀 ・刀子 ・鏡 ：
鉄金族・金銀環 ・玉類 ・
甲宵・金銅製馬具 ・須
恵器 ・土師器

35 山王山 千葉県市原市柿崎町 前方復円
全長80 粘土榔

環頭大刀・直刀・刀子・
鉄錐 ・胡篇録・青銅冠・
鋼環 ・櫛 ・鏡

埴輪

36 権現塚 千葉県山武郡松尾町
大堤

前方後円
全長117

横穴式石室
作り付石棺

頭椎大刀・圭頭大刀・
金銅刀子 ・刀子 ・鉄銀・
金環 ・玉類

37 殿塚 千葉県山武郡横芝町
中台

前方後円
全長88 横穴式石室

頭椎大刀・直刀・刀子・
鉄金族・銅金宛・金銅製鈴・
金環 ・玉類 ・餃具
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古　 墳　 名 所　　 在　　 地 墳形・規模両 内部構造 副　　 葬　　 品 備　　 考

38 金鈴塚 千葉県木更津市長須
賀

前方後円
全長95

横穴式石室
箱形石棺

環頭大刀 ・円頭大刀 ・
圭頭大刀 ・方頭大刀 ・
鳥首大刀 ・鏡 ・鋼金宛・
鉾 ・鉄錐 ・刀子 ・玉類
・金鈴 ・金銀製腰侃 ・
金銅製 さしば ・衝 角付
兜 ・桂 甲 ・弓耳・金銅製
馬具 ・馬鐸 ・須恵器 ・
土師器

金鈴塚

39 鶴巻 千葉県木更津市祇園 前方後円
円頭大刀 ・圭頭大刀 ・
鏡 ・馬具 ・玉類 ・垂飾
付耳飾 ・土師器

40 内裏塚北方 千葉県君津郡富沢町
飯野 前方復円

鳥首大刀・直 刀・鉄銀 ・
銅金宛・桂 甲 ・金環 ・須
恵器

41 小見
埼玉県北埼玉郡荒木
村中見 圭頭大刀

42 秋 山古墳群 埼玉県児玉郡児玉町
秋 山字 中通

前方復 円 1
基 と円墳60
基

頭椎大刀 ・銀象巌

43 畠山古墳群 埼玉 県大旦那川本村
畠山

前方後円 1
基
方墳 1 基
円20数基

ざ′
頭椎大刀 人物 ・馬 ・家

形 ・埴輪

44 直観寺 埼玉県行 田市荒木小
見直観寺 内

前方復円
全長11 2 横穴式石室

頭椎大刀 ・圭頭大刀 ・
兜・桂甲 ・鉄銀 ・金環 ・
須恵器

45 将軍 山 埼玉県行 田市埼玉丸 前方後円 横穴式石室

環頭大刀・銅金宛・金鋼
製馬具 ・鉾 ・兜 ・桂 甲・
鏡 ・馬鈴 ・鈴 ・玉類 ・

墓通 全長91 金製勾玉 ・金製平玉 ・
銀製丸玉 ・金環 ・蛇行
状鉄器 ・直刀 ・鉄銀

46 岡本町横穴 東京都世 田谷区岡本 円頭大刀 ・直刀 ・
錯環 ・鉄金族

47 下沼部 東京都太田区田園調
布東光院裏 円 横穴式石室 方頭大刀 ・直刀 ・銅環 ・

鉄銀

48 塚越14号 東京都太田区馬込西
1 ・2 丁 目上池上町

金銅装頭椎大刀 ・金銅
装圭頭大刀 ・直刀 ・桂
甲 ・鉄金族・杏葉 ・轡

49
久地下作延． 神奈川県川崎市下作

30数基
頭椎大刀 ・直刀 ・玉類 ・

横穴群 延津田山町久地 金環 ・土師器 ・‾須恵器

50 赤田横穴群 神奈川‘県横浜市港北
区花田町赤田谷 2 基 頭椎大刀

51 新宿横穴群 神奈川県逗子市新宿 17基
圭頭大刀・銅釧 ・玉類 ・
金環 ・鉄鉄

52 洞ヶ谷 静岡県掛川市下俣 （単龍 ）環頭大刀

53 船津 静岡県富士市舟津 （単鳳）環頭大刀

54 二子塚 静 岡県沼津市東井出 （単鳳）環頭大刀

55 東本郷 3 号 静岡県沼津市香貫東
本郷 円　 消滅 （単鳳）環頭大刀 沼津市誌下
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古　 墳　 名 所　　 在　　 地 墳形・規模輌 内部構造 副　　 葬　　 品 備　　 考

56 夏梅木7 号 静岡県三島市谷田 円　 消滅 横穴式石室
組合式箱形石棺

圭頭大刀 ・金環 ・須恵
器

57 新見 静岡県駿東郡長原町 円 横穴式石室 環頭大刀 ・圭頭大刀 ・ 静岡県史1 、
本宿 須恵器 長原町の歴史

58 東本郷 3 号 静岡県沼津市上香貫 円　 消滅 環頭大刀 沼津市誌下

59 一本柳
長野県佐久市大字岩
村田字東一本柳

円　 10 横穴式石室

鉄製円頭柄頭 ・鐸 ・
鉄鉄 ・刀子 ・斡金具 ・
轡 ・金交具 ・杏葉 ・ガラ
ス小玉 ・丸玉 ・勾玉 ・
金環

60 土合 1号
長野県北佐久郡浅科
村五郎兵衛新田 円　 50 横穴式古墳

円頭柄頭 ・直刀 ・銀
象蕨鐸 ・鉾－・鉄錨 ・馬
具・金環・勾玉 ・管玉 ・
小玉 ・切子玉

61 ノリヨセ 長野県北佐久郡小沼
村

鉄製円頭柄頭 ・大刀・
鉄鐸 ・金環 ・勾玉 ・丸
玉 ・小玉 ・須恵器

信濃諏訪地方
古墳の地域的
研究　藤森栄一

62 諸別府
長野県北佐久郡大里
村諸別府

鉄製圭頭柄頭 2 ・大刀・
鉄鐸 ・小刀 ・鉄銀 ・コ
字勾玉 ・金環 ・銅釧 ・
辻金具 ・須恵器

63 糖尾 長野県南佐久郡岸野
村糖尾 ＼

鉄製円頭柄頭大刀・八
窓卵形鐸 ・鉄鉄 ・須恵
器

八幡一郎
南佐久郡の考
古学的調査

64 桜立
長野県松本市中山桜
立 円　 25

頭椎柄頭 ・鏡 ・硬玉 ・
勾玉 ・管玉 ・金銀環 ・
鉄金族・馬具 ・土師器 ・
須恵器

65 大塚 長野療茅野市塚原 円　 60 横穴式石室
頭椎大刀 ・刀 ・鉄鉄 ・
馬具・玉類 ・銅鏡 ・釘 ・
土師器 ・須恵器

66 姥塚 同上 横穴式石室

頭椎大刀・桂甲・鉄鉄 ・
鏡 ・砥石・玉類・金環 ・
青銅鈴 ・須恵器 ・土師
器

67 フネ 長野県諏訪市神宮寺・ 粘土並列

素環頭大刀 ・曲刃剣 ・
鹿角製剣 ・刀 ・刀子 ・
鈴・鏡 ・平玉・、鈍 ・鉄 ・
角付鉄釧 ・斧 ・ノミ

68 御社宮司
長野県上伊那郡辰野
町平出 円 横穴式石室

頭椎大刀・馬具 ・玉類 ・
金環 ・須恵器 ・土師器

69 片桐
長野県上伊那郡中川

円　 14

ノ

横穴式石室

金鋼装円頭柄頭大刀 ・
直刀・刀子 ・金環 ・鋼
環・鉄金族・轡・留金具 ・ 1977年、調査村片桐字六万部 （片袖） 金交具 ・鐸 ・釘 ・鋲 ・ガ
ラス小玉 ・須恵器 ・土
師器

70 東養寺 1号
長野県下伊那郡豊丘
村神稲 円 横穴式石室

環頭大刀・金塊 ・玉類 ・
須恵器

71
西 1号 長野県飯田市上川路 前方後円

環頭大刀 ・直刀 ・鏡 ・
桂甲・小札 ・鉄金族・轡・

（御猿堂）
字西 全長66 雲珠 ・杏葉 ・勾玉 ・切

子玉 ・須恵器
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古　 墳　 名 所　　 在　　 地 墳形・規模輌 内部構造 副　　 葬　　 品 備　　 考

72 平地 1 号 長野県飯田市上飯 田
座光寺字平地 円

l

環頭柄頭 ・変形神獣鏡
金環 ・切子玉 ・須恵器

73 西羽場 長野県飯 田市長野原
字前田 円 環頭柄頭 ・直刀 ・剣

74 弓矢 長野県下伊那郡上郷
村別府字弓矢 円

1環頭柄頭 ・直刀・金環 ・
銀環 ・銀締 ・鏡 ・鉄錨 ・
切子玉 ・馬具 ・須恵器

75 天神塚 長野県下伊那郡上郷 前方後円
環頭柄頭 ・神獣鏡 ・四
鈴鏡 ・鉄金族・馬具 ・鈴 ・

村飯沼字天神塚 全長74 馬鈴 ・杏葉 ・切子玉 ・蜜
柑玉 ・丸玉 ・白玉 ・稟玉

76 猪之洞 愛知 県春 日井市神 明 円　 消滅 双頭 環頭柄頭 ・鉄金族・
管玉 ・須恵器 愛知県報 8

77 岩谷 1 号 愛知県幡豆郡吉良町 円　 14 横穴式石室
（両袖）

金銅装大刀 ・鉄金族・金
環 ・鏡片 ・須恵器

78 王塚 愛知県豊橋 市王ヶ崎 円　 19 竪穴式石室
頭椎大刀 ∴環頭大刀 ・
金環 ・玉類

79 北谷 1 号 愛知県豊橋市石巻西
円　 21

横穴式石室 環頭大刀・金環 ・玉類 ・
川町 （両袖） 須恵器

80 舟 山2 号 愛知県宝飯郡「一宮町 前方後円 横穴式石室 円頭大刀 ・金環 ・鉄銀 ・
長山 全長45 （両袖） 須恵器

81 二ノ宮 三重県勢多郡荒砥村
二 ノ宮 方頭大刀

82 ノンノヾ リ 三重県一志郡白山町
ノンノヾ リ （単龍 ）環頭大刀

83 車塚
三重県鈴鹿市国府町
国府 （単龍）環頭大刀

84 鏡 山 滋賀県蒲生郡竜王町
山面老々塚 （単龍）環頭大刀

85 稲荷山 滋賀県高島郡高島町 前方後円
環頭大刀 ・金銅冠 ・沓 ・
漁侃 ・金製耳飾 ・鏡 ・

鴨 全長50 玉類 ・鹿角装大刀 ・刀
子 ・鉄斧 ・馬具

86 風巻 福井 県丹生郡清水町 前方後円 素環頭大刀・剣・勾玉 ・
風巻 全長52 管玉

87
寺井和田山古
墳群 9 号 石川県能美郡寺井町 前方後円

全長52
素環頭大刀 ・管玉 ・勾
玉

88
京都府乙訓郡向 日町
附近古墳 素環頭大刀

89 多村 京都府磯城郡 多村 （単龍）環頭大刀

90 今里大塚 京都府乙訓郡長 同町
今里 円　 20 横穴式石室 環豆亘大刀 ・馬具 ・須恵

器

91 嵯峨丸山 京都府京都市右京区
嵯峨 円 横穴式石室

（家形石棺） 環頭大刀

92 桃谷 京都府中郡峰山町新
治 円 横穴式石室

円豆貪大刀 ・圭頭大刀 ・
鏡 ・金環 ・玉類 ・空玉 ・
耳錯 ・鋸 族・須恵器
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93 岡古墳群
京都府竹野郡網野町
小浜 木炭榔

環頭大刀 ・勾玉 ・須恵
器 ・土師器

94 珠城山1 号 奈良県磯城郡大三輪
町穴師

前方復円
全長45 横穴式石室

環頭大刀・玉類 ・金環 ・
桂甲・工具 ・馬具 ・須
恵器

95 団栗山 奈良県磯城郡田原本
町矢部

単鳳環頭大刀

96 猫塚 奈良県五条市西河内 方　 1 辺30 竪穴式石室

環頭大刀 ・鏡 ・玉類 ・
帯金具 ・眉庇付兜 ・短
甲 ・桂甲 ・鉾 ・鉄金族・
堰．製枕

97
石上神宮禁足
地

奈良県天理市石上町 （単鳳）環頭大刀

98 安部山3 号
奈良県北葛城郡広陵

1町安部
（単鳳）環頭大刀

99 岡峰 奈良川吉野郡下市町 （単鳳）環頭大刀

100 海北塚 大阪府茨木市福井 円　 20 横穴式石室

「石棺内出土」
環頭大刀（単鳳）
槍 ・鉄金族・馬具 ・須恵
器
「封土出土」
鏡 ・勾玉

101 舟塚 兵庫県多紀郡丹南町 （単鳳）環頭大刀

102 大薮 兵庫県養父郡市場村 （単龍）環頭大刀

103
佐用都比売神
社裏 兵庫県佐用郡佐用町 （単龍）環頭大刀

104 大塚
岡山県吉備郡箭田町
大字八幡前

（単龍）環頭大刀

105 花光寺山
岡山県邑久郡長舟町
服部

前方後円
110

組合石棺
素環頭大刀 ・剣 ・槍 ・
鏡・刀子・鋼金族・鉄金族・
斧 ・鈍

円筒埴輪

106 白鳥 広島県賀茂郡高屋町
歩『 円　 30 素環頭大刀 ・鏡 ・勾玉 円筒堰．輪

107 東宮山 愛媛県川之江市妻島
町春 日山

円　 14 横穴式石室
（箱形石棺）

環頭大刀 ・剣 ・鉄金族・
鏡 ・金銅冠 ・金環 ・管
玉 ・切子玉 ・稟玉 ・銀
平玉 ・衝角付兜 ・鐸 ・
鈴 ・須恵器 ・土師器

108 岩子山
愛媛県松山市北斉院 前方後円 粘土床 ？

環頭大刀・小玉・丸玉 ・
岩子山 全長25 白玉 ・鉄金族

109 八王子 高知県香美郡土佐山
植八王子山 円 横穴式石室 頭椎大刀 ・銀環 ・和同

開宝 ・須恵器

110 東前寺古墳群 山口県熊毛郡平生町
大野南

円10基以上 横穴式石室
頭椎大刀・刀子・金環 ・
鉄鉢 ・釘 ・土師器 ・須
恵器

111 ケPンベイ山 山口県光市西ノ庄 再 横穴式石室 環頭柄頭 ・金環 ・鏡
板 ・銅金宛・須恵器

112 天神山 山口県防府市江泊 円
環頭柄頭 ・銅金宛・鹿角
装大刀
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古　 墳　 名 所　　 在　　 地 墳形・規模両 内部構造 副　　 葬　　 品 備　　 考

113 拾塚古墳群 山口県長巾市東深川

頭椎大刀 ・圭頭大刀 ・
金銅製壷鐙 ・銅鉾 ・鏡 ・
鎌 ・切子玉 ・貝釧 ・須
恵器

114 円光寺 山口県荻市大井町 円
‘環頭柄頭 ・勾玉 ・管玉
鉄金族・環 ・刀

115 日拝塚
福岡県筑紫郡春 日町
大字下 白水 （単龍）環頭大刀

116 泊 福 岡県糸島郡前原町
大字泊 （単鳳）環頭大刀

117 丸山 福 岡県京都郡勝 山町
箕田丸山 （単龍）環頭大刀

118 藤崎 福 岡県福岡市西新町
鹿原 箱式石棺 素環頭大刀 ・盤龍鏡

119 竹原 福岡県鞍手郡若宮町
円　 20 横穴式石室 圭頭大刀 ・金環 ・小玉 ・

森貞次郎 、
福岡県鞍手郡

竹原 銀制丸玉 ・馬具 ・鉄銀 若宮町竹原古
墳　 美術研究

120 宮地嶽古墳
福 岡県宗像郡津屋崎 円

横穴式石室
（全長22メ

頭椎大刀・金銅製壷鐙 ・
杏葉 ・轡 ・鏡板 ・ガラ
ス板 ・ガラス丸玉 ・銅

町宮 司宮地嶽神社境 ー トル ・全 金宛・馬具 ・金銅透彫 ・
内 国第 2 の長

さ）
龍文冠 ・ガラス器 ・銅
壷 ・土器 を組合せ た蔵
骨器 ・鞍金具
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の
豊
秋
村
、
八
幡
村
、
茨
城
県
の
稲
荷
山
古
墳
、
千
葉
県
の
城
山
古
墳
群
一
号
填
、
金
鈴
塚
古
墳
、
鶴
巻
古
墳
、
東
京
都
の
岡
本
町
横

穴
、
長
野
県
の
一
本
柳
古
墳
、
土
合
一
号
填
、
ノ
リ
ヨ
セ
古
墳
、
糖
尾
古
墳
、
片
桐
古
墳
、
愛
知
県
の
舟
山
二
号
噴
、
京
都
府
の
桃
谷

古
墳
の
一
七
基
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
中
山
囲
古
墳
群
と
片
桐
古
墳
例
は
金
銅
装
の
柄
頭
で
金
鈴
塚
古
墳
の
は
銀
装
で
あ
る
。
環
頭
大
刀

で
は
柄
、
鞘
と
も
金
銅
装
で
包
み
、
円
文
を
打
ち
出
し
て
足
金
物
を
つ
け
て
い
る
も
の
は
、
七
世
紀
中
頃
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
片
桐
古
墳
例
は
円
頭
大
刀
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
属
す
る
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

以
上
の
如
く
比
較
的
早
く
副
葬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
に
は
素
環
頭
大
刀
が
見
ら
れ
、
長
野
県
の
西
一
号
墳
で
は
環
頭
大
刀
で

ぁ
る
。
後
期
古
墳
末
葉
か
ら
末
期
古
墳
に
か
け
て
は
環
頭
大
刀
を
は
じ
め
円
頭
大
刀
、
方
頭
大
刀
、
圭
頭
大
刀
、
鳥
首
大
刀
、
頭
椎
大

刀
を
副
葬
品
と
し
て
盛
ん
に
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節
　
被
葬
者
に
つ
い
て

古
墳
が
築
造
さ
れ
る
地
域
に
は
豪
族
の
発
生
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
経
済
力
を
裏
づ
け
る
肥
沃
な
農
耕
地
が
開
発
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

片
桐
古
墳
の
所
在
す
る
中
川
村
は
、
竜
東
は
山
が
川
岸
ま
で
せ
ま
り
耕
地
も
狭
く
、
竜
西
に
は
や
や
段
丘
上
の
扇
状
地
も
開
拓
さ
れ
、

天
竜
川
沿
岸
に
水
田
も
開
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
豪
族
が
富
を
誇
る
ほ
ど
の
経
済
力
豊
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
い
っ
た
い
古
墳
を
築
造
し
得
る
経
済
力
を
い
か
な
る
面
で
補
強
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

片
桐
古
墳
の
東
方
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
は
牧
ケ
原
な
る
地
名
も
残
っ
て
お
り
、
ま
た
苅
谷
原
、
壷
、
横
厩
等
の
地
名
か
ら
も

馬
の
飼
育
の
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
れ
る
。
l
当
時
に
お
い
て
馬
の
飼
育
は
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
中
央
政
府
も
馬
の
飼
育
に
全
力

を
あ
げ
、
信
濃
国
に
官
牧
が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
馬
は
官
人
の
重
要
な
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交
通
機
関
で
あ
っ
た
。
片
桐
に
は
官
牧
こ
そ
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
駅
馬
育
成
の
牧
場
と
し
て
牧
ケ
原
を
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

大
化
改
新
（
六
四
五
年
）
に
よ
っ
て
駅
馬
制
が
し
か
れ
る
や
賢
錐
駅
の
実
権
を
握
り
、
東
山
道
の
交
通
の
要
衝
を
お
さ
、
え
、
馬
の
飼

育
に
よ
っ
て
相
当
の
経
済
力
を
持
ち
得
た
豪
族
が
賢
錐
駅
附
近
に
発
生
し
た
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

賢
錐
の
常
備
駅
馬
は
記
録
に
よ
る
と
十
疋
と
さ
れ
て
い
る
。
往
来
が
頻
繁
に
な
り
、
常
に
二
・
三
倍
の
予
備
馬
が
用
意
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
牧
ケ
原
以
外
に
も
「
厩
尻
」
「
駒
ツ
ム
リ
下
」
「
ま
せ
口
」
等
牧
場
の
所
在
を
推
測
さ
せ
る
地
名
も
残
っ
て

ぉ
り
、
中
川
村
に
は
官
牧
ほ
ど
の
大
き
な
牧
場
は
存
し
な
か
っ
た
が
、
私
牧
で
あ
っ
て
も
良
馬
は
賢
錐
駅
の
駅
馬
と
し
て
供
さ
れ
た
で

ぁ
ろ
う
。
こ
う
し
た
賢
錐
駅
の
別
当
と
な
ん
ら
か
関
係
の
あ
る
人
物
こ
そ
片
桐
古
墳
の
被
葬
者
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
中
央
政
府
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
人
物
で
あ
れ
ば
、
そ
の
権
力
を
背
景
に
古
墳
の
築
造
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
金
銅
装
の
円
頭
大
刀
を
帯
び
た
こ
と
も
う

な
ず
け
得
る
の
で
あ
る
。

信
濃
国
の
豪
族
に
つ
い
て
は
前
章
で
述
べ
た
が
、
金
刺
氏
と
同
族
で
国
造
の
一
族
に
他
田
氏
が
伊
那
郡
に
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
他
田
氏
の
一
族
が
賢
錐
駅
に
も
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歴
史
的
背
景
か
ら
片
桐
古
墳
の
被
葬
者
は
他
田
氏
に

関
係
が
あ
り
、
賢
錐
駅
の
実
権
と
馬
の
飼
育
を
司
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
い
。

な
お
羨
道
部
前
に
設
置
し
た
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
、
土
師
器
、
須
恵
器
が
多
く
発
見
さ
れ
、
迫
葬
の
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
も

ぁ
っ
．
た
が
、
遺
物
の
出
土
状
態
が
不
規
則
で
あ
る
の
と
、
盗
掘
者
が
石
室
内
心
ら
持
ち
出
し
た
副
葬
品
が
混
入
し
て
お
り
、
墓
前
祭
の

迫
葬
と
考
え
る
に
は
少
し
問
題
も
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
。



お
わ
り
に

昭
和
五
二
年
三
月
二
七
日
～
四
月
四
日
（
第
一
次
調
査
）
、
七
月
一
九
日
～
八
月
六
日
（
第
二
次
調
査
）
、
八
月
一
〇
日
～
八
月
二
二

日
（
第
三
次
調
査
、
堆
積
土
の
水
洗
い
作
業
）
、
九
月
二
二
日
～
九
月
二
八
日
（
第
四
次
調
査
）
と
四
度
に
亘
り
調
査
を
実
施
し
て
き
た

わ
け
で
あ
る
。
第
三
次
調
査
は
地
元
の
高
校
生
の
手
だ
け
で
石
室
内
の
堆
積
土
の
フ
ル
イ
作
業
と
水
洗
い
作
業
で
、
こ
の
結
果
玉
類
の

検
出
を
見
る
こ
と
が
出
来
大
成
功
で
あ
っ
た
。

第
四
次
調
査
は
、
石
室
内
の
測
量
調
査
で
、
予
算
の
関
係
上
日
時
を
短
縮
す
る
た
め
夜
業
も
実
施
し
、
一
日
を
二
日
分
の
作
業
と
し

た
の
で
あ
る
。
片
桐
古
墳
の
調
査
は
述
べ
三
八
日
に
も
わ
た
り
、
想
像
以
上
の
副
葬
品
も
発
見
さ
れ
大
成
功
の
調
査
と
考
え
て
い
る
♂

最
後
に
古
墳
の
調
査
中
に
も
御
指
導
を
い
た
だ
き
さ
ら
に
金
銅
装
の
柄
頭
の
修
理
に
つ
い
て
も
御
骨
折
を
い
た
だ
い
た
末
永
雅
雄
先

生
に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
焼
つ
く
よ
う
な
炎
天
下
の
中
、
き
び
し
い
調
査
に
参
加
し
て
く
れ
た
調
査
員
及
び
地
元
の
高
校
生
、
中
学
生
、
と
く
に
中
塚
利

司
、
宮
崎
千
里
、
桃
沢
貴
美
、
斎
藤
五
月
の
四
君
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
調
査
に
多
大
な
尽
力
を
し
て
く
れ
た
こ

と
誠
に
有
難
く
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

調
査
期
間
中
か
ら
報
告
書
完
成
に
至
る
ま
で
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
宮
崎
昌
直
村
長
に
も
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
度
々
遠
路
拙
宅
に
ま
で
連
絡
に
き
て
い
た
だ
い
た
、
教
育
委
口
月
会
橋
沢
次
長
に
も
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

四
度
に
わ
た
っ
て
調
査
を
し
た
期
間
中
、
何
か
と
御
面
倒
い
た
だ
い
た
当
時
の
片
桐
支
所
長
林
常
登
氏
、
教
育
委
員
長
の
荒
井
倦
氏
、

ま
た
文
化
財
係
の
新
井
稔
氏
、
さ
ら
に
調
査
員
の
食
事
一
切
を
御
世
話
下
さ
っ
た
竹
村
ミ
ツ
子
さ
ん
に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
四
年
春
生
田
に
て
　
筆
者
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